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1 調査の概要



調査の目的

本調査は、平成21 年度に行う「福知山市次世代育成支援計画」(後期計画)の策定資料とし

て、保育二ーズや福知山市の子育て支援サービスの利用状況や利用意向、また、子育て世帯の生

活実態、要望・意見などを把握することを目的に、市民意向調査(アンケート調査)として実施

しました。

2 調査の概要

.調査地域

.調査対象者

.抽出方法

福知山市全域

福知山市内在住の「未就学児」をお持ちの世帯・保護者(就学前児童調査)福

知山市内在住の「小学生」をお持ちの世帯・保護者(小学生児童調査)

住民基本台帳よの、就学前児童(0歳~5歳)1,800人、小学生(6歳~11

歳)1,800人の合計3,600人を無作為抽出

平成21 年1月 16 日(金)~平成21 年1月 30日(金)

郵送配布・郵送回収による郵送調査法

.調査期間

.調査方法

就学前児童保護者

小学生児童保護者

升

配布数

1, 800

1, 800

3, 600

回収数

790

769

1. 559

回収率

43. 996

42. 796

43. 3%
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3 報告書の見方

四回答結果の割合「%」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第2

位で四捨五入したものです。そのため、単数回答(複数の選択肢から1つの選択肢を選ぶ方式)

であっても合計値が 1000%にならない場合があのます。このことは、本報告書内の分析文、

グラフ、表においても反映しています。

.複数回答(複数の選択肢から2つ以上の選択肢を選ぶ方式)の設問の場合、回答は選択肢ごと

の有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が1000%を超える

場合があのます。

.図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が

困難なものです。

.図表中の「N (numberofcase)」.は、集計対象者総数(あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人)を表しています。

(※その他留意点)

.図表中の就労類型については、調査設問を以下のように定義し、分析したものです。

貯尤労類型別)

定我

共働き

父のみ就労

母のみ就労

父母無職

選択肢1 ~3

問7 (1)父親

選択肢1 ~3

選択肢4、 5または不明

選択肢4、 5または不、明

選択肢1 ~3

問7 (2)母親

選択肢4、 5または不明

選択肢1 ~3

選択肢4、 5または不明
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4 調査結果の概略

慶対象者の属性

《年齢、学年、子どもの人数》

就学前児童の属性にっいては、「0~6歳」がそれぞれ1割程度、子どもの数は「1~2人」い

る家庭が8割以上となっています。

小学生児童の属性にっいては、「1~6年生」がそれぞれ1割程度、子どもの数は「2~3人」

いる家庭が約8割となっています。

《同居'近居の状況(世帯構成)、子どもを預かってもらえる状況》

同居'近居の状況にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「父母同居」が8割を超えてお

リ、「祖父近居」「祖母近居」が3~4割程度、「祖父同居」「祖母同居」が1~2割程度となって
います。

子どもを預かってもらえる状況にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「堅急時もしくは

用事の際には祖父母等の親族に預かってもらっている」が5割を超えており、「日常的に祖父母等

の親族に預かってもらっている」が3割程度となってぃます。

そのうち、祖父母等に預かってもらっている状況にっいてみると、小学生児童よりも就学前児

童の方が祖父母の負担を気にしているなど、やや預けにくさを感じているととがうかがえます。

また、友人・知人に預かってもらっている状況にういてみると、就学前児童、小学生児童とも

に、祖父母等に預かってもらう場合に比ベて、心苦しさや負担を心配'してぃる割合が高くなって

おり、精神的負担を感じているととがうかがえます。

《身の回のの世話をする人、居住年数》

子どもの身の回りの世話を主にする人にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、 6割以上

が「母親」となっています。

厘保護者の就労状況

《保護者の就労状況》

保護者の就労状況にっいては、父親では、就学前児童、小学生児童ともに「就労してぃる(フ

ルタイムの就労)」が7割を超えています。 ー''

また、就学前児童の母親では、「以前は就労していたが、現在は就労してぃない」、小学生児童

の母親では「就労している(パートタイム・アノレバイト等)」がそれぞれ4割を超えており、子ど

もの年齢が高くなるとともに、就労する母親が増えてぃる状況がうかがえます。

《母親の就労希望》

就労していない母親の今後の就労希望にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、約7判以

上が「有(すぐにでも若しくは 1年以内、または、 1年より先で子どもがある程声大きくなった

ら)」と回答しており、希望する就労形態にっいては、「パートタイムによる就労」が8割近くを
占めています。 '
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匝保育サービスについて(就学前児童)

《保育サービスの利用》

就学前児童で現在、保育サービスを「利用している」と回答した方は、全体の5割を超えてい

ます。

また、保育サービスを「利用している」人にっいて、就労類型別にみると、[共働き]または[母

親のみ就労]が8割を超えており、年齢別にみると、年齢が高くなるにつれ利用度も高くなる傾向

がうかがえます。

《保育サービスの種美醐

利用している保育サービスの種類にっいては、「保育所」が8割以上で、保育サービスのなかで

特に割合が高くなっています。

また、現在利用している保育サービス種類にっいて、就労類型牙喫こみると、[共働き]または[母

親のみの就労]では「保育所」の利用が9割以上となっており、[父親のみの就労]では「幼稚園」

の利用が3割近くとなっています。

《現在保育サービスを利用している理由・利用していない理由》

保育サービスを利用している理由にっいては、「就労している」という理由が7割以上で、特に

高くなっています。その割合を就労類型別にみると、[父のみ就労]では「子どもの教育のため」

に保育サービスを利用する傾向が強く、[共働き]や[母のみ就労]では「就労している」理由が高

くなっており、利用理由は教育と就労で2分する傾向となっています。

一方、現在利用していない理由としては、「(保護者が家にいるなどの理由で)必要がない」ヘ

の回答が特に高くなっています。

《今後利用したい保育サービス》

今後利用したい保育サービスの種類にっいては、「保育所」「一時預かり」の利用を希望する割

合が3割以上となっており、「保育所」における希望日時をみると、 1週あたり「5日」、 1日あ

たり「8時間以上(おおむね8時から18時の闇での利用)」への割合が高くなっています。

今後利用したい保育サービスの種類にっいて、就労類型呂川こみると、[父のみ就労]では「保育

所」「一時預かり」の利用意向が高く、[共働き]や[母のみ就労]では「病後児保育(施設型)」

への利用意向が高くなっています。

また、今後保育サービスを利用したい理由にっいては、「現在就労している」が1割程度と、項

目の中では高くなっています。

《土日の保育サービスの利用》

士日の保育サービスの利用にっいては、士曜日では3割以上が「ほぽ毎週利用したい」「月に1

~2回は利用したい」となってぃます。日曜日・祝日にっいては、 2割未満となっています。

士曜日にっいて利用したい割合を就労類型別、世帯構成別にみると、[母親のみ就労]と[母同

居(ひとり親家庭)]では「ほぽ毎週利用したい」「月に1~2回は利用したい」の割合が約5割

を占めていま司、。
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風放課後児童クラブについて(小学生児童)

《放課後児童クラブの利用》

小学生児童で現在、放課後児童クラブを「利用している」と回答した方は、全体の1割程度と

なっています。利用している理由については、「現在就労している」が9割以上で特に高くなって

います。

放課後児童クラブを「利用している」人についで、就労類型別、地区別にみると、[共働き]や

[母親のみ就労]、[夜久野][川口][桃映]で「利用している」割合が比較的高くなっています。

あわせて学年別にみると、利用している学年は[1~3年]が2割以上で、[4~6年]について

は、少ない割合となっており、低学年での利用度が高い傾向がうかがえます。

《放課後児童クラブを利用していない理由》

現在、放課後児童クラブを「利用していない」と回答した方は、全体の8割となっています。

利用していない理由については、「現在就労していないから(保護者が家にいるから)」が3割近

くとなっています。

また、地域別にみると、別ヒ陵]'[川口]では、ごく少数ではありますが、「近くに放課後児童ク

ラブがないから」に回答がみられます。

《未利用者の放課後児童クラブの今後の利用意向》

現在、放課後児童クラブを利用していない人の今後の利用意向については、1割程度が今後「利

用したい」と回答しています。

今後「利用したい」人を就労類型ΞU、学年別、地区別にみると、[父親のみ就労][父母無職]、

[1年]、・[北陵][桃映][南陵][日新][川口]では、他の層と比ベて割合が高くなっています。

また、今後の士曜日における利用意向については、約3割が「ある(利用したい)」と回答して

います。

土曜日の放課後児童クラブを利用したい人について、就労類型別、学年別、地域別にみると、[母

親のみの就労][父母無職]、[1年][5年]、則ヒ陵][夜久野][桃映]での割合がそれぞれ高く

なっています。(※サンプル数が少ない項目もあるため注意)

今後、放課後児童クラブを利用したい理由については、「現在、就労している」が4割以上、「そ

のうち就労したいと考えている」が3割近くで高くなっています。

《小学4年生以降の放課後児童クラブの利用意向》

小学生児童のうち、小学4年生以降の放課後児童クラブの利用意向については、2割程度が「利

用したい」と回答しており、学年別にみると、高学年ほど「利用したい」割合が低い傾向がうか

がえます。なお、放課後児童クラブを利用したい学年の上限については、「6年生」と答えた割合

が約8割を占めています。

《子どもが小学生になった際の放課後児童クラブの利用意向》※就学前児童のみ

就学前児童のうち、子どもが小学生になった際の放課後児童クラブの利用意向については、 6

割以上が「利用したい」と回答しており、'就労類型別にみると、[共働き]や[母親のみの就労]

で「利用したい」割合が高い傾向がうかが.えます。

そのうち、士曜日の放課後児童クラブの利用意向は約3割となっており、特に[母親のみ就労]

での割合が高くなっています。

ノ

6

、L



園病児・病後児保育について

《子どもが病気やケガで保育サービスが利用できなかったの、・学校を休んだ経験の有無》

就学前児童では約4割、小学生児童では1割程度が子どもの病気やケガで、保育サービスの利

用が制限されたり、学校を休まなければならなかったととが「あった」と回答しています。就労

類型別にみると、就学前児童の[共働き]や[母親のみ就労]において、「(そのような経験が)あっ

た」と答えた割合が5割以上で、特に高くなっています。

《その場合の対処法と今後の利用意向》

その際の対処法としては、就学前児童、小学生児童ともに「母親が休んだ」が高ぐなっており、

その日数については、就学前児童が「7日以上」、小学生児童が「1~3日」程度が高い割合となっ

ています。

なお、「父親が休んだ」「母親が休んだ」「親族・知人に預けた」'といった対処法を行った人で、

その際、施設に預けたかった日数については、赴学前児童では「7日以上」、小学生児童では「3

日以内」に占める割合が高くなっています。

厘一時預かりについて

《一時預かのの状況》

就学前児童では2割以上、小学生児童では2割未満が一時預かりの経験が「ある」と回答して

います。世帯構成別にみると、就学前児童、小学生児童ともに[母同居(ひとり親家庭)][父母

同居]、そのほか[近居]での割合が高くなっています。年齢(学年)別にみると、就学前児童で

は年齢が高い方の割合が高く、小学生児童では学年が低い方の割合が高くなっており、対照的な

傾向を示しています。

また、一時預かりを行った際の理由別の対処日数については、『私用(買い物、習い事)、りフ

レッシュ目的』や『就労』といった理由で「7日以上」、『冠婚葬祭、子どもの親の病気』では「1

日」程度の割合が高くなっています。

また、小学校児童の一時預かりの今後の利用意向については、利用したい日数として「3日以

内」への割合が比較的高くなっています。

座宿泊を伴う一時預かりについて

《子どもを泊まりがけで家族以外の誰かに一時的に預けた経験の有無》

就学前児童、小学生児童ともに1割程度が宿泊を伴う一時預かりの経験が「ある」と回答して

います。就業類型別にみると、就学前児童、小学生児童ともに[共働き][母親のみ就労]におい

て、「あった」がやや高くなっています。年齢(学年)別にみると、就学前児童では年齢が高い方

の割合が高く、小学生児童では学年が低い方の割合が高くなっており、対照的な傾向を示してい

ます。

《対処方法と、預けた際の困難度》

宿泊を伴う一時預かりを行った際の対処方法にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、『(同

居者を含む)親戚・知人に預けた』が6割以上となっており、その泊数については就学前児童で
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は「7泊以上」、小学生児童では「1泊」程度の割合が高くなっています。

また、『(同居者を含む)親戚・知人に預けた』際の困難度については、就業類型別にみると、

就学前児童、小学生児童ともに[母親のみの就労]で「どちらかというと困難」の割合が高くなっ

ています。(※サンプノレ数が少数のため注意)

臣ベビーシッターについて

《ベピーシッターの利用目的》

ベビーシッターの利用目的にっいては、全体的に回答が少ないものの、就学前児童では「主た

る保育サービスとして利用してぃる」、小学生児童では「祖父母や近所の人・友人等に預かっても

らえないときに利用している」といった項目に回答がうかがえます。

風ファミリーサボートセンターについて

《ファミリーサポートセンターの利用状況と今後の利用意向》

ファミリーサポートセンターの利用にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、利用者が1

割未満となっています。利用tる理由にっいては、保育サービスとして利用{祖父母等に預かっ

てもらえないときや緊急・外出の際などの目的で利用されています。

また、今後の利用意向にっいては、「不定期で.あるが利用したい」への割合が就学前児童で約3

割、小学生児童で約1割うかがえます。

医地域の子育て拠点について(就学前児童),

《子育て支援センター等の利用状況と今後の利用意向》

就学前児童の地域子育て支援拠点事業の利用にっいては、「利用している」が1割程度となって

おり、週に「1回」程度の利用が多くなっています。

また、今後の利用意向にっいては、昧U用したい」と回答した割合は2割程度うかがえます。

阻育児休業について

《育児休業の利用とその状況》

育児休業の利用にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、「母親が利用した」が2割程度と

なっており、就労類型別にみると、就学前児童では[共働き]での「母親が利用した」への割合が

4割を超えています。

育児休業から復帰したときの子どもの月齢にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、rH

~12ケ月」への割合が4割を超えています。

《育児休業の取得、育児休業明けの保育サービスの利用状況》

育児休業の取得にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、「希望どおり取得できた」が7割

以上となっていますがイ「利用できなかった」が1~2割程度うかがえます。
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育児休業明けの保育サービスの利用状況にっいては、就学前児童、小学生児童ともに、「育児休

業期間を調整せずに利用できた」と回答する人が4~5割程度で、就労類型別にみると[共働き]

[父母無職]の割合が高くなっています。

一方、就学前児童では[母親のみ就労]で育児休業明けの保育サービスの利用が「できなかっ

た」とする回答が多く、小学生児童では[父親のみ就労]で「希望しなかった」への割合が高く

なっています。

また、育児休業明けの保育サービスを「利用できなかった」と回答した人のうち、その際の対

処方法については、就学前児童では「家族等にみてもらうととで対応した」が6割(9件)、小学

生児童では「希望とは違う保育所を利用した」が4割(6件)となってぃます。

扇職業生活と家庭生活の両立について

《父親・母親の「仕事時間」と「家事」「プライベート時闇」の優先度(希望と現実)》

就学前児童、小学生児童ともに、『希望』では「家事(育児)時間を優先」への割合が高いのに

対して、『現実』では「仕事時問を優先」への割合が高くなっています。就学前児童、小学生児童

ともに、『現実』では、生活の中心功ミ仕事の時問に偏ってぃることがわかります。

また、就労類型別にみると、[共働き]や[母親のみ就労]で特にその傾向が現れてぃます。

《父親・母親の「仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること」》

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることにっいて、就学前児童、小学生児童ともに、

「自分や子どもが病気・ケガをした時に面倒をみる人がいない」「子どもと接する時間が少ない」

がそれぞれ1~2割となっており、就労類型別にみると、[共働き]や[母親のみ就労]で特にその

傾向が現れています。

.子育て支援サービスにつぃて

《言忍知度・利用度・利用意向》

就学前児童では『①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの佶

報・相談サービス』『④おひさまひろぱ』『⑨保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開

放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て情報誌』にっいては、認知度が高い項目となってぃ

ます。

そのうち、『②保健センターの情報・相談サービス』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児

童館』『⑱市が発行している子育て情報誌』にっいては、特に利用度、利用意向にっいても高い項

目となっています。

小学生児童では『①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの情

報・相談サービス』『④おひさまひろば』『⑨保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開

放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て情報誌』にっいては、認知度が高い項目となってぃ

ます。

そのうち、『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て情報誌』にっいては、特に利用度、利用意

向についても高い項目となっています。
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匪子育て全般について

《食事について》

朝食のとり方にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「毎日食ベる」の割合が9割程度を

占めています。朝食をとらない理由としては、「時間がないから」「子どもの食欲がないから」ヘ

の割合が高くなっています。

家族との食事をとる状況にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「毎日1回は、そろって

食事をしている」が約6割となっており、世帯構成別にみると[(母同居(ひとり親家庭)]での

割合が高くなっています。

《テレビ・ビデオの視聴時間やゲームの使用時間について》(小学生児童のみ)

小学生児童のテレビ・ビデオの視聴時間にっいては、「1~2時間未満」への割合が4割以上を

占めています。学年別にみると、「1~2時間未満」と回答する割合は、 1~2年生で5割以上と

なっており、「3時間以上」と回答する割合は、[6年]で2割を超え、高くなってぃます。

テレビゲームやコンピューターゲームの使用時間にっいては、「1~2時間未満」への割合が4

割程度を占めています。年齢牙川こみると、、「1~2時間未満」と回答する割合は、 3~6年生で4

割程度と高くなっています。

《子育てサークル等の参加について》(就学前児童のみ)

就学前児童の子育てサークル等の参加にっいては、「現在は参加しておらず今後も参加するっ

もりはない」が約5割となっています6

一方、「現在参加している」「現在は参加していないが、今後機会があれば参加したい」の合計

は4割を超えており、就労類型別、年齢別にみると、[父親のみ就労]、[0歳~3歳]で特にその

合計が高くなっています。

《子育てに関する不安や負担について》

子育てに関する不安や負担感にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「なんどなく感じる」

の割合が4割以上で、「非常に感じる」と回答した割合と合わせると5割以上を占めてぃます。

就労類型別にみると、就学前児童、小学生児童ともに、[母親のみ就労][父母無職]において

「非常に感じる」と回答する割合が他の項目に比ベて高くなっています。

また、子育てをする上での不安や悩みについては、就学前児童、小学生児童ともに、「子育てで

出費がかさむ」「自分の自由な時問が持てない」への割合が高くなってぃます。

就労類型別にみると、就学前児童、小学生児童ともに、〔母親のみ就労]において「子育てで出

費がかさむ」噌分の自由な時間が持てない」への割合が他の世帯層と比ベてやや高くなってぃま

す。また、年齢別にみると、就学前児童では、年齢が高くなるにっれ、「子育てで出費がかさむ」

への割合が高くなっています。

《子育てしていてよかったこと》

子育てをしてよかったことや喜びにっいては、就学前児童、小学生児童ともに、「子どもの成長

をみるのが喜びである」「子どもとの交流が楽しい」「家庭の中が明るくなる」が共通して高い項

目となっています。

《父親の子育て参加》

父親の子育てを行う状況については、就学前児童、小学生児童ともに「よくやっている」が4

~5割を占めています。
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就労類型別にみると、就学前児童、小学生児童ともに[共働き]において「よくやってぃる」

への割合が高くなっています。

《子育てに関する相談相手》

子育てのことを相談する人にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「配偶者、パートナー」

「その他の親族,(親、兄弟姉妹など)」・「隣近所の人、地域の知人、友人」への割合が5割以上を

占めています。

就労類型別にみると、就学前児童、小学生児童ともに[共働き]や[母親のみ就労]において

「職場の人」への割合が3~4割と高くなってぃます。

《子育てに関する情報の入手先》

子育てに関する情報の入手先にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「隣近所の人、地域

の知人、友人」が7割以上で最も高く、次いで「保育所、幼稚園、学校」「親族(親・兄弟など)」

の割合が4割以上を占めています。

就労類型別にみると、就学前児童では[共働き][母親のみ就労]では「保育所、幼稚園、学校」

への回答の割合が他の層と比ベて高くなっています。また、年齢(学年)別にみると就学前児童

では[0~2歳]において「インターネット」への割合が2割以上で、小学生児童では[1年~

3年]において「保育園、幼稚園、学校」への回答の割合が6割以上となってぃます。

《外出の際、困ること・困ったこと、子どもの安全を守るために重要なこと》

外出の際、困るとと困ったととについて、就学前児童では「トイレがオムッ替えや親子での利

用に配慮されていないこと「授乳する場所や必要な設備がないこと」「小さな子どもとの食事に

配慮された場所がないとと「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所がないと

と」については、小学生児童よりも特に割合が高くなっています。

小学生児童では「暗い通りや見通しのきかないととろが多く、子どもが犯罪の被害にあわない

か心配であること」「特に困るとと・困ったととはない」が就学前児童よりも特に高くなってぃま

す。

就学前児童において年齢別にみると、オムツ替えや授乳、食事といった配慮は、比較的若い年

齢で割合が高くなっています。小学生児童において地区別にみると、〔三和][日新]といった項

目で「暗い通りや見通しのきかないととろが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配である

とと」への項目が高くなっています。

また、子どもの安全を守るために特に重要なととにっいてみると、就学前児童、小学生児童と

もに「通学路や子どもの遊び場の安全対策」「地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から守る

ための取り組み」が4割以上で高くなっています

《ふくふく医療費支給制度について》

市が実施している『ふくふく医療費支給制度』にっいての認知度にっいてみると、就学前児童、

小学生児童ともに「知っている」が7割以上となっています。就労類型別にみると、就学前児童、

小学生児童ともに[母親のみ就労]において「知らない」への割合が3割を超えてぃます。

また、『ふくふく医療費支給制度』を何年生まで利用したいか(現:3年生まで利用可)にっい

ては、就学前児童、小学生児童ともに「中学生の期間中も利用したい」が5割を超えてぃます。

《市に期待する子育て支援》

市に対して、子育て支援の充実を図って欲しいと期待していることにっいてみると、就学前児
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童では「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やして欲しい」「保育所や幼稚園にかかる費用

負担を軽減して欲しい」が6割以上の項目となっています。

就労類型別にみると、[母親のみ就労]においてのみ、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を

増やして欲しい」を望む割合が最も高く、そのほかについては「保育所や幼稚園にかかる費用負

担を軽減して欲しい」が最も高くなっています。

世帯構成別にみると、[父同居(ひとり親家庭)][母同居(ひ苫り親家庭)]においては、「親

子が安心して集まれる身近な場、イベントの機会が欲しい」「残業時間の短縮や休暇の取得促進な

ど、企業に対して職場環境の改善を働きかけて欲しい」を望む割合が、ほかの層に占める割合よ

りも高くなっています。

年齢牙1」にみると、特に[0~2歳]において、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やし

て欲しい」を望む割合が7割以上で高くなっています。

また、小学生児童では「子どもと一緒でも出力斗ナやすく楽しめる場所を増やしてほしい」「安心

して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」「保育所や幼稚園、教育費にかかる費用

負担を軽減してほしい」「児童手当を増額してほしい」が5割以上の項目となっています。

就労類型別にみると、[父母無職]においてのみ、「児童手当を増額してほしい」を望む割合が最

も高く、そのほかにっいては「保育所や幼稚園、教育費にかかる費用負担を軽減してほしい」が

最も高くなっています。

世帯構成別にみると、[父同居(ひとり親家庭)]においては「残業の短縮や休暇の促進など企

業に対して改善を働きかけてほしい」が3割以上、[母同居(ひとり親家庭)]においては「多子

世帯の優先入居や住宅費の軽減など、住宅面の配慮がほしい」が2割以上で、ほかの層に占める

割合よりも高くなっています。

学年別にみると、特に[1~3年生]において、「保育所や幼稚園、教育費にかかる費用負担を

軽減してほしい」を望む割合が6割以上で高くなっています。
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Ⅱ調査結果

(就学前児童・小学生児童調査)



対象者(回答者)の属性

( 1 ) 回答者(単数回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20%

ノ

( 2 )

40%

対象の子どもの年齢と学年(数量回答)

85.8

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

不明・無回答

匿母親

60%

就学前児童(N=79ω

10% 20% 30%0%

832

口父親

80%

1 5.6

田その他

100%

73

14

1 7.3

..」

53

40%

1 6.2

11.1

口不明・無回答

1 1 .6

4.4

_」13

1 3.4

1 3.2

1 0.1

2,5

小学生児童(N=769)

0%

1年

10%

2年

20%

3年

16.4

30%

4年

16.5

40%

5年

13.4

不明・無回答

6年

15.0

17.9

43

1 6.5



( 3 ) 子どもの人数(数量回答)

就学前児童(N=790)

0% 20% 40% 60% 80%

1人

1

5人以上

不明・無回答

41.4

1 1 .6

44,フ

1 .6

100%

0.6

( 4 )

0.0

対象の子どもについて(数量回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

20% 40% 60% 80%

2人

3人

4人

5人以上

不明・無回答

0%

1人

第1子

第2子

弟3子

第4子

第5子以上

不明・無回答

0%

14,8

20% 40% 60%

100%

39

28.0

51.8

フ.8

0.5

29.1

80% 100%

59.2

1 .1

1.0

1 .0

1 .6

-1子弟1子

第2子

弟3子

第4子

第5子以上

不明・無回答

小学生児童(N=769)

0% 20% 40% 60%

433

33.9

80% 100%

1 6.8

23

0.5

3.1

i

15

人
人
人

2
 
3
 
4



(5)すべての子どもの年齢と数(数量回答)※割合は不明.無回答を除くもの

【第 1子】 就学前児童(N=698)

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0% 10% 20%

1 .6

7

4.9

2.0

06

2.0

30%

2

2

23.6

16

40%

【第2子】

3

.8

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0%

就学前児童(N=302)

20%

0%

小学生児童(N=724)

10% 20% 30%

10%

0,1

フ.1

4.2

30%

フ.4

16

10.9

40%

24.9
1

24.4

冒

40%

35.5

【第3子】

19.1

22.1

1 7.5

1 4.8

1 5.3

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

40%

0%

0Ⅳ

1 7,5

203

就学前児童(N=93)

10% 20%

小学生児童(N=586)

10% 20% 30%

3.2

1 . 1

2.2

0.0

0.0

1 .1

30%

1.5

0.9

0.0

0.2

16.1

15.1

21.5

1 1.4

40%

40%

33.3

31.2

249

21.5

39.8

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12~13歳

14~15歳

16歳以上

0%

小学生児童(N=217)

10% 20% 30%

4.6

9.2

1 2.4
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【第4子】

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

就学前児童(N=19)

0% 10% 20% 30%

1 0.5

40%

1 0.5

50%

2,

【第5子】

.3

7 .4

5.

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0%

0%

小学生児童(N=29)

就学前児童(N=8)

10%

20%

1 3.8

10.3

10.3

20%

40%

1

30%

25.0 1

60%

12,5

40%

80%

62.5

24.1

20.フ

10.3

10.3

ノ'

0~1歳

2~3歳

4~5歳

6~7歳

8~9歳

10~11歳

12歳以上

0%

小学生児童(N=3)

20%

0.0

40%

33.3

60% 80%

66_フ
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( 6 )

同居、近居の状況については、「父母同居」力芋尤学前児童で846%、小学生児童で80.0%と最

も高くなっています。

同居・近居の状況(複数回答)

父母同居

父伺居(ひとり親家庭)

母同居(ひとり親家庭)

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

その他

不明・無回答

0% 20%

1 .3

1.4

4.8

9.1

12

40%

(フ)

60%

子どもを預かってもらえる人の有無については、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

預かってもらえる(もらっている)」力芋尤学前児童で608%、小学生児童で54.4%と、ともに最

も高くなっています。

また、「いずれもなしU の回答は就学前児童で13.フ%、小学生児童で96%みられます。

4

8.5

21.5

子どもを預かってもらえる人の有無(複数回答)

80%

5.1

4.0

1 .8

1 .8

84.6

80.0

100%

31.5

39.5

'ーー、

匝就学前児童(N=790)

44.4

8.4

日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる
(もらっている)

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に
預かってもらえる(もらっている)

日常的に子どもを預けられる友人、知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる
友人、知人がいる

図小学生児童(N=769)

0% 20%

その他

いずれもない

不明・無回答

40%

32

フ.4

11β

29.1

32

60%

4.4

3、6

80%

24.8

60.8

45

13

9.6

0.4

05

100%

.就学前児童(N=79の

18

田小学生児童(N=769)



(フ)

祖父母等に預かってもらっている状況については、「祖父母が孫を預かることについては、特に問

題がなしU 力芋尤学前児童で642%、小学生児童で69.フ%と、ともに最も高くなっています。

また、就学前児童においては、小学生児童よのも、やや預けにくさを感じている傾向がうかがえ

ます。

祖父母等に預かってもらっている状況(複数回答)

祖父母が孫を預かることについては、
特に問題はない

祖父母の身体的負担が

大きく心配である

祖父母の時問的制約や精神的な
負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を
かけていることが心苦しい

その他

0%

19

2眺

(フ)

友人や知人に預かってもらっている状況については、「友人や知人に預かってもらうことについ

ては、特に問題がなしU 力飾尤学前児童、小学生児童でともに4割を超え、最も高くなっています。

また、就学前児童、小学生児童ともに祖父母に預かってもらう場合に比ベ、「自分たち親の立場と

して、負担をかけていることが心苦しい」「友人や知人の時間的制約精神的な負担が大きく心配であ

る」といった、自身の精神的負担をあげる割合力筒くなっています。

40%

13

8.5

2

不明・無回答

1 9.6

1 5

友人や知人に預かってもらっている状況(複数回答)

60%

4.5

4.0

1 , 1

12

219

1 9.1

642

69.フ

8眺

口小学生児童(N=22の

厘就学前児童(N=626)

100%

友人や知人に預かってもらうことに
ついては、特に問題はない

友人や知人の身体的負担が
大きく心配である

友人や知人の時間的制約や精神的な
負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担を
か{ナていることが心苦しい

その他

圏小学生児童(N=601)

0% 10%

23

6β

20%

不明・無回答

3眺

4.9

14.5

40%

243

68

厘就学前児童(N=103)

417

50%

24.1

11.8

47.3

350



( 8 )

子どもの身の回のの世話恋どを主にしているのは、「主に母親」力飾尤学前児童で753%、小学生

児童で67.1%となっておの、ともに大部分を占めています。

お子さんの身の回りの世話などを主にしている方(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0% 20%

1 9.4

( 9 )

居住地域については、以下のとおりとなっています。

40%

25.5

居住地域(単数回答)

厘主に父親

60%

桃映

南陵

成和

六人部

川口

北陵

日新

一和

夜久野

大江

不明・無回答

口主に母親

75.3

0%

就学前児童(N=790)

10% 20% 30% 40%

80%

圏主に祖父母

67.1

1 1,9

100%

252

口その他

11.0

9.フ

2.5

232

2.8

0.8

3.0

/必登

0.9

50%

、コ
3.5

口不明・無回答

20

桃映

南陵

成和

六人部

川口

北陵

日新

一和

夜久野'

大江

不明・無回答

24.4

52

62

0%

小学生児童(N=769)

10% 20% 30% 40%

11.1

212

14.フ

3.0

0.4

10.フ

50%

53

2.1

31
 
5

3
 
5

1
 
3



2 保護者の就労状況について

( 1 )

保護者の1週あたの就労状況をみると、父親については「就労している(フルタイムの就労)」が

就学前児童で91.4%、小学生児童で743%と、ともに7割を超え、大部分を占めています。

母親については、就学前児童では「以前は就労していたが、現在は就労してい恋い」が413%

と最も高くなっていますが、小学生児童では貯尤労している(パートタイム・アルバイト等)」が

415%と最も高くなっています。

保護者の就労状況(単数回答)

【父親】

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20% 40%

【母親】

匝就労している(フルタイムの就労)

口就労している(フルタイムだが育休・介護休業中の場合)

詔就労しているUtートタイム、アルバイト等)

口以前は就労してい劫ζ、現在は就労していない

団これまで1こ就労したことがない

口不明・無回答

91.4

60W

743

就学前児童(N=790)

80%

0%

小学生児童(N=769)

0.3

12

1,4

100%

20%

21.1

1.5 03

0'3

226

5.6

40%

24.4

227

03

厘就労している(フルタイムの就労)

図就労している(フルタイムだが産休・育休・介護休業中の場合)

囲就労している(パートタイム、アルバイト等)

図以前は就労していたが、現在は就労していない

胸これまでに就労したことがない

口不明・無回答

60%

41.5

80%

41.3

100%

17.6

2.4

フ.0

3.6 12.6

21

一
「
ξ 6

3
0

0



( 2 )

保護者の週あたりの就労時間については、就学前児童、小学生児童で父親、母親ともに1日あた

の「8時間以上」、週あたの「5日」での割合力筒くなっています。帰宅時間については、父親では

門9~20時」、母親では「17~18時」の割合力塙くなっています。

また、「土曜日・日曜日及び祝日の就労もある」では、父親では約5割、母親では約4割となって

います。

フルタイムで就労している保護者の状況

①保護者の1日あたりの就労時間・フルタイム(数量回答)

【父親】

1時問

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

0% 20%

0,4
0,0

0,1
0.0

03

0.0

0.0
0.0

03
0.0

0.0
0.4

0.フ

1.9

40% 60% 80% 100%

4.4
5.1

②保護者の週あたりの就労日数

【父親】

1時問

2時間

3時間

4時間

5時問

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

0%

腐就学前児童(N=722)

田小学生児童(N=571)

20%

0.0
0.0

06

0゛0

06

0.5

0.6
1.6

42
1 .6

42
5.3

9.0

れ

【母親】

40%

93.8
926

0%

1日

60%

.一

0.0

0.0

0.1

0.4

0.6

0.9

12

0.9

2日

20%

80%

3日

40%

100%

フルタイム(数量回答)匡

4日

60%

5日

7日

不明・無回答

80%

6日

30
3.フ

100%

1.5

1.4

47

3.フ

冨就学前児童(N=167)

図小学生児童(N=188)

3

31

59.4

61.8

7β
6.1

0%

1日

厘就学前児童(N=722)

朗小学生児童(N=571)

0.0

1 .1

0.0

0.0

06

0.0

0.6

1 .1

2日

20%

【母親】

3日

40%

4日

60%

5日

7日

不明・無回答

80%

6日

100%

15.6

1 8.6

12

0.5

42

53

22

78

.47

.就学前児童(N=167)

口小学生児童(N=188)

一

一

.
0



③保護者の帰宅時間 冒

12時肋

13時~14時

15時~16時

17時~18時

19時~20時

21時~22時

23時~24時

不明・無回答

0%

フルタイム(数量回答)

【父親】
20% 40%

93

フ.フ

37フ

40.4

60% 80% 100%

20.5

18.9

152

18.フ

52

39.6

12時削

13時~14時

15時~16時

17時~18時

19時~20時

21時~22時

23時~24時

不明・無回答

2.6

3.フ

83

9.1

0% 20%

0.0

0.0

12

1 .6

42

5.9

④土曜日、日曜日の就労,フルタイム(単数回答)

【父親】

【母親】

無就学前児童(N=722)

図小学生児童(N=571)

40% 60%

基本的に士曜日・日曜日
及び祝日の就労はない

80W 100%

土曜日・日曜日及び祝日
の就労もある

1 ,8

3.フ

0.0

1 .1

0%

不明・無回答

269

28.

20% 40% 60% 80% 100%

50

フ.5

23

8.4

9.0

不明・無回答

7

函就学前児童(N=167)

國小学生児童(N=188)

4

22

21.フ

基本的に土曜日・日曜日

及ぴ祝日の就労はない

重就学前児童(N=722)

囲小学生児童(N=571)

土曜日・日曜日及ぴ祝日の
就労もある

0%

【母親】
20% 40% 60% 80% 100%

語就学前児童(N=167)

田小学生児童(N=188)

ー
.
2
 
3
 
5

0
 
0
 
0
 
0

4
 
2

6

3
 
0

6
 
6

2
 
2



( 3 )

パートタイム、アルバイトで就労している保護者の状況1一っいては、 就学前児童、小学生児童と

もに、父親では全体的に件数が少なくなっています。母親では、週あたのr5 、ナ
~6時間」の割合力檎くなっています。そのほか、「土曜日.日曜日及び祝日'、
母親が3割を超えてぃます。

また、母親のフルタイムへの転換希望は、就学前児童、小学生1兒一とも1-3割を超一。

パートタイム、アルバイトで就労している保護者の状況

①保護者の週あたりの就労日数・パート、アルバイ
【父親】

1日

2日

、j就学前児童
゛』J'令ノ"^, J J ゛J-=宅, 1 二

ゞ持、(N'4)二j

3日

4日

5日

5.

6日

小学生児童

(N=9)

単位:件

0

不明'無回答

7日

0

0

0

0

ト(数量回答)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

②保護者の 1日あたりの就労時間,パート、アルバイト(数量回答)
【父親】 【母親】

3

0

0

0%

0

1 .1

03

20%

3

3

.

【母親】

6.フ

3.8

73

フ.5

40%

0

3時間未満

60%

3時問

80%

4時間

就学前児童

(N=4)

6.8

.1

詔就学前児童(N=179)

口小学生児童(N=319)

5時間

100%

89

フ,8

6時間

1 .1

0.0

7時間

小学生児童

(N=9)

8時間以上

単位:件

0

50

フ.3

5.6

不明・無回答

8

60.8

0

0

腐就学前児童(N=179)

田小学生児童(N=319)

0

0

1時間

2時間

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

3

0

0

0

0

0%

3

0

0.0
03

2.8
2.5

10% 20%

4

30% 40%

5
12.5

50%

15
122

9.5
9.フ

9

β

2

25
25

24

6
6

4
7



③土曜日、日曜日の就労・パート、アルバイト(単数回答)

【父親】

基本的に土曜日・日

曜日及び祝日の就労

はない

士曜日・日曜日及び

祝日の就労もある

就学前児童

(N=4)

不明・無回答

小学生児童

( N = 9 )

単位:件

④フルタイムへの転換希望,パート、アルバイト(単数回答)

【父親】

2

2

基本的に土曜日・日曜日
及び祝日の就労はない

5

土曜日・日曜日及び祝日

の就労もある

希望がある

2

希望があるが予定はない

0%

【母親】

希望はない

20% 40% 60% 80% 100%

不明・無回答

就学前児童

(N=4)

不明・無回答

45

小学生児童

(N=9)

5

単位:件

.0

6.3

4.5

0

18.4

13.5

1

2

3

更就学前児童(N=179)

田小学生児童(N=319)

2

2

就学前児童
(N=179)

2

0%

小学生児童

(N=319)

20%

1 1.フ

【母親】
40%

223

フ.5

60%

35,8

27.3

80%

匪希望がある

田希望があるが予定はない
里希望はない
口 a .、回依

100%

302

39.8 25.4

25

J



( 4 )

現在就労していない母親の今後の就労希望にっいては、『有(すぐにでも、若しくは1年以内.1

年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい)』では就学前児童で8割、小学生児童で

7割を超えておの、大部分の母親力芋尤労希望を持っています。また、その就労形態では就学前児童、

小学生児童ともに「パートタイムによる就労」を希望する割合が約8割となっています。

現在就労していない母親の就労希望

①就労希望の有無(単数回答)

就学前児童(N=345)

小学生児童(N=163)

0% 20%

②就労希望の形態(単数回答)

30.フ

40%

38.0

盟有(すぐ{こでも、若しくは1年以内に希望がある)

詔有a年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい)
囲無

口不明・無回答

就学前児童(N=302)

60%

56.8

小学生児童(N=122)

80%

0%

368

113

100%

20%

9.9

202

フ.4

2.6

40%

4.9

整フルタイムによる就労

匪アルバイト等による就労

60%

78.5

79.5

80% 100%

田パートタイムによる就労

口不明・無回答

5.6 4.6

9.0 4.1

26

'
、
七



③(パートタイム)希望する就労日数、時間(数量回答)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

0%

0.0

0.0

0β
1 .0

20% 40% 60%

25.8

1 .9

24.フ

80%

0.8

0.0

0.0

0.0

6.8

、1

100%

U3
6.5

④(アルバイト)希望する就労日数、時間(数量回答)

1~3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答

匝就学前児童(N=23刀

閉小学生児童(N=97)

.8

0% 20%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

13

52

40%

0%

1 .1

60%

20%

0.0

25.8

40%

80%

9.

0.0

63

2.1

5.1

0.0

43,0

392

232

24.フ

60%

1

100%

9,

: 17,6

匿就学前児童(N=17)

口小学生児童(N=11)

80%

9,

・176

5.g

0.0

0.0

0.0

8.0

3.1

100%

: 36,4

47:1

27

空就学前児童(N=237)

口小学生児童(N=9刀

: 36.4

1

0.0

11β

1~3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時間以上

不明・無回答
1

罰就学前児童(N=17)

口小学生児童(N=11)

0% 20%

5.9

0.0

40% 60%

23.5

27.

5.9

0.0

80%

412

100%

11 .8

636

11

9.1

O
 
C
 
O

0
 
0
 
0



( 5 )

就労希望があのながら働いていない理由としては、就学前児童、小学生児童ともに[働きながら

子育てできる適当な仕事がない」「その他」への回答が多くなっています。

また、子どもが何歳になった時に、就労を希望するかについては、就学前児童では「3~4歳」、

小学生児童では門1歳以上」の割合力塙くなっています。

就労希望がありながら働いていない理由

①就労希望がありながら働いていない理由(単数回答)

就学前児童(N=302)

0%

9.3

20%

凱保育サービスが利用できないから

口働きながら子育てできる適当な仕事がない
囲自分の知識、能力にあう仕事がない

口家族の考え方(親族の理解が得られない)なピ、就労する環境が整っていない

田その他

口不明・無回答

小学生児童(N=122)33

29.1

40%

0%

2.0 11,9

60%

20%

80%

33,4

②一番小さい子どもが何歳になった時に

就労を希望するか(数量回答)

厘放課後児童クラブなどのサーピスが利用できないから

田働きながら子育てできる適当な仕事がない

囲自分の知識、能力にあう仕事がない

口家族の考え方(親族の理解が得られない)など、就労する環境が整っていない

口その他

口不明・無回答

402

40%

100%

142

6.6

60%

12.3

80%

25.4

100%

123

1~2歳

3~4歳

5~6歳

フ~8歳

9~10歳

11歳以上

不明・無回答

0% 10%

0.0

20%

.7

30%

6

1.フ

40%

14.

117

10.0

50%

6、

34

1.0

28

.7

.就学前児童(N=196)

口小学生児童(N=60)

24.

40.0



【就学前児童】

(6)母親の出産前後の就労の状況

母親の出産前後の就労の状況については、「離職した」が370%と、最も高くなってぃます。

また、どんな環境があれば就労を継続したかでは、39.フ%が「いずれにしてもやめてぃた」とし

ていますが、「臓場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度力燮い、働き続けやすぃ環

境力燮っていれば、継続して就労していた」については216%となっています。

①出産前後の離職の有無(単数回答)

就学前児童(N=790)

※就学前児童のみへの質問

0%

②どんな環境があれぱ就労を継続したか(単数回答)

20%

.離職した

固出産1年前にtて・に働いていなかった

口不明・無回答

37,0

保育サーピスが確実に利用できる
見込みがあれば、継続して就労していた

職場において育児休業制度等の仕事と家庭の
両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が

整っていれぱ、継続して就労していた

保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも
整っていれぱ、継続して就労していた

家族の考え方(親族の理解が得られない)など、
就労する環境が整っていないので離職した

40% 60%

27.5

匝継続的に働いていた(転職も含む)

口結婚後ずっと専業主婦だった

80%

15.1

0%

100%

1 6.8

10%

3.1

3.フ

就学前児童(N=292)

30%20%

いずれにしてもやめていた

40%

216

4.1

17,1

その他

50%

不明・無回答

8.2

62

397

29



【就労類型別 出産前後の離職の有無】

眺 2畷

父親のみ就労〔N=37打

母袈のみ就労〔N=33〕

共働き〔N=35刀

父母無職〔N=29〕

4呪

【就労類型別

60%

どんな環境があれぱ就労を継続したか】

0%'

厘離職した

白継続的に働いていた(転職も含む)
困出産1年前にすでに働いてぃなかった
目結婚後ずっと専業主婦だった
口不明・無回答

9

父親のみ就労則=16幻

共働き〔N=99〕

1 . 3

80%

母親のみ就労〔N=11〕

13. 8

9. 2

父母無職〔N=14〕

10畷

ワ. 8::::4. 2

26. 1

13.8

20%

22. 2

15.乞

泛. 4

10.3

0. 2

3

4呪

13.8

13.フ

賓保育サービスが確実に利用できる見込みがあれぱ、継続して就労し
ていた

國職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、
働き続けやすい環境が整っていれば、継続して就労していた

圏保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれぱ、継続
して就労していた

図家族の考え方(親族の理解が得られない)など、就労する環境が
整っていないので離職した

国いずれにしてもやめていた

買その他

口不明・無回答

フ. 3

5. 4

8, 6

0

60%
1

2. 3

27. 3

^^

80%

"゛、ノ、"ー、^^^

10. 1

100%

フ. 1

6

7

^^

6. 0

0

フ. 1

30

、
、
'

《
5

風
、

.
岡



③妊娠中、出産前後に母親が不安定になったか(単数回答)

母親の出産前後の精神的な状況については、不安定な状況が「時々あった」が43.4%と、最も

高く、「よくあった」との合計の割合は5割を超えています。

また、妊娠中や出産前後に必要なサービスについては、「赤ちゃんの育児サポート」「兄弟をみて

くれるサポート」「子育て中の人との交流」といった支援を求める割合力塙くなっています。

就学前児童(N=790)

0%

④妊娠中や出産前後に必要なサービス(複数回答)

132

20%

画よくあった

40%

母親の健康面での相談

赤ちゃんの育児サボート

助産師・保健師等の家庭訪問による指導

赤ちゃんのもく浴などのへルパー

買い物・食事のしたくなどの家事支援

兄弟をみてくれるサポート

子育て経験者から話を聞ける場の提供

子育て中の人との交流

その他

不明・無回答

43.4

口時々あった

60%

皿{まとんどなかった

80%

252

0%

口なかった

100%

17.0

10%

口不明・無回答

47

13

就学前児童(N=790)

20%

0.5

8,4

30%

1 8,9

40%

106

2.5

50%

1 .9

19.0

1 8.0

.

15.6

31



3 保育サー,ビスについて(就学前)

( 1 )

保育サー'ビスの利用については、「利用している」が549%、「利用していなしUが443%となっ

ています。

保育サービスの利用の有無.(単数回答)

就学前児童(N=79の

0%

【就労類型別、年齢別:保育サービスの利用の有無】

20%

頁

40%

54.9

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労Ⅲ=33〕

共働き〔N=35刀

利用している

i

畷

60%

口利用していない

父母無職〔N=2田

20%

80%

0歳〔N= 123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=10釘

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

443

、、

口不明・無回答

100%

40%

0.8

60% 80%

3

17, 1

10眺

0

3

置利用している

1. 3

15

34

2. 3

0

9. 4

0

1. 6

囲利用していない

5. 9

0

32

9

0

口不明・無回答

0

0. 0

0. 0



( 2 )

希望した時期に希望したサービスを利用できたかについては、「利用できた」が876%で最も高

く恋っています。

小学生児童では、就学前児童に比ベると「利用できなかった」の割合がやや高くなっています。

希望した時期に希望したサービスを利用できたか(単数回答)

*「利用している」と答えた人のみへの質問

就学前児童(N=434)

司

0% 20%

【就労類型別

40%

共働き〔N=295〕

希望した時期に希望したサービスの利用を利用できたか】

眺 20% 40% 60%

父親のみ就労〔N=9幻

嵐利用できた

田育児休業を切り上げるなど、調整して利用できた

田利用できなかった

口その他

口不明・無回答

母親のみ就労〔N=2幻

父母無職〔N=19〕

876

60%

100%

142

80%, 100%

【小学生児童(参考)】

6.フ

1.4

23

贋利用できた

口育児休業を切り上げるなど、調整して利用できた

圍利用できなかった

白その他

口不明'無回,答

小学生児童(N=769)

0%

80%

20%

100飴

6. 1

8.フ

2. 0

10.フ

2 2. 2

52.8

40%

5'僻 5. 3

厘利用できた

広育児休業を切り上げるなど、調整して利用できた

詔利用できなかった

臼その他

口不明・無回答

3. 6

60%

3

19β

80%

33

10.0



.一

( 3 ) 利用している保育サービスの種類(複数回答)

*「利用している」と答えた人のみへの質問

利用している保育サービスについては、「保育所」が85.0%と、特に高くなっています。

保育所

事業所内保育施設

0%

その他の保育施設

20%

1,4

就学前児童(N=434)

40% 60%

幼稚園

ファミリーサポートセンター

2.1

延長保育

ベビ^シッタ^

自治体の認証・認定保育施設

10.4

0.フ

【就労類型男1上利用、している保育サービスの種類】

!19.4

不明・無回答

0.フ

80%

1.6

85.0

100%

1.4

計 厶斗

共働き

父親のみ就労

保事
育業
施所

設内

母親のみ就労

434

どのような保育サービスを利用しているか

100.0

父母無職

保そ
*の

施他

設の

295

100,0

不明・無回答

369

85.0

92

100.0

268

90.8

28

100.0

6

59

1.4

64.1

19

100.0

6

2.0

26

92.9

9

2.1

16

84.2

4

1.4

45

10.4

2

2.2

15

5.1

単位:件数/%

84

2

19.4

フ.1

26

28'3

65

22.0

5.3

3

3.6

07

5

5.4

3

15.8

2

0.フ

11

39.3

3

0.フ

3

15.8

3

34

1.0

7

3.6

1.6

3

1.0

6

1.4

3

3.3

3

1.0

3.6

3

3.3

不
明

.

無
回
答

自
治
体
の
認
証

認
定
保
育
施
設

フ
ア
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

ベ
ビ
ー

、
ソ
ツ
タ
ー

延
長
保
育

幼
稚
園

保
育
所

合
計

就
労
類
型
別



( 4 )

サービスの利用日数、時間をみると、「5日」、「フ~8時間」の割合力塙くなっています。また、

開始時問では「8~9時」、終了時間では門6~17時」の時間帯力信くなづています。

保育サービスを利用してぃる日数・時間

*「利用している」と答えた人のみへの質問

①利用'している日数(数量回答)

就学前児童(N=423)

0% 2眺 40% 60% 80%

} 18.9

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

2.8

1.4

0.5

0.5

0,9

100%

②利用している時間(数量回答)

就学前児童(N=423)

10% 20% 30% 40%0%

10.9

③利用している開始時間と終了時間(数量回答)

就学前児童(N=423)

0% 20% 40% 60% 80% 10眺

0.0

3.3

1時間

2時閻

3時間

4時間

5時間

6時間

7時間

8時問

9時間

10時間以上

不明・無回答

82.5

35

7時

8時

9時

10時

村時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時以降

不明・無回答

0.0

1.4

0.0

0.5

1.9

3.5

1.4

50%

397

49.4

229

0.0

173

173

6.4

0.フ

28β

宅

11時

12時

13時

14時

15時

16時

17時

18時

19時

20時

21時以降

不明・無回答

0%

就学前児童(N=423)

20% 40% 60% 80%

02

0.0

フ.3

0.5

1.9

5.4

100%

322

30.0

2
0
0
0
7
 
6

2
0
0
0
7
2
0
2
2

1
0
0
0
0
0
0
0
0



、

( 5 )

保育サービスを利用している理由としては、「現在就労している」が728%と最も高くなってい

ます。

保育サービスを利用して・いる理由(単数回答)

*「利用している」と答えた人のみへの質問

現在就労している

就労予定がある/求職中である

家族・親族などをfト'護しなけれぱならない

病気や障害を持っている

学生である

1~5までの事情はないが、子どもの教育のため

その他

不明・無回答

5. 3

0% 20%

就学前児童(N=434)

60%40%

フ.4

09

【就労類型別:保育サービスを利用している理由】

20%眺

1,6

05

共働き〔N=295〕

父親のみ就労〔N=92〕

母親のみ就労〔N=2幻

父母無職〔N=19〕

80%

97

72,8

2.8

100ぎ

4、4

4喋

3. 9 3 14. 3

60%

慶現在就労している

Z就労予定がある/求職中である
圃家族.親族などを介護しなけれぱならない
詞病気や障害を持っている
図学生である
霞1~5までの事情はないが、子どもの教育のため
目その他

口不明・無回答

゛

'.

80%

4. 8

1』-0. 3-0. 3-0.フ

2.4 1.0

100劣

10. 5

10.9

15.8

36

0. 0



( 6 )

保育サービスを利用していない理由としては、「(保護者が家にいるなどの理由で)必要がない」

が44.0%と最も高くなっています。

保育サービスを利用していない理由(単数回答)

*「利用していない」と答えた人のみへの質問

(保護者が家にいるなどの理由で)

必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人,知人がみている

預けたいが、保育サービスに空きがない

預けたいが、経済的な理由でサービスを

利用できない

預けたいが延長・夜問等の場所や時間帯の
条件が整わない

預けたいが、サービスの質や場所など、

納得できるサービスがない

子どもがまだ小さいため

その他

不明・無回答

0% 10%

就学前児童(N=350)

30%20%

4,9

0.0

①子どもが何歳になった時に保育サービスに

預けようと考えるか(数量回答)

*「子どもがまだ小さいため」を選択された方

のみへの質問

3.4

40%

6.6

0.6

保育サービスに預けようと考える年齢についてみ

ると、 3歳が最も多くなっています。

2.0

50%

4.0

4.6

フ.1

26.9

1歳

2歳

3歳

4歳

不明・無回答

0%

就学前児童(N=94)

20%

8.5

40%

64、9

32

60% 80%

18.1

53

100%

37



(フ)

今後利用したい保育サービスについては、「保育所」が375%、「一時預かの」が306%と、 3
割を超えています。

次いで、「病後児保育(施設型)」が259%、「延長保育」が203%となっています。

今後利用したい保育サービス(複数回答)

゛

保育所

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の保育施設

幼稚園の預かり保育

延長保育

ベビーシッター

ファミリーサボートセンター

一時預かり

病後児保育(派遣型)

病後児保育(施設型)

特にない

不明・無回答

0% 10%

就学前児童(N=79の

20%

フ.5

3.4

18.5

30%

32

40%

19.4

37.5

73

20.3

50%

125

9.4

142

30.6

259

38



不
明

4

5

旧

6

2

3

7

8

182

10.0

8

74

4.0

27.6

57

8.5

6

9.4

45

126

15

1

単位:件数/%

無
回
答

2

6

9

9

4

6

40,0

15.8

U

2

"2

273

13.6

9

1

142

57

16.0

11.9

6.9

引

1
寺
に
な
い

3

9

12

22

35

4

26.0

31.6

205

32.8

73

1 9.フ

33.3

13.8

25.9

117

打

2

24、

17

23

病
後
児
保
育

(
施
設
聖

4

2

12.0

10.6

8

9

80

9.5

13

8.9

33

242

6.9

8

12.5

14.6

37

99

21.1

5

10

病
後
児
保
育

(
派
遺
逗

4

6

105

22.5

2

9

31.4

24

25.3

35

24.0

94

29.9

8

80

17.2

210

20.0

8

5

149

242

30.6

' 30,1

21,1

2

24,

40

一
時
預
か
り

【就労類型別、世帯構成別、年齢卿上今後利用したい保育サービス】

5

2

5

9

3

6、0

3

フ.2

フ.4

6、8

16

5.0

2

3

朝

7

1

103

フ.9

58

フ.3

25

フ.0

28

フ.5

5.1

21

6.1

フ
ア
ミ
リ
ー

1

5

サ
ボ
ー
ト

今後、利用したい保育サービス

セ
ン
タ
ー

5

2

2

6

2

13

7

10

3.2

3.フ

22

3.3

1

3.2

10

2.フ

3.0

25

3.9

4.1

1

5

2

1

乞ノノ、、

ツビ

夕

3

3
4

4

17.8

70

19.9

14.3

36.6

5

7

19.フ

20β

打

17.9

26

57

160

20.3

75

21.0

73

139

21

1

24'1

21.1

24

10

16

10

18

15

廷
長
保
育

24.4

3

64

182

50.0

30

28

20.4

25

19.5

23

25.0

6

7

123

19.6

15.0

3

6

52

94

10.3

19.6

10.0

15.8

11.6

'・,18

4

153

14.6

25.3

1

11

61

12.1

131

19

幼
稚
園
の

預
か
り
保
育

2

2.2

5

7

2

4

5.5

3.8

2

2

8

2

6

3,4

1.4

2.6

2.6

5,0

4.9

3.6

1.9

4

9

23

10.0

2.6

1

3.4

22

5.9

3.0

27

21

1

1

1

1 .1

そ
の
他
の

保
育
施
設

4

4

2

8

6.4

15

12,2

12

14

3.8

3.8

2.5

5

3

6.2

20

25

12.5

21.4

8.8

10.9

8.フ

3

5

8

9

10.2

10.3

46

13.2

8.4

3

フ.5

15

4.2

38

6.9

59

フ,1

9.1

自
治
体
の
認
証

認
定

12.5

15、0

8

3

19.4

32

?3.4

20

15.6

18

19.6

口

16.0

フ.フ

10

5

3

18.4

15

15.8

13,0

57

18.3

68

12.5

38

30.9

3

7

62

17.4

ル

烈ユ

10.3

128

19.2

犯

7

146

18.5

19.9

21

事
業
所
内

保
育
施
設

134

45,0

U

9

122

40,0

87

66

482

20

21、フ

18

17.0

12

U占

15

18.8

4

3

6

204

262

39.2

40.0

1 8.4

35.8

38.2

16

42.9

70,フ

69

53.9

3

7

37.5

78

21.8

55.0

37.9

296

39.1

れ

30.1

9.1

保
育
所

312

100.0

128

100.0

92

100.0

100.0

1叫

100'0

80

1卯.0

20

100.0

4

100.0

10

100.0

38

100.0

95

100.0

100.0

100,0

100.0

100,0

100.0

123

137

100.0

106

790

100.0

100.0

100.0

33

100.0

29

1卯.0

668

146

357

351

371

1

合
計

(ひとり親家庭)

(ひとり親家庭)

不明・無回答

不明・無回答

父親のみ就労

母親のみ就労

不明・無回答

父母無職

父母同居

祖父同居

祖父近居

祖母近居

祖母同居

その他

父同居

母同居

共働き

△乏十

0歳

2歳

3歳

4歳

6歳

1歳

5歳

就
労
類
型
別

世
帯
構
成
別

年
齢
別

一
一
一
口



(フ)

今後利用したい週あたのの日数をみると、ほとんどのサービスについては「5臼」の割合力筒く

なっています。

利用したい1日あたのの時閻をみると、各サービスの内容によって希望の時間帯が異なる傾向に

ありますが、・『保育所』『事業所内保育施設』のサービスについては、下8~10時間以上」への割合

力塙くなっています。

また、希望する開始時間をみると、『幼稚園の預かり保育』『延長保育』以外のサービスについて

は、おおむね「8~9時」への割合力衞くなっています。

希望する終了時問をみると、比較的割合の高い時間帯は、『ベビーシッター』以外のサービスにお

いて「16~18時」力塙くなっておの、『延長保育』では「19時」の割合力信くなっています。

今後利用したい日数、時間、開始・終了時間

①利用したい週あたりの日数(数量回答)

14.3

1週あたり
日数

1日

2日

3日

4日

保事
育業

施所
設内

5日

件数

N=245

6日

7日

不明・無回答

2

%

3

認自

定,ロ

7

0.8

N=104

件数

2

1.2

②利用したい1日あたりの時間(数量回答)

166

29

56

0.8

%

67.8

7

0

保そ
育の
施他
設の

22.9

2

4

1.0

件数

N=16

29

0

0.0

72

0.8

1日あたり
時間

3.8

20

0.0

2

96

69.2

3

預幼
か稚

19.2

4

12.5

3

件数

2.9

0

N.

6,3

18.8

3.8

7

1時間

2

0.0

2時間

43.8

%

0

3時間

12.5

12.5

4時間

0

件数

N.9

12.5

保事
育業
施所

設内

0.0

5時間

0

6,3

件数

6時間

6

Nマ45

0.0

7時間

0

0.0

2

%

75.0

8時問

0

4

0

9時間

0

%

4

0.0

20

0

件数

10時間以上

認自
定治

N=88

0.0

4

4.0

2

0.0

68

不明・無回答

0゛0

件数

4.0

N=1叫

0

0.0

10

4.0

4

9

0.8

68.フ

%

"

3

保
育
所

ベ
ビ
ー

延
長
保
育

、
ソ
ツ
タ
ー

園
の

体
の
認
証

施
設

り
保
育

Nマ1

件数 %

4.5 2 9.5

12.5 6 28.6

4.54 4.8

0 0.0 2 9.5

39 44.3 6 28.6

1 0.1 21 23,9 0 0.0

3.0 3 3.4 2 9.5

4 4.0 6 6.8 2 9,5

保そ 預幼保
育
所

延
長
保
育

ンノ i＼

育の か稚 ツビ

施他体
の
認
証

施
設

園
の

り
保
育

設の

N.N=16 N.9 N美18 Nマ1

件数件数 件数 件数 件数96% % % % %

0.01.0 0 0.0 0 1.0 6 6.8 0 0.0

0.01.0 12.5 0 19 19.22 24 27.3 4.8

12.5 2 25.0 170 0.0 2 17.2 11 12.5 5 23.8

00.0 1.0 0 00 0.0 3 3.0 2 23 3 143

0 0、03.フ 29 6.3 4 4,03 3 3.4 2 9.5

打 2 12.5 2 25.0 5 5.16.9 3 2.9 1 .1 4.8

6.3 0 0.036 14.フ 8 フ.フ 2 20 1.1 4.8

4 2 25.0 13 1 3.169 28.2 28 26.9 25.0 4 4.5 2 9.5

12.5 0.0 1429 11.8 26 25.0 2 0 14.1 1.1 4β

25.074 26.0 6.3 2 13 13.130.2 27 21 23.9 2 9.5

0.05.8 6.3 0 8 8.1 149 3.フ 6 15.9 3

40



ベ
ピ
ー

0.0

0.0

0.0

4.8

4.8

14.3

14.3

14.3

9.5

14,3

4.8

1 9.0

9.5

23,8

0.0

0.0

0.0

0.0

9.5

0.0

23,8

9.5

14.3

4.8

4,8

9

9

ベ
ビ
ー

N=21

N=21

、
ソ
ツ
.
タ
ー

4

0

0

2

3

3

3

3

2

2

5

0

0

0

0

2

0

5

0
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ソ
ツ
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3

1

1

1

1

1

数

件数

0.0

0.0

14,8

14.8

1 8.2

2.3

102

10.2

0.0

0.0

0,0

8.0

5.フ

6.8

20.5

2.3

13.6

18.2

14.8

1 .1

1 .1

1 .1

34.1

1.1

1.1

9

9

N=88

N=88

延
長
保
育

延
長
保
育

0

0

30

9

9

0

0

0

2

5

2

6

18

12

13

13

16

7

16

13

1

1

1

1

1

数

件数

4.0

18.2

1.0

0.0

0.0

0.0

2.0

3.0

38.4

22.2

20,2

1 .0

3.0

22.2

3.0

2.0

1.0

0゛0

1.0

1 3.1

14.1

5.1

6. 1

12.1

フ. 1

9

9

N=99

N=99

幼
稚
園
の

幼
稚
園
の

預
か
り
保
育

預
か
り
保
育

4

5

0

0

2

20

14

0

3

3

2

6

3

0

18

22

13

38

22

12

7

1

1

1

1

数

件数

12.5

12.5

50.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0'0

125

12,5

12.5

12.5

25.0

00

12.5

25.0

0.0

0.0

0、0

9

9

そ
の
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の
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他
の

N案8

N=8

保
育
施
設

保
育
施
設

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

、0

、2

0

1

1

1

1

1

1

1

1

件数

件数

41

6.3

0.0

0.0

0、0

0.0

0.0

31.3

31.3

18,8

6.3

0.0

0.0

6、3

12.5

0.0

0.0

25、0

31.3

6.3

6.3

12.5

0.0

0.0

0.0

6.3

g

g

N=16

N=16

自
治
体
の
認
証

自
治
体
の
認
証

.

認
定
施
設

認
定
施
設

5

5

3

0

0

0

0

0

0

0

0

4

2

0

5

2

0

0

0

1

1

1

1

1

1

数

36.5

1.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0゛0

1,0

2.9

0.0

1.0

1.9

4.8

17,3

36.5

24.0

9.6

1.0

1 .0

0'0

2.9

48.1

9

9

N.104

事
業
所
内

事
業
所
内

③希望終了時間(数量回答)

保
育
施
設

保
育
施
設

9

0

0

0

0

0

3

0

2

5

38

10

3

18

25

1

1

1

1

0

1

1

1

数

0.4

0.0

0.4

0.0

0.0

0.4

2.0

0.4

0.0

2.0

9.0

24,5

26.5

20.4

2.4

1.2

0.4

2.4

10.6

9

9

N=245

保
育
所

保
育
所

7

0

0

0

0

5

0

5

22

60

65

50

1

1

6

26

1

1

1

6

3

1

件数

希望終了時問

不明・無回答

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

2

3

4

5

6

7

8

9

0

2

1

8

7

9

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

③希望開始時間(数量回答)

希望開始時間

10時

11時

件数

N=245

12時

13時

14時

25

106

15時

16時

98

10.2

件数

N=104

17時

43.3

18時

40.0

不明,無回答

2.9

50

0.4

38

0、0

8.フ

件数



( 8 )

保育サービスを利用したい理由としては、「現在亨尤労している」が 107%、「そのうち就労した

いと考えている」が89%と恋っています。

1、 3

保育サービスを利用したい理由(単数回答)

現在就労している

現在就労して,いるが、
もっと日数や時間を増やしたい

就労予定がある/求職中である

そのうち就労したいと考えている
、

就労していないが、子どもの教育などのために
子どもを預けたい

家族・.親族などを介護しなけれぱならない

病気や障害を持っている

学生である/就学したい

その他

不明'無回答

鰹現在就労している

Z現在就労しているが.、もっと日数や時間を増やしたい
躍就労予定がある/求職中である
田そのうち就労したいと考えている

田就労していないが、子どもの教育などのために子どもを預けたい
費家族・親族などを介護しなければならない
日病気や障害を持っている '

口学生である/就学したい

口その他
口不明・無回答

0%

.3

71、9

20%

就学前児童(N=印5)

60%40%

10.フ

12

3.0

【就労類型.保育サービスを利用したい理由】

8.9

3.0

80%

0.0

共働き〔N=255〕

父親のみ就労〔N=313〕

母親のみ就労〔N=1幻

02

100%

0.0

12

酬

父母無職〔N=19〕

20%

1註苓i6.'蛾揮望.4

60%

71. 0

8畔

71.9

〆'1

フフ. 8

78. 9

100%

42

4呪

2

4

゛
.
.
.
.
.

.

.

.

.



4 土日の保育サービスについて.(就学前)

( 1 )

土曜日の保育サービスの利用希望については、「利用希望はない」が 618%と最も高く、「月に

1~2回は利用したい」が238%、Π悉ぼ毎週利用したい」が103%となっています。

士曜日の保育サービスの利用希望(単数回答)

就学前児童(N=79ω

0%

( 2 )

日曜・祝日の保育サービスの利用希望については、「利用希望はない」が76,6%と最も高く、「月

に1~2回は利用したい」が13.0%、Π訓ま毎週利用したしU が32%となっています。

103

日曜・祝日の保育サービスの利用希望(単数回答)

20%

巨ほぽ毎週利用したい

屈利用希望はない

23β

40%

就学前児童(N=790) 3.2多13.0

60%

0%

( 3 )

土曜、日曜・祝日の利用希望時間については、開始時間は「フ~9時」への割合力信く、終了時

間は門6~18時」力塙くなっています。

80%

61.8

凹月に1~2回は利用したい

口不明・無回答

土曜、日曜・祝日に利用したい時間帯(数量回答)

20%

【士曜日】

,ノ'

100%

盟ほぼ毎週利用したい

因利用希望はない

利用したい時間帯
N=128

6時前

40%

7時~9時

42

10時~12時

13時~15時

16時~18時

60%

19時以降

開始時間

不明・無回答

件数

76.6

0

109

%

80%

口月に1~2回は利用したい

口不明・無回答

終了時間

0.0

6

件数

852

47

0

0

0.8

0

100%

%

12

0.0

0

【日曜日・祝日】

0.0

4

0.0

フ.2

12

9.4

利用したい時間帯
N=128

0.0

87

3. 1

6時剛

13

9.4

7時~9時

12

68.0

10時~12時

102

13時~15時

9.4

16時~18時

19時以降

開始時間

不明・無回答

件数

0

1 1 1

%

終了時間

5

0.0

件数

86.フ

43

4

0

3.9

0

3.1

0

%

8

0.0

0

0.0

3

0.0

12

6.3

0.0

87

2.3

15

9.4

打

68.0

11.フ

8.6
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0 '6

%09

ε'9ι

01

%09

Z 'ι1

【添叟幽1佳ΦYヨー4早寄⑦目群・目翻目'目翻干:1唱第辯豐司.'1侶両聾築弾】

舵

%0ヤ

6 'εε

Z、εL

〔6Z=N〕独挫哥K

〔εε=N〕鼻弾¥ぞ⑦諜寄

〔【ιε=N〕鼻弾惚m諜X

〔ι9e=め羣暢薪

%OZ%0



( 4 )

土曜、日曜,祝日に利用したい理由についてはじ「土曜日(日曜日

合力筒く、 6割を超えていぎす。

土曜、日曜・祝日に利用したい理由(単数回答)

《土曜》

就学前児童(N=128)

0%

【就労類型別

共働き〔N=82〕

父親のみ就労〔N=34〕

母親のみ就労〔N=田

父母無職〔N=4〕

20%

土曜に利用

0%

胆土曜日が仕事のため

40%

祝日)が仕事のため」への割.

したい理由】

20%

68.8

60%

《日曜・祝日》

口その他

80%

10.9

40%

4 ,

贋土曜日が仕事のため

就学前児童(N=128)

口不明・無回答

100%

203

釦%

0%

【就労類型別

0

80%

.''

共働き〔N=82〕

父親のみ就労〔N=34〕

母親のみ就労〔N=幻

父母無職〔N=4〕

20%

田その他

日曜に利用

呪

17. 1

0

100%

29. 4

盟日曜.祝日が仕事のため

40%

66,4

したい理由】

2畷

25. 0

口不明・無回答

60%

0

口その他

80%

1 5.6

40%

..

100%

口不明・無回答

直日曜,祝日が仕事のため

18.0

60%

3. 5

80%

45

13

囲その他

10叫

14. 6

26. 5

12

0

口不明・無回答

12. 5

25. 0



5 放課後児童クラブ等にっいて(小学生)

( 1 )

放課後の過ごし方にっいては、平日、土曜日、日曜日ともに「家で家族と過ごす」が最も高くなっ
ています。

また、平日では「学習塾や習い事に行く」や「家で一人で過ごす」などの項目が土曜日、日曜日

よのも高くなっています。

平日や休日の放課後の過ごし方(複数回答)

小学校にいる(遊びなど)

放課後児童クラブで過ごす

家で家族と過ごす

家で兄弟姉妹等、子どもだけで過ごす

家で一人で過ごす

ベビーシッター・家政婦と過ごす

家、公園などで友達と過ごす

公民館などの公共の施設にいる

子ども会活動、スポーツ活動等に参加している

学習塾や習い事に行く

同居していない親族や知人宅で過ごす

その他

不明・無回答

0%

0.4
05

0.0
0.1

20%

10.5

小学生児童(N=769)

40% 60%

13

12,0
100

4.4
2.9

0.1

00
00

205

80%

3.1

3.1
1,フ

100%

0

6,6

5.1

90,0

44.0

473

54

28.5

25.9

19.9

12.1
12

2.2

3.1
43

39.0

詔平日 田土曜日

46

口日曜日

7
3
4



【就労類型別、世帯構成別、学年別:[平日]放課後の過ごし方】 単位:件数/%

【平日]の過ごし方

24 46 41 13769 81 100 471 158 116 416 300 17
ムf十

100.0 3.1 6.0 1 .フ10.5 13.0 61.2 205 15.1 0.1 54.1 39.0 5.3 22

れ 26 155 31 6417 41 67 242 101 68 213 5
共働き

1.4100.0 51.1 26 62 37 フ.49.8 16.1 58.0 24.2 163

4 11165 12 138 109 872 14 7 2
父親のみ就労

2.4 6.フ 1.8100.0 12 06 66.1 527 24 1.2フ.3 83.6 8.5 42

418 50 3 27 292 20 34 29 24
母親のみ就労

33 43 29.3 4.3100.0 19.6 21.フ 31.5 26.1 54.3 2.237.0

3111 17 6 5 3 395 10 57 14 U 8
父母無職

5.3100.0 63 32.6 3.2 3.2105 11.6 60.0 14.フ 17.9 463 8

不明・無回答

16 34 26 34 9615 401 127 87 348 762 63
父母同居

5上 1 .52'6 426 5.5 1 , 1100.0 10.1 102 14.1 0.2 56.665.2 20.フ

父同居(ひとり親 11 68 4 4

家虚) 9.1 9.154.5 9,11000 72,フ 36.4 36

母同居(ひとり親 4 18 510 伯 36 670 18 29 18

家庭) フ.18.6 5.フ 25.フ100.0 143 41.4 27.1 1.4 51.425.フ 25.フ

53 3 6 401 1 1 14 16 917 ' 86
祖父同居

5,4 36,0 0.947.フ 2.フ 0.9100.0 15.3 12.6 フフ.5 14.4 8.1

65 413 引 4 9 4165 20 18 130 15
祖母同居

0.649.1 2.4 5.5 39 2.4121 2100.0 10.9 78.8 9.1 フ.9

15129 8 87 22 4141 35242 24 35 52
祖父近居

36.0 9, 1 1.フ 1.フ53.3 3,3 6.2100.0 14,5 21.5 14.59.9 58.3

20 107 27163 8 4295 44 170 7330
祖母近居

27 6.8 36.3 92 1.414.9 55.3100.0 102 14.9 57.6 24.フ

1517 331 3 4 24 3
その他

1293.2 9.フ 48.454.8100.0 9.フ 12.9 フフ.4 9.フ 3.2

414 2 2 4 3 2
不明・無回答

フ.1 ユ8,6 フ.1 28.6143100.0 143 14.3 21.4 28.628_6

7 41 15 350126 31 16 420 88
1年

5.6 0.8 32.5 11.939.フ 24100.0 12.フ 3215.9 24.6 69.8

104 49 6127 10 64 315 1233 79
2年

3.1 フ.9 4.フ24 38、6 0.8フ.9 50.4100.0 11.8 26.0 9.462.2

43 6 260103 19 108 19 68
3年

1.9 1,93.9 41.フ 5.8583100.0 18 18.4 97フ.8 66,0

493 8 362115 68 38 276 5
4年

フ.0 426 2653.9 2'6100.0 52 4.3 59,1 33.0 23.5

13 53 289 3138 3217 6 83 27
5年

2.2 9.4 38,64.5100.0 12.3 60.1 19.6 23.243

17 5 2473127 12 3066 39
6年

13.43.1 40.957,530.フ 0.8100.0 9 0.8 52.0 23.6

13181933 3 5 7 3
不明・無回答

39.43.054.5100.0 21.2 9.19.1 152 57.6

47



( 2 )

放課後児童クラブの利用にっいては、「利用していなしU が832%とデも言く、「利用している」
が147%となっています。

放課後児童クラブの利用の有無(単数回答)

小学生児童(N=769)

0%

( 2 )

14.フ

20%

放課後児童クラブを利用している日数

(数量回答)*「利用している」と答えた人のみ

放課後児童クラプを利用している週あたのの日数は

「5日」が496%で、最も高くなっています。

国利用している

40% 60W

口利用していない

832

( 3 )

80%

放課後児童クラブを利用している理由(単数回答)

*「利用している」と答えた人のみへの質問

放課後児童クラブを利用している理由については、「現在就労している」が約9割を占めています。

100%

口不明・無回答

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

現在就労している

就労予定がある/求職中である

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害を持っている

学生である

その他

不明・無回答

2.1

0%

小学生児童(N=113)

20% 40%

1 6.8

0%

60%

89.4

97

20%

小学生児童(N=113)

60%40%

18

0.0

9.6

0.9

0.0

1β

62

80%

48

100%

0
 
β

8
.
 
8

0
 
0

0
 
0



【就労類型別、学年別、地区男1上放課後児童クラブの利用の有無】

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

畷 20%

1年〔N=12釘

2年〔N=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13幻

6年〔N=12刀

4眺 60%

0

5. 8

桃映〔N=85〕

南陵〔N=163〕

成和〔N=113〕

六人部〔N=82〕

川口〔N=23〕

80%

5

0

100%

,,

刀

1 . 4

北陵〔N=3〕,,

日新〔N= 194〕

三和〔N=24〕

夜久野Ⅸ=25〕

大江〔N=4打

1. 2

0. 9

6. 5

6.フ

2

2. 8

6. 3

2、 9

4

刀, 6

0

85. 9

0

3, 2

1.フ

0. 5

1. 4

厘利用している

100

4.フ

78. 3
'ノ

4

5. 6

5. 8

1. 2

1. 8

田利用していない

3.フ

0. 2

72

0

0

1. 0

口不明・無回答

0

49

0

0



( 4 )

放課後児童クラブを利用していない理由としては、「現在亨尤労していないから(保護者力家にいる
から)」が28.1%、次いで「その他」が2オ6%となっています。

放課後児童クラブを利用していない理由(単数回答)
*「利用していない」と答えた人のみへの質問

現在就労していないから

(保護者が家にいるから)

放課後児童クラブを知らなかったから

近くに放課後児童クラブがないから

放課後児童クラブに空きがないから

放課後児童クラブの開所時間が短いから

利用料がかかるから

子どもが放課後の習い事をしているから

放課後の短時間ならぱ、子どもだけでも
大丈夫だと思うから

他の施設に預けているから

放課後児童クラブの終了時までに迎えに
行けないから

地域の友だちと遊ベなくなるから

年齢制限があるから

その他

不明・無回答

0% 10%

1 .1

小学生児童(N=640)

20%

17

1 .1

02

1 .6

30%

28.1

4.1

00

40%

1.4

102

23

14.5

122

216

50



【就労類型別、学年別、地区男1上放課後児童クラブを利用していない理由】

ム云十

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

640

100.0

現在利用していない主な理由

337

父母無職

100、0

180

28.1

不明・無回答

158

100.0

25

単位:件数/%

年
齢
制
限
が
あ
る
か
ら

地
域
の
友
だ
ち
と
遊
ペ
な
く
な
る
か

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
終
了
時
ま
で

モ
の
他

、
ら他

の
施
設
に
預
け
て
い
る
か
ら

放
課
後
の
短
時
間
な
ら
ば
、
子
ど
も

不
明
・
無
回
答

だ
け
で
も
大
丈
夫
だ
と
思
う
か
ら

に
迎
え
に
行
け
な
い
か
ら

利
用
料
が
か
か
る
か
ら

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
が

^
い
か
ら

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
空
き
が
な
い

故
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
知
ら
な
か
っ

た
力
ら

者
が
家
に
い
る
か
ら
)

子
ど
も
が
放
課
後
の
習
い
事
を
し
て

カ
、
』

近
く
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
な
い

カ
、
ら

現
在
就
労
し
て
い
な
い
か
ら
(
保
護

合
計

L
 
る
力
ら

15 138 7865 9 9310Π 7 267
一
一
一
口 21.6 12210之 1.4 14.51.6 4.1 2.31 .1 021 , 1 1.フ

扣84 61 4318 48 9762 6

18.1 12814.2 1.2 2.フ 32.02,1 5.3フ.4 0.6 1.8 1.8

54 2 6 93122 3

就
労
類
型
別

5,フ0.6 13 38 322.51.9 0.6フ72 1.9 0.6 0.6

16 15 103 34 6769 2 3

21.フ43 23ユ 14.58.フ 435.8100.0 10.1 29 43

10 10 167376 26

13 1.3 13.2 132 21'19.21.3 3,9100.0 34.2 1.3

31 92490 39
1年

1 0.01 . 1 1 . 1 34.41 .1 2.21 .11 , 1 4.4100.0 43,3

3 24 85 352390 35
2年

1 .1 26.フ 8.933 3.35.65.6100.0 1 .1 2ユ38.9 3.3

22 103 254779 20 3
3年

1272,5 27.813 3.85.1 6.31.3 8.9100.0 25.3 38 13

学
年
別

相31 2011 2 261 1 1 17 2
4年

18.0 17.11.8 1.8 27.95.4 9,9100.0 1 5.3 1.809

1635 1714 22128 37 4
5年

12.5 1331.6 27310.91.63.1100.0 28.9 0.8

22 れ3 20268118 23 3
6年

2,5 16.9 186 9.30822.06.8100.0 1 9.5 08 2.5

3 3 42224 9
不明・無回答

16.フ12.5 12.542 8.38.3100.0 37.5

1315 92 2421766
桃映

19.フ 1 3.63.0 3.0 22.フ6.13.01 .5 1.5100'0 25.8

15 25 142 51963140 47 2
南陵

10.010.フ 17.91.4 3,613.60.フ 4.32.11.4 0.フ100.0 33.6

1314 1211494 釧 2 3 2
成和

14.9 12,8 13.81 .111,フ4.31 . 121100.0 33.0 2.1 32

1213 1282366 14
六人部

1821 9.フ 1 8.212.14.5 3.01.5100.0 212 1.5

9相 32
川口

50.05.65,616.フ 5,6100.0 11.1 5.6
地
区
別

3
北陵

333100.0 33,3333

31 37 1812 2 373166 51
日新

18.フ 223 10.812 1B4ユ フ.21.80.6100.0 30.フ 0.6

23 6323 6
一和

26.113.0 8713.04.34.343100.0 26.1

46218 4
夜久野

33,3 2225.611.1 5.6100.0 22.2

16 525337 4
大江

13.54325.4 2.フ13.58.12.フ100.0 10.8

229 3
不明・無回答

11.1 11.1222 Z2100.0 333

51



( 5 )

放課後児童クラブを現在利用していない人の今後の利用希望につぃては、「今後も利用しない」が

805%、「利用したしU が1オ6%となっています。

未利用者の今後の放課後児童クラブの利用希望

①今後の放課後児童クラブの利用意向(単数回答)

小学生児童(N=640)

0%

②放課後児童クラブを利用したい日数

(数量回答)

11,6

20%

放課後児童クラブを利用したい日数は「3日」が

31.1%、「5日」が27.0%となっています。

盛利用したい

40% 60%

80,5

臼今後も利用しない

80%

( 6 )

放課後児童クラプを今後利用したいと回答した方のうち、土曜日の利用希望は、「ある」が31.0%、

「なしU が428%となっています。

放課後児童クラブの土曜日の利用希望(単数回答)

*「今後利用したい」と答えた人のみへの質問

100%

口不明・無回答

8.0

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

不明・無回答

0%

小学生児童(N=74)

10%

小学生児童(N=187)

68

20%

122

0%

30%

8.1

2.フ

0.0

40%

20%

31 .1

31.0

27.0

122

40%

.ある

60%

42β

mない

80%

52

口不明'無回答

100%

262



【就労類型別、学年別、地区卸上未利用者の今後の放課後児童クラブの利用希望】

共働き〔N=33刀

父親のみ就労〔N=15田

母親のみ就労〔N=6田

父母無職〔N=7釘

畔 20%

1年則=9の

2年〔N=9の

3年〔N=7田

4年〔N=111〕

5年〔N=12幻

6年〔N=11幻

40%

4. 6

60%

75

桃映〔N=6釘

南陵〔N=14の

咸和〔N=94〕

六人部〔N=6釘

川口〔N=18〕

北陵〔N=3〕

日新〔N=16釘

三和〔N=23〕

夜久野〔N=18〕

80%

2. 4

10畷

8. 0

5

8. 9

フ. 0

74.フ

フ. 2

5.フ

10. 5

5. 2

4. 9

6.フ

大江〔N=3刀..

フ. 8

10. 1

フ. 3

80

79. 8

10. 8

3. 3

フ. 8

8. 9

匝利用したい

6. 1

フフ.フ

5.フ

6.フ

フ. 8

7

10. 6

10. 6

4. 6

口今後も利用しない

0

0

8. 4

53

16.フ

口不明・無回答

5. 4



【就労類型別、学年別、地区牙1上放課後児童クラブの土曜日の利用希望】

父親のみ就労〔N=33〕

共働き〔N=99〕

母親のみ就労〔N=29〕

0%

父母無職〔N=2釘

20%

1年〔N=5幻

2年〔N=49〕

3年〔N=3釘

4年〔N= 17〕

5年〔N= 17〕

6年〔N=4〕

40%

4

60%

30. 3

桃映〔N=2幻

南陵〔N=41〕

成和〔N=2釘

六人部〔N=17〕

川口〔N=刀

北陵〔N=1〕

日新〔N=49〕

三和〔N=3〕

夜久野〔N=幻

大江〔N=4〕

80%

8. 3

46

27. 3

39. 4

100%

フ. 1

/
4. 5

50

13.8

19.2

5

フ. 1

27. 6

3. 5

26. 5

25. 0

50. 0

17, 6

29. 4

0. 0

46

8

4.フ

,,

..'

0

26. 8

.ある

10.フ

23. 1

3. 3

25

42. 9

11.8

口なし、

5

36.フ

33. 3

0,

54

50. 0

25. 0

口不明・無回答



'.^ー

(フ)

放課後児童クラブを利用したい理由では、「現在就労している」が432%、次いで「そのうち就

労したいと考えてういる」が27.0%となっています。

放課後児童クラブを利用したい理由(単数回答)

*「今後利用したい」と答えた人のみへの質問

現在就労している

就労予定がある/求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害を持っている

学生である/就学したい

就労していないが、子どもの教育などのために

預けたい

0% 10%

小学生児童(N=74)

20% 30%

0.0

10β

1.4

その他

不明・無回答

00

40%

27

27.0

50%

432

6.8

8.1

55



【就労類型別、学年別、地区男1上放課後児童クラブを利用したい理由】

^一

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

利用したい主な理由

74

100.0

父母無職

25

100.0

不明・無回答

32

43.2

28

100.0

18

72.0

1年

100.0

8

8

10.8

3

10.フ

2年

13

100,0

6

75.0

3年

20

27.0

育就
な労
どし

のて

たい
めな

6

21.4

5

38.5

4年

25

100.0

単位:件数/%

4.0

5年

12

100.0

16

57.1

2

15.4

8

32.0

6年

12

100.0

不明・無回答

3

1.4

25.0

15

100.0

3

23.1

4

16.0

桃映

3

25.0

100.0

9

13

8.3

南陵

86.フ

100.0

9

360

3

25.0

4

成和

U.4

2

6

27

50,0

六人部

100.0

フ.フ

れ

100,0

3

25.0

5

川口

20

6.8

100.0

2

フ,1

4

160

北陵

6

54.5

100.0

9

2

22.2

6

10

8. 1

日新

8.3

50,0

100.0

4

2

8.0

9.1

4

一和

U.4

100,0

2

2

10,0

夜久野

3.6

2

50.0

フ.フ

100.0

3

4.0

27.3

2

25.0

11.1

大江

50.0

23

100.0

不明・無回答

6

8.3

30.0

25.0

フ.フ

100.0

4.0

100.0

2

11.1

6

26.1

100.0

2

8.0

50.0

2

100.0

8フ

6.フ

100.0

3

250

3

333

9

39.1

6.フ

9.1

50.0

50.0

100.0

5.0

11.1

5.0

25.0

2

222

56

4.3

2

87

3

13.0

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

学
生
で
あ
る
/
就
学
し
た
い

い
が
、
子
ど
も
の
教

「
こ
^
け
ブ
ヒ
い

病
気
や
障
害
を
持
っ
て
い
る

家
族
・
親
族
な
ど
を
介
護
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い

そ
の
う
ち
就
労
し
た
い
と
考
え
て
い

る就
労
予
定
が
あ
る
/
求
職
中
で
あ
る

現
在
就
労
し
て
い
る

合
計

一
τ
口

就
労
類
型
別

学
年
別

地
区
別



( 8 )

小学4年生以降の放課後の過ごし方について望むことは、「地域の友だちと一緒に過ごさせたい」

が31.1%、次いで「放課後児童クラプを利用したしUが198%、「自宅で過ごさせたしUが19.4%

となっています。

小学4年生以降の放課後の過ごし方について望むこと(単数回答)

①小学4年生以降の放課後の過ごし方について

小学生児童(N=769)

0% 20%

②放課後児童クラブを利用する際の

学年の上限く数量回答)

19B

冨放課後児童クラブを利用したい

口地域の友だちと一緒に過ごさせたい

匡その他

防曳課後児童クラブを利用したい』を選んだ方で、

利用したい学年の上限については、「小学6年」まで

利用したいと回答した割合が約8割となっています。

143

40% 60%

31.1

80%

ロクラブ活動など習し嘆をさせたい

日自宅で過ごさせたい

口不明・無回答

100%

11.1

小学1年

小学2年

小学3年

小学4年

小学5年

小学6年

不明・無回答

0%

小学生児童(N=152)

20%

0.0

40%

57

60%

92

86

80% 100%

2.6

783

妻



【就労類型別、学年別、地区男1上小学4年生以降の放課後の過ごし方にっいて】

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔R=92〕

父母無職〔N=95〕

呪 20%

1年〔N=12釘

14. 9

2年〔N=12刀

3年〔N= 103〕

40%

17

4年〔N= 115〕

5

12

60%

1. 2

5年〔N= 13幻

6年〔N=12刀

0. 9

5

80%

6. 1

桃映〔N=85〕

南陵〔N=16幻

成和則=113〕

六人部〔N=82〕

川口〔N=23〕

北陵〔N=3〕

日新〔N= 194〕

三和〔N=24〕

夜久野〔N=25〕

大江〔N=41〕

19. 2

12.フ

14. 2

23, 0

3. 8 10. 6

13.9

100%

13.フ

10.フ

20. 6

19. 6

19. 6

、ノ^
8

15.フ

5. 3

4

^^

8. 5

16.フ

フ. 6

8. 2

21 . 1

6. 5

i、

21. 3

フ.フ

38. 6

15, 3

16. 6

17. 1

12.フ

17. 5

9 9.4
、i

20. 9

14. 2

3. 9

12, 2

18. 1

9,フ

2. 6

13

22. 0

2

5. 6

9. 6

3. 0

3 10. 1

2. 9

9

1 .フ

嵐放課後児童クラブを利用したい

囲地域の友だちと一緒に過ごさせたい

田その他

0

11.8

13. 9

10. 6

18, 4

23. 0

3. 3

7 5. 9
、ノ

3 9.2

23. 2

4

0

フ. 3

34. 8

37. 5

13. 3

Q

1.2 11.0

2

1. 5

19. 1

33, 3

8.フ
^

^^

囲クラブ活動など習い事をさせたい

臼自宅で過ごさせたい

口不明・無回答

3

25. 0

16. 0

2

0. 0

10. 8

58

19. 5

耳
J、

4. 2

0. 0

16. 0

2



【就学前児童】

四)子どもが小学生になった際の放課後児童クラブの利用意向(単数回答)
*就学前児童のみへの質問

就学前の子どもが小学生になった場合、放課後児童クラブの利用にっいては、「利用したい」が

649%、「利用予定はない」が31.4%となっています。

就学前児童(N=79の

0%

①放課後児童クラブを利用したい日数

(数量回答)

*「利用したい」を選んだ方のみへの質問

20%

放課後児童クラブを利用したいと選んだ方で、利用

したい週あたのの日数については、「5日」が63.フ%

と最も高くなっています。

空利用したい

40%

649

60%

匝利用予定はない

80%

②土曜日の利用意向(単数回答)

*「利用したい」を選んだ方のみへの質問

31.4

100%

放課後児童クラブの利用意向のある方で、土曜日の利用意向にっいては、「ある」が28.1%、「な

しU が25.1%となっています。

口不明'無回答

37

0%

1日

2 日、

就学前児童(N=513)

20% 40% 60% 80%

1 ,9

100%

3.9

就学前児童(N=513)

123

43

7日

不明・無回答

100%

0%

9.4

02

20%

4.3

28.1

63,フ

固ある

40%

25.1

60%

田なし、

59

80%

468

口不明・無回答

日
日

3
 
4

日
日

5
 
6



【就労類型別、世帯構成男1上子どもが小学生になった際の放課後児童クラブの利用意向】

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労則=33〕

父母無職〔N=29〕

父母同居〔N=66幻

父同居(ひとり親家庭)〔N=10〕

母同居(ひとり袈家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=14釘

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=351〕

その他〔N=4の

0% 20% 40% 60%

..

【就労類型男1上放課後児童クラブの土曜日の利用意向】

80%

3. 9

17.6

10酬

フ. 3

共働き〔N=95〕

父親のみ就労〔N=9釘

母親のみ就労〔N=13〕

父母無職〔N=5〕

聖利用したい

4

5

6_ 1

0

1 ,

1 . 0

6. 9

0%

60

8. 9

田利用予定はない

43

2. 5

2眺

0

1 ; 1

8

40%

7

.'

フ. 5

3

口不明・無回答

フ. 1

頭ある

2. 5

釦%

0

6. 8

80%

國ない

50. 0

7

1 6. 8

100%

60. 0

23. 1

口不明・無回答



6 病児・病後児保育について

( 1 )

病気やケガで保育サービスが利用できなかったことや学校を休まなければならなかった経験の有

無については、「あった」力哨尤学前児童392%、小学生児童112%となっています。

この1年間に、子どもが病気やケガで通常の保育サービスが利用できなかっ

たことや学校を休まなけれぱならなかった経験の有無(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0%

( 1 )

20%

子どもが病気やケガで保育サービスカ沃U用できなかったの、学校ヘ行け恋かった場合の対処方法

と日数については、「母親が休んだ」力芋尤学前児童、小学生児童ともに最も高くなっています。

112

392

この1年間で、子どもが病気やケガで通常の保育サービスが利用できな

かった場合や学校を休んだり、放課後児童クラブなどが利用できなかっ

た場合の対処方法(複数回答)*「あった」と答えた方のみへの質問

40%

贋あった

60%

父親が休んだ

母親が休んだ

(同居者を含む)親族・知人に預けた

就労していない保護者がみた

病後児の保育サービスを利用した
(保育所で実施しているサービスを含む)

ベビーシッタ^頼んだ

ファミリーサポートセンターにお願いしナこ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

25.8

80.5

臼なかった

80%

34.9

100%

口不明・無回答

0%

8.3

2眺

11.9

10.5

40%

14.

06

1 2.

27.1

03

00

03

00

06

60%

.5

40.フ

80%

603

23

2.3

3,5

11.6

10m

※「病後児の保育サービスを利用した」については就学前児童のみ

匪就学前児童(N=31の

24.4

61

田小学生児童(N=86)



【就労類型別、年齢別(学年別):病気やケガで休みなど何かしらの対応をした経験の有無】

京尤学月ⅡL見里

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職Ⅸ=29〕

呪 20%

0歳〔N=123〕

1歳〔N= 13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=9幻

4歳〔N=10釘

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

、

40%

5. 9

'

60%

2.

小学生児童

1

80%

14. 6

4. 1

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

58, 5

1. 4

30. 3

3. 4

風あった

100%

13.4

65. 0

0%

15. 2

58. 4

20.フ

0.フ

國なかった

49' 2

20%

1年〔N=12釘

2年〔N=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13幻

6年〔N=12刀

33

30. 4

40%

25. 0

38

口不明、無回答

8. 5

60易

82

5. 0

0

1. 6

80%

8

100%

留あった

5. 8

81.1

78. 6

9.フ

0. 9

6. 5

18.9

2

2.フ

囲なかった

62

フ. 9

4.フ

8.フ

口不明・無回答

フ. 8

フ, 2

12. 6



( 1 )

子どもが病気やケガの際のそれぞれの対処日数については、『父親が休んだ』では、就学前児童、

小学生児童ともに典~2田」力儁くなっています。『母親が休んだ』貯尤労していない保護者がみ

た』では門~3日」力信くなっている小学生児童に比ベ、就学前児童では「7日以上」力檎くなっ

ておの、長期間の対応が必要となっています。

2 子どもが病気やケガの際の各対処日数(数量回答)

*「あった」を選択した方のみへの質問

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答

【父親が休んだ日数】

0% 20% 40%

29.

22.2

1含.5

60%

0.0

222

21.6

8.1

"

10

80%

0.0

2.フ

0.0

100%

00

0゛0

'5

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明,無回答

【母親が休んだ日数】

0%

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答

展就学前児童(N=37)

口小学生児童(N=9)

【親族・知人に預けた日数】

9.1

U.4

20%

0%

4.8 .

櫛.8
盧

: 1 7 .1
,

14.4
22.9 1

1

43 1

御'4

11 5.5

1Ⅱ.4

40%

20%

12

2.0

2&6

60%

5.フ

80%40%

IP.フ
0.0

Π 6.フ

0.0

48 1

} 1 6.フ

a43

: 1 6.フ

2.4

8.3

1167

10.フ
1167

9.1

フ.8

9.1

100%

80%

60%

0.0

0.0

0.0

100%

63

80%

53

1.6

00

100%

31

5.7 1

53 :

2.9 .

画就学前児童(N=51)

Z小学生児童(N=11)

【就労していない保護者がみた日数】

.就学前児童(N=187)

田小学生児童(N=35)

4

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答

393

匡就学前児童(N=84)

口小学生児(N=12)

0% 20%

45.5

00

40%

7β

9.1

182

60%

゛

2

52



【病児・病後児の保育サービスを利用した日数】※就学前児童のみへの質問

※就学前児童で門0日以上jに1件の回答があのました。

【ベビ・」シッターを利用した日数】

※就学前児童で「3臼」に1件の回答がありました。(小学生児童は回答恋し)

【ファミリーサボートセンター利用日数】

※就学前児童で「2日」に1件の回答があのました。(小学生児童は回答なし)

2.1

【子どもだけで留守番させた日数】

1日

2日

3日

4日

5日

' 6 日

7日以上

不明・無回答

0% 20%

0.0

10.

40%

0.0

60%

0゛0

0.0

0,0

20.0

80%

50.

100%

100.0

62

78.フ

10.

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答
10,

(1)-3 できれぱ施設に預けたいと思っ

た日数はどれくらいあるか(数量回答)

*「父親が休んだ」「母親が休んだ」「(同居者を含む)
ノ

親族・知人に預けた」と答えた方のみへの質問

0%

組就学前児童(N=2)

口小学生児童(N=1ω

【その他】

20%

0.0

0.0

できれぱ施設に預けたいと思った日数につぃては、

就学前児童では「7日以上」が 162%「1 日」で

d33%と高くなっています。

小学生児童では「d 日」「2日」がそれぞ才L6_4%

と、就学前児童の方が全体的に割合力塙くなっていま

す。

商就学前児童(N=241)

臼小学生児童(N=47)

40%

0.0

60%

28.

13

0.0

80%

0.0

0.0

00

100%

3

50.

0.0

0.0

00

50.

39.0

42.9

冨就学前児童(N=刀

口小学生児童(N=2)

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日以上

不明・無回答

0% 20%

6.4

8.3

6.4

83

43

3.フ

2.1

40%

3

60% 80%

0.0

1.2

0.0

10

100%

64

0
 
0
 
0
 
0
 
0

0
 
0
 
0
 
0
 
0



7 ^

( 1 )

時預かりについて

この1年間で、生活上の所用やリフレ、ツシュ目的、冠婚葬祭や子どもの親の

病気、あるいは就労のため、子どもを家族以外の誰かに一時的に預けた経験

の有無(単数回答)

子どもを一時的に預けた経験については、「あった」力羊尤学前児童265%、小学生児童178%

となってい訣す。

.就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=13刀

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0Ⅲ 20%

265

( 1 )

17.8

40%

1 一時的に預けた年間日数

(数量回答)

*「ある」と答えた方のみへの質問

子どもを一時的に預けた年間日数については、

就学前児童、小学生児童ともに、「7日以上」への

割合が最も高くなっています。

誕ある

60%

67.6

71.1

凹ない

80%

'

100%

口不明・無回答

5.9

11.1

0%

1日

【年間】

20%

2日

1β

8.0

1 .0

8.0

10

1 .6

40%

3日

60%

4日

80%

フ.フ

22

6.フ

5.1

2.4

2.9

5日

7日以上

不明,無回答

100%

6日

62

39.フ

44.5

1 .6

65



【世帯構成別、年齢別(学年別):一時預かりの有無】

就学前児童

父母同居〔N=668〕

父同居(ひとり親家庭)〔N=1の

母同居(ひとり親家庭)〔N=3田

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=146〕

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=351〕

その他〔N=4の

呪 20%

,'

4眺

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=10釘

5歳〔N=104〕

6歳〔N=8田

60%

0

8

小学生児童

80%

父母同居〔N=615〕

父同居(ひとり親家庭)〔N=11〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=7の

祖父同居剖=111〕

祖母同居〔N=165〕

祖父近居〔N=242〕

祖母近居〔N=295〕

その他〔N=31〕

1年〔N=126〕

2年〔N=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13田

6年〔N=12刀

刀

7

刀

10酬

5. 1

8. 6

10. 0

7

5

フ. 9

6. 4

6, 3

冨ある

眺

8. 9

13.9

9

0

5

20%

6

8

フ. 5

田なし、

5. 8

1. 3

フ. 3

フ. 3

40%

5. 1

3

フ. 0

口不明、無回答

60%

2

72.フ

6. 6

2

10.2

8

フ. 5

フ. 1

80%

3. 8

3

100%

8. 6

8. 6

18. 2

9

14.3

厘ある

6. 3

8' 5

3

72

9, 9

8.フ

11.5

66

16. 1

2. 6

田ない

3. 5

f

11.9

12. 6

10.フ

口不明・無回答



( 1 )

一時的に預けた際のそれぞれの対処日数については、『私用(買い物、習い事)、りフレッシュ目

的』『就労』では門日」「7日以上」の項目力塙くなっています。また、『冠婚葬祭、子どもの親の

病気』では門~2日」が比較的高くなっています。

預けた理由別の対処日数(数量回答)*「ある」と答えた方のみへの質問

【私用慣い物、習い詞、りフレッシュ目的】

0%

1日

20%

9.5

フ.フ

5.8

9,1

3.6

38

0.フ

4.3

29

1.0

0.フ

2日

40%

.4

3日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

【冠婚葬祭、子どもの親の病気】

9.5

17フ

0%

1日

20%

8.1

2.9

1 .9

5.1

1 .9

0.フ

1.0

22

0.5

00

3.8

58

2日

買就学前児童(N=209)

田小学生児童(N=137)

44.0

40%

69.

67.

3日

0%

1日

60W

672

4日

20%

【就労】

33

5.1

43

5.8

3.3

4.4

1.0

22

2.4

22

0.0

1.5

2日

80%

5日

40%

7日以上

不明・無回答

3日

100%

6日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明,無回答

100%

6日

亜就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=13刀

" 0

263

0%

70

70.

1日

【その他】

20%

6.フ

6.6

1 .9

6.6

57

5.1

1.9

07

4.3

4.4

1 .0

0.0

亜就学前児童(N=209)

口小学生児童(N=137)

2日

40%

56

3日

7

60%

4日

6

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

67

9,1

8.8

置就学前児童(N=209)

田小学生児童(N=137)

4
」



(1)-2

一時預かのを今後利用、または利用を増やしたいと思う、月あたのの日数にっいては、就学前児

童で門日」「2日」への割合が比較的高くなっていますが、一時預かの事業の今後の意向について

は全体で3割以下となっています。

また、小学生児童では、就学前児童に比ベ意向が少ない状況となっています。

一時預かりを今後利用、または利用を増やしたい意向があるか

(数量回答)

0%

1日

20%

フ.6

3.4

72

1.4

5.1

0.1

4.1

0.5

1.0

13

0.4

0.4

2.フ

1.フ

2日

40%

3日

60%

4日

80%

5日

7日以上

不明・無回答

100%

6日

68

劉就学前児童(N=79の

Z小学生児童(N=769)

7 0

912

j



8 宿泊を伴う一時預かりにっいて

( 1 )

子どもを泊りがけで一時的に預けた経験の有無にっいては＼「あった(預け先が見っからなかった

場合を含む)」力羊尤学前児童で109%、小学生児童が13.0%と恋っています。

この1年間に、保護者の用事などにより子どもを泊まりがけで家族以外に預
けなければならなかった経験の有無(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0%

10.9

( 2 )

20%

子どもを泊のがけで一時的に預けた際の対処については、就学前児童、小学生児童ともに「(同居

者を含む)親族・知人に預けた」が最も高くなっています。

13.0

この1年間の対処方法(複数回答)

*「あった」と答えた方のみへの質問

40%

.あった(預け先がみつからなかった場合を含む)

(同居者を含む)親戚・知人に預けた

保育サービスを利用した

仕方なく子ども宅伺行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

不明・無回答

60%

85.フ

832

80% 100%

0%

田なかった

3,4

口不明・無回答

20%

0.0

0.0

13

3.0

00

38

40%

4.0

69

60% 80%

盟就学前児童(N=78)

69.0

27,0

100%

1000

医小学生児童(N=10の

0
 
0
 
0



【就労類型別、年齢別(学年別):宿泊を伴う一時預かりの有無】

就学月山見童

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

畔

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=10釘

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

20% 40% 釦%

4

小学生児童

フ. 9

1. 8

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=9幻

父母無職〔N=95〕

2. 8

80%

3. 5

8. 3

100%

誓あった(預け先がみつからなかった場合を含む)
Zなかった

口不明・無回答

89. 8

畔

8

3.フ

2

6. 1

0. 2

10. 3

2呪

1年〔N= 126〕

2年〔M=12刀

3年〔N=103〕

4年〔N=115〕

5年〔N=13幻

6年〔N=12刀

83.フ

75. 0

3

40%

6

3

2. 2

60%

4.フ

1. 9

90. 3

6. 3

79. 3

80%

8. 4

2

鬮あった(預け先がみつからなかった場合を含む)
匝なかった

口不明・無回答

100Ⅲ

フフ. 2

4

81. 6

1. 8

5

89. 1ノノ

14.フ

2

85. 8

4. 8

70

9

1. 0

1.フ

2、 2

6. 3



( 3 )

子どもを泊のがけで一時的に預けた際の泊数をみると、『(同居者を含む)類族・知人に預けた』

では、就学前児童、小学生児童ともに「オ~3泊」への割合力儁くなっています。

その際の泊数(数量回答)*「あった」と答えた方のみへの質問

【(同居者を含む)親戚・知人に預けた】

0%

1泊

20%

2泊

40%

3泊

25.6

フ.9

0

59

60%

71

4泊

フ.フ

0.0

0.0

6.4

72

1.3

00

【保育サービスを利用した】

※就学前児童、小学生児童ともに回答はありませんでした。

【仕方なく子どもも同行させた】

※小学生児童で「1泊」に1件の回答がありました。(就学前児童は回答なし)

【仕方なく子どもだけで留守番させた】

※小学生児童で門泊」「7泊以上」にそれぞれ1件の回答がありました。(就学前児童は回答

なし)

【その他】

※就学前児童、小学生児童ともに回答はあのませんでした。

80%

5泊

100%

6泊

7泊以上

不明・無回答

29

203

5.1

5.8

冒就学前児童(N=78)

口小学生児童(N=69)

1



( 4 ) その場合の困難度(単数回答)

「(同居者を含む)親戚・知人に預けた」と答えた方のみへの質問

『(同居者を含む)親族.知人に預けた』場合の困難度にっいては、就学前児童、小学生児童とも

に「特に困難ではなしU 力焦勺4~5割で、最も高くなっています。

小学生児童よりも就学前児童において「非常に困難」「どちらかというと困難」を口わせた『困難』

だと感じている割合がやや高い傾向にあのます。

*

就学前児童(N=78)

小学生児童(N=69)

0%

【就労類型男1上親族・知人に預けた場合の困難度】

9.0

20%

10.1

就学前児童

38.5

40%

臣非常に困難口どちらかというと困難園特に困菫隹ではない

232

父親のみ就労〔N=3の

母親のみ就労〔N=2〕

共働き〔N=4の

60%

呪

39.フ

父母無職〔N=1〕 1

80%

53.6

2眺

',

100%

小学生児童

12β

1 _ 1

4畷

共働き〔N=42〕

父親のみ就労〔N=幻

母親のみ就労〔N=11〕

6.フ

13.0

口不明・無回答

盛非常に困難

囲特に困難ではない

60%

畷

100

父母無職〔N=幻

6.フ

80%

33. 3

100. 0

20%

21

10眺

12. 5

口どちらかというと困難

口不明・無回答

8. 9

40%

16.フ

鰹非常に困難

留特に困難ではない

60%

54

0

0

59. 5

2. 5

80%

50. 0

72

100%

11.9

口どちらかというと困難

口不明・無回答

フ. 3

12. 5

9. 1

25. 0



9 ベビーシッターについて

( 1 )

ベビーシツターの利用目的については、就学前児童では「主たる保育サービスとして利用してい

る」の件数が他に比ペて多く、小学生児童では「祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえない

ときに利用している」に回答がみられます。

ベビーシッターを利用している目的、(複数回答)

主たる保育サービスとして利用している

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用して

いる(朝・夕等)

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用
している

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

その他の目的で利用している

不明・無回答

( 2 )

ベビーシッターの利用頻度については、以下のとおのとなっています。

ベビーシッターの利用頻度(数量回答)*「利用している」 人のみへの質問

,三f就学前児童it
-1.(N主.790)むし

利用日数ノ月jむ

1日

2日

1誠小学生児童三

詮でk,畢ブ6g)C÷が

3日以上

就学前児童

_(N-、'13)1や

不明,無回答

単位:件

7

2

0

73

単位:件

2

小学生児童

(N = 1,)

2

0

0

^'._

2

0

3

0

8

刀7

0

0

j利用時間/日二

0

0

0

1時間

0

768

2時間

3時間以上

就学前児童

.くN=13)三

不明,無回答

サ会忌1七ミ'宅尋!J一ξ'ー,1宅¥

単位:件

小学生児童

エ(N 塗、i)

0

0

3

10

0

0

J
+
、
'
り
゛
゛

一
父
、
、
 
C

」
J
.
J
 
{

、
ニ
'
'

]
'
一
、

゛
一
、

ノ
一
、
 
J '

、
ン

%
゛
三
、
、
.

一
,

点
;
J

ー
」
イ

^
.
'
、
 
1
「
.

、
"

Y
J
 
]
〕

一
ミ
气
'
之
〕

ι
ノ
t
'
モ
メ
 
Y
 
'

'
゛
"
張
゛
'
¥

、
'
L
 
'
゛
,
 
Y
X
1

、
a
 
三
"

一
、
尋
工



10 ファミリ

( 1 )

ファミリーサポートセンターの利用にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「利用していな

い」が5割以上、「制度を知らない」が4割近くを占めています。

ファミリーサポートセンターの利用状況(単数回答)

^サボートセンターについて

就学前児童(N=79ω08

小学生児童(N=769)0.3

0%

( 1 )

20%

ファミリーサポートセンターを利用している目的としては、就学前児童では「主たる保育サービ

スとして利用している」「祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している」が

他と比ベて回答が多く、小学生児童では「親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している」
「その他の目的で利用している」に回答があのました。

ファミリーサポートセンターを利用している目的(複数回答)
*「利用している」と答えた方

40%

幽利用している

54,9

52.9

60%

口利用していない

主たる保育サービスとして利用している

保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で
利用している(朝・夕等)

子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえない
ときに利用している

親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に
利用している

保育施設等の送り迎えに利用している

その他の目的で利用している

不明・無回答

80%

392

困制度を知らない

38.4

100%

5,1

口不明・無回答

8.5

0%

吻小学生児童(N=2)

20%

0.0

0.0

40%

7

50.0

1 7

50.0

60%

0.0

0,0

33.3

画就学前児童(N=6)

74

500

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0



【就労類型別、年齢別(学年別):ファミリーサポートセンターの利用状況】

就学前児童

父親のみ就労〔H=37打.

共働き〔N=35刀

母親のみ就労〔N=33〕

畷

父母無職〔N=29〕.,

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=9幻

4歳〔N=106〕

20%

8. 3

40%

2. 6

8. 5

5歳〔N=104〕'.

60%

2. 3

6歳〔N=8の

4.フ

小学生児童

80%

35. 9

5. 5

2. 9

父親のみ就労〔N=165〕,'

39

共働き〔N=41刀

豊利用している血利用していない囲制度を知らない口不明.無回答

51. 9

4. 1

34. 5

10眺

母親のみ就労〔N=92〕

5. 0

9. 6

65. 4

3. 8

叫

父母無職〔N=95〕,.

0

9. 1

13. 8

0. 9

1年〔N= 126〕

2年〔N=12刀

3年〔N=10幻

4年〔N= 115〕

5年〔N=13田

6年〔N=12刀

20%

フ. 3

8. 3

1 . 5

鉐.9

6

40%

.,

2. 1

3

29. 8

38. 8

6. 5

48. 9

1 .

,'

5.フ

53

1 ,

6眺

8

1 1

54. 8

6. 3

. 1

51.5

0

80%

36. 5

6. 1

里利用している詔利用していない詔制度を知らない口不明・無回答

0. 6

6. 5

49. 6

2

8. 9

100%

フ. 4

フ. 3

8、 1

フ. 6

15. 8

2. 3

2

3.フ

75

フ. 1

フ. 8

フ.フ

フ. 1

4. 9

11.3

5. 8

12_ 6



(1)-2 ファミリーサポートセンターをどのくらいの頻度で利用しているか

(数量回答)

*「利用している」と答えた方

ファミリーサポートセンターを利用している日数については、就学前児童では「5日以上」、利用

する時閻数につぃては「3時間以上」への回答が多くなっています。

【利用する臼数(月あたり)】

単位

1~2 日

3~4日

11就学前児童二
S11てRt今亘・1ぢ)イξ

5日以上

不明・無回答

(1)-3

〆小学生児童・
染tN三2.ジ元

ファミリーサポートセンターの利用を増やしたい意向については、就学前児童で利用日数が 「2

日」に1件、小学生児童で利用日数が「1日」に1 件、それぞれ回答があのました。(図略)

3

件

ファミリーサボートセンターの利用日数・1回当たりの時間数を増やし

たいか(数量回答)*「利用している」と答えた方のみへの質問

0

【1回あたり1こ利用する時間数】
単位:件

3

0

モヤー.『一゛,'三ザギT;t~'イ、'"%;之=、,',、

1怠利用蒔間乏向窯ー'ン主、:1.り、.レ'・ーー'ンι,:ー"」"..、、゛"匡"r,:

0

(.1)-4

0

0

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向については、「定期的に利用したい」「不定期では

あるが利用したい」の合計の割合力芋尤学前児童で約3割、小学生児童では約1割となっています。

また、利用したい日数については、就学前児童では「5目以内」への回答が多くなっています。

2

1時間

ファミリーサポートセンターの今後の利用意向(単数回答

*「利用していない」と答えた方のみへの質問

2時間

3時間以上

就学前児童二

三(N釜'6)に

不明・無回答

就学前児童

(N=434)

0

0%

1

小学生児童

(N=40刀。d'グ

4

20%

グ邦7・4

0

0

40% 60%

園定期的に利用したい

勿不定期ではあるが利用したい

圃利用希望はない

口不明・無回答

60.1

80%

76.フ

100%

11.1

数量回答)可

1 1 .3

【利用する日数(月あたり)】

1~2日

3~4日

5日以上

就学前児童

・・(N辻、6 )"

不明・無回答 0

76

小学生児童

( N、F. 0 )

単位:件

3

2

0

0

0

0

章
ト
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【就労類型別、年齢別(学年卿D

京尤学目UL見童

共働き〔N=20幻

父親のみ就労〔N=195〕

母親のみ就労〔N=16〕.,

ファミリーサポートセンターの利用状況】

0%

父母無職〔N=15〕

20%

0歳〔N=52〕

1歳〔N=7釘

2歳〔N=71〕

3歳〔N=59〕

4歳〔N=55〕

5歳〔N=6田

6歳〔N=43〕

30. 8

18. 8

40%

6.フ

ι'

60%

60. 6

t .

2

4.フ

1 .

フ, 9

9. 6

22

小学生児童

68

80%

3, 3

5. 5
.ノ'

19. 1

父親のみ就労〔N=8釘.ι 9.3

共働き〔N=233〕

100%

厘定期的に利用したい

詔利用希望はない

Π. 1

母親のみ就労〔N=45〕,. 11.'1

0. 9

10.8

6. 2

0.フ

0%

父母無職〔N=43〕 t, 14

12. 5

62.フ

64. 8

1 .

13.3

12. 9

0. 0

20%

67. 6

1年〔N=69〕.,

9. 6

2年〔N=7刀,. 13

12. 0

65. 1

3年〔N=53〕

4年〔N=5幻

國不定期ではあるが利用したい

口不明・無回答

40%

15'3

2

5年〔N=7幻..'フ

17.4

14. 5

..

6年〔N=63〕 1.

11. 8

フ. 3

60%

,..5

20

9. 3

フ. 8

62. 8

80%

9

.定期的に利用したい

囲利用希望はない

69. 6

74. 0

100%

9. 9

66, 0

9. 3

84. 9

80. 8

11.1

23. 3

2. 5

77

13. 0

田不定期ではあるが利用したい

口不明・無回答

13. 0

13. 2

フ. 5

11.5

9. 5



れ 地域子育て支援拠点事業にっいて(就学前)

( 1 )

地域子育て支援拠点事業の利用状況については、「利用していなしU が859%、「利用している」

が108%となってし.、ます。

地域子育て支援拠点事業の利用状況(単数回答)

①地域子育て支援拠点事業の利用状況

就学前児童(N=79ω

0%

②地域子育て支援拠点事業の週あたりの

利用日数(数量回答)

*「地域子育て支援拠点事業を利用している」方のみ

1 0.8

20%

地域子育て支援拠点事業を利用している日数につい

ては、週あたの門回」が最も高くなっています。

巨利用している

40% 60%

85.9

田利用していない

80% 100%

口不明・無回答

33

1回

2回

3回以上

不明・無回答

0%

就学前児童(N=85)

20% 40% 60% 80%

106

3.5

62.4

100%

23.5

78



【就労類型別、世帯構成別、年齢牙1上地域子育て支援拠点事業の利用状況】

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕ιι

父同居(ひと

母同居(ひと

眺

父母無職〔N=29〕

父母同居〔N=66幻

り親家庭)〔N=10〕

り親家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=146〕

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=351〕

その他〔N=4の

20% 40%

3

60%

90. 9

78

89.フ

80%

0歳〔N=12幻

1歳〔N= 13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔N=10釘

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

''

100. 0

5

100%

4.フ

1. 6

7

9. 1

1. 1

6. 9

8

88. 9

4

90, 0

0

87

2. 6

直利用している

1. 1

フ. 4

2. 1

6

5. 8

5. 3

4

6

5

0

2, 5

臼利用していない

4. 9

4

8

2

口不明・無回答

1. 9

50

79



( 2 )

地域子育て支援拠点事業等の利用意向にっいては、「利用したい」が242%となっています。

地域子育て支援拠点事業を今後利用したいか(単数回答)

①地域子育て支援拠点事業の利用意向

就学前児童(N=790)

;

0%

、

②地域子育て支援拠点事業の週あたりの

希望利用回数(数量回答)

*「地域子育て支援拠点事業を利用したい」方のみ

20W

24,2

地域子育て支援拠点事業を希望する利用回数にっ

いては、「1回」が576%で最も高くなっています。

嵐利用したい

2β

40%

醒利用日数を増やしたい

60%
.

56.フ

80%

苗利用する予定{ネない

③地域子育て支援拠点事業の週あたりの希望
利用回数(数量回答)

*「利用・日数を増やしたい」方のみ

100%

地域子育て支援拠点事業の利用を増やしたい回数

については、「2回」が409%で最も高く恋ってい

ます。

1 6'3

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明'無回答

口不明・無回答

0%

就学前児童(N=191)

20% 40% 60% 80%

12.6

42

0.5

1.6

0.0

3.1

576

100%

20.4

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

不明'無回答

0%

就学前児童(N=22)

20% 40% 60% 80%

182

136

40.9

80

100%

273

0
 
0
 
0
 
0

0
 
0
 
0
 
0



【就労類型別、世帯構成別、年齢男1上地域子育て支援拠点事業の利用意向】

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

父母同居〔N=66幻

父同居(ひとり親家庭)〔N=10〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=14釘

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔M=351〕

その他〔N=4の

呪

.

20W 如%

7

60%

,,

口利用日数を増やしたい

口不明・'無回答

42, 9

80%

0

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳則=12田

3歳〔N=92〕

4歳則=106〕

5歳〔N= 104〕

6歳〔N=8の

'

100%

13. 2

18.3

3

70. 0

31. 0

15. 2

8.フ

14. 2

15.9

62. 4

1. 5

15. 8

7

0. 0

14.フ

7

13.5

17. 1

冨利用したい

口利用する予定はない

42. 3

12.2

49. 2

39. 0

12. 3

20. 0

57. 6

11.4

23. 4

16.3

22.フ

81

9

゛
16
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( 3 )

地域子育て支援拠点事業を利用していない理由については、「保育所または幼稚園を利用している

ため」が33ρ%と最も高く、次いで「特に理由はなしU が153%となっています。

地域子育て支援拠点事業を利用していない理由(単数回答)

*地域子育て支援拠点事業を「利用していない」方のみへの質問

利用したいサーピスが地域にない

地域のサーピスの質に不安がある

地域のサーピスの利便性(開催時間・日数等)

自分がサービスの対象者になるのかどうか

時間がない

施設が遠くて利用できない

サービスの利用方法(手続き等)がわからない

車でないと行けないが、子どもが小さいので

一人で運転しにくい

保育所または幼稚園を利用しているため

特に理由はな,い

その他

不明・無回答

0% 10%

29

15

就学前児童(N=679)

30%20%

2.フ

2.4

【就労類型別:地域子育て支援拠点事業を利用していない理由】

10

6.6

40%

1,0

50%

127

53

合計

153

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

15.6

現在利用していない主な理由

679

33.0

100.0

332

父母無職

100.0

20

不明・無回答

291

2.9

100.0

9

10

2.フ

30

100.0

1.5

10

3.4

3

26

100.0

0.9

18

2.フ

3.3

5

1.フ

2

0.6

16

2

24

16

6.フ

5.5

8

45

24

6.6

単位:件数/%

6

21

35

10.5

7

2

1.0

6.フ

9

3.1

2

0.6

86

12.フ

3.3

5

23

1.フ

6.9

7

1,0

56

19.2

224

0.3

33.0

3

82

10.0

5

157

1、フ

104

47.3

4

15.4

15.3

47

16.2

37

11.1

36

3.8

10

5,3

33,3

58

1 9.9

10

10

106

3.0

38.5

15.6

4

133

25

45

8.6

1 3.6

5

19.2

49

33

16.8

6

20.0

6

23.1

不
明
・
無
回
答
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の
他

特
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な
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し
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た
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地
域
に
な

L合
計

昌
一
口
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労
別



12 育児休業,制度につぃて

J

( 1 )

母親または父親が育児休業制度を利用したかにっいては、就学前旧童、小学生1見童とも1-「利用
し恋かった」が4割以上で高くなっています。

一方、利用したなかでは「母親力甲」用した」は2割程度で、「父親が利用した」にっいては、特1-
低い状況となっています。

母親または父親の育児休業制度の利用状況(単数回答)

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0%

【就労類型牙1上育児休業制度の利用状況】

17.8 ・':

20%

222

京尤学目Ⅱ上E己童1

0.4

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

0、4

闘母親が利用した

目母親と父親の両方が利用Lた

口不明・無回答

40% 60%

0%

68.0

80%

20%

100%

芭父親が利用した

口利用しなかった

24. 2

小学生児童

・'::::1:釜然縦尋釜:治4.51遜桑窯繋窯繋
0.゛........,.............,゛........

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

32.フ

100%

40%

腔母親が利用した
囲母親と父親の両方が利用した
ロ、E ・無回牧

6

13.9

6

60%

呪

49. 9

20%

80%

2

口父親が利用した
国その他

............=闇........゛..早゛..............゛...゛1...写...゛........'..

100%

40%

賣母親が利用した
盟母親と父親の両方が利用した
ロ、日口些

55. 2

5. 0

0

18. 2

釦% 80%

83

図父親が利用した
団利用しなかった

43, 0
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(2)育児休業から復帰した時の子どもの月齢(数量回答)

*「母親が利用した」「父親が利用した」「母親と父親両方が利用した」と答えた方のみへの質問

育児休業から復帰した時の子どもの月齢については、就学前児童、小学生児童ともに門1~

12ケ月」が4割以上で最も高く恋っています。

就学前児童(N=181) 2.8〆フ.フ

小学生児童(N=139) 3.6//123

0%

( 3 )

20%

育児休業取得については、就学前児童、小学生児童ともに「希望どおの取得できた」が7割以上

となっています。

11.1

育児休業取得期間について(単数回答)

*「育児休業期問を利用した」と答えた方のみへの質問

冒0~2ケ月

40%

3

23β

'L

80%

國3~6ケ月

就学前児童(N=181)

60%

図希望どおりには取得できなかった

田 7~10ケ月

小学生児童(N=139)

0%

0

80%

【就労類型別

0 11~12ケ月

193

84

20%

14. 3

100%

共働き〔N=160

父親のみ就労〔N=12〕

母親のみ就労〔N=5〕

父母無職〔N=3〕

100%

6. 1

醒13ケ月以上口不明・無回答

13β

育児休業取得期間について】

20%0%

6. 3

21.4

40%

0

フ.9

倒希望どおり取得できた

5.0

807

60%

共働き〔N=95〕

父親のみ就労〔N=刀

母親のみ就労〔M=23〕

父母無職〔N=14〕

73.4

゛

田希望どおりに{ま取得できなかった

」

80%

亘希望どおり取得できた

口不明・無回答

佛

40%

12.フ

100%

6.6

1 9.4

20%

60%

.'

口不明・無回答

匿希望どおり取得できた

口不明・無回答

72

40%

80%

Z希望どおりには取得できなかった

13

3

60%

100%

,1 '

6. 2

16.フ

3. 3
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( 4 )

育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できたかにっいてみると、「育旧休塁を調敕
せずに取得できた」が3割以上で最も高くなっています。

そのほか、小学生児童では「希望しなかった」が2割を超えています。

育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できたか(単数回依)
*「母親が利用した」「父親が利用した」「母親と父親両方が利用した」と答えた方のみへの質問

就学前児童(N=18わ

小学生児童(N=139)

0% 20%

【就労類型卿上希望する保育サービスをすぐ利用できたか】

47.5

40%

匝育児休業期間を調整せずにできた

匪できなかった

口不明・無回答

39.6

亨尤与貞目U上E己里

共働き〔N=161〕

父親のみ就労〔N=12〕

母親のみ就労〔N=5〕

父母無職〔N=3〕

60%

105

137

83

80%

呪

9.4

14.4

田育児休業期問を調整したのでできた

口希望しオよかった

100%

25.9

20%

19.3

16.フ

小学生児童

ι,

共働き〔N=95〕

父親のみ就労〔N=刀

母親のみ就労〔N=23〕

父母無職〔N=14〕

1 1 .5

4眺

0%

60%

厘育児休業期間を調整せずにできた
Z育児休業期間を調整したのでできた
囲できなかった

団希望しなかった
口不明・無回答

0

0. 0

9. 3

フ. 1

8. 1

20%

80%

13.フ

, 1

20. 0

41.フ

66.フ

17.4

40%

10呪

14. 3

11. 6

20. 0

.育児休業期間を調整せずにできた
図育児休業期間を調整したのでできた
匿できなかった
目希望しなかった
口不明・無回答

0

60%

0. 0

9. 5

1.フ

14. 3

80%

27. 4

57. 1

7

85

14. 3

13.σ

100%

11.6

21. 4

17. 4

.

.
'
.
.

.

.

-
5
 
,

.
23



( 5 )

育児休業明けに、希望する保育サービスカt禾1」用できなかったときの対応については、就学前児童

では「家族等にみてもらうことで対応した」が6割(9件)、小学生児童では「希望とは違う保育所

を利用した」が4割(6件)を超えています。

希望する保育サービスを利用できなかった際の対処方法(単数回答)

*「できなかった」と答えた方のみへの質問

就学前児童(N=15)

小学生児童(N=13)

0% 20%

26.フ

0.0

40%

6.フ

盟希望とは違う保育所を利用した

餌希望以外の保育サーピスを利用した

冨仕事を辞めた

462

60%

86

0.0

1: 600

0.0

80%

30.8

田事業所内の保育サービスを利用した

口家族等にみてもらうことで対応した

口不明・無回答

0.0

100%

ーーーーー「

67

23.1 .0

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
、
.
.
.

;
巨
:
:
:
:
甲

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
'
.
.
.
.
.
.
.

:
.
'
:
:
.
冨
.

、
゛
巨
:
電
 
1
 
:
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:
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専
:
冒
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.
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.



13 職業生活と家庭生活の両立について

( 1 )

『仕事時間』と『家事(育児)・プライベートの生活時閻』の優先度について、就学前児童をみ

ると、希望では「家事(育児)時間を優先」が449%、「プライペートを優先」が卞1.6%、「仕事

時間を優先」が82%という割合になっています。それに対して、現実では「仕事時間を優先」が

386%で特に高く、「家事(育児)時間を優先」「プライベートを優先」の割合は、希望の場合と比

ベ少なく恋っています。

また、小学生児童をみると、希望では「寂事(育児)時間を優先」が602%、「プライベートを

優先」が13ρ%、「仕事時間を優先」が10.1%という割合になっています。それに対して、現実

では「仕事時間を優先」が499%で特に高く、「家事(育児)時間を優先」「プライベートを優先」

の割合は就学前児童と同様、少なく恋っています。

就学前児童、小学生児童ともに、現実での生活の中心がやや仕事に偏っている傾向があのます。

生活の中の「仕事時間」と「家事(育児),プライベートの生活時間」の優

先度の「希望」と「現実」について(単数回答)

就学前児童(N=79の

0%

希望

現実

8.2

20%

固仕事時問を優先

小学生児童(N=769)

0%

38.6

44.9

40%

希望

田家事(育児)時間を優先

現実

10.1

60%

20%

11.6

24.3

頁仕事時間を優先

0.6

囲プライベートを優先

0.6

80%

40%

49,9

1.8

346

602

詔家事(育児)時問を優先

口その他

100%

34.フ

60W

口不明・無回答

盟プライベートを優先

80%

31.1

130 12

: 15.フ

口その他

15.5

100%

87

口不明・無回答
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( 2 )

父親において仕事と子育てを両立する上で大変だと感じることにっいては、就学前児童、小学

生児童ともに、「自分や子どもが病気・ケガをした時に面倒をみる人がいない」「子どもと接する時

問が少なしU 「急な残業が入ってしまう」が上位となっています。

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること(単数回答)

急な残業が入ってしまう

自分や子どもが病気・ケガをした時に
面倒をみる人がいない

家族の理解が得られない

子どもの他に面倒をみなけれぱならない人がいる

子どもの面倒をみてくれる保育所
などが見つからない

子どもと接する時間が少ない

0%

職場の理解が得られない

10%

4

20%

0.5

1.0

1 5.0

30%

32

3.4

23.0

22.0

89

40%

、

50%

その他

不明・無回答

4.4

14.4

6

9.1

匿就学前児童(N=79の

29.8

勿小学生児童(N=769)

U.9

5
 
」
]
 
6
 
3



【就労類型別、世帯構成別、年齢卿上仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること】

秀犹学且Uち見里

い

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じる事

厶斗

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

790

100.0

父母無職

357

100.0

不明・無回答

66

371

8.4

100.0

47

父母同居

132

父同居
(ひとり親家庭)

33

100.0

182

23.0

16

母同居
(ひとり親家庭)

29

4.3

100.0

127

い

35.6

3.0

4

35

0.5

祖父同居

9.4

単位:件数ノ%

2

668

100.0

6.9

3

16

0.8

48.5

25

祖母同居

3.2

10

100.0

4

1 3,8

13

祖父近居

55

38

3.6

100.0

8.2

3.0

4

11

0.5

祖母近居

3,0

95

100.0

149

2

223

0.6

146

その他

2

3.0

5

100.0

5.3

不明、無回答

0,6

2

20.0

0,3

11

312

11.6

100.0

3

0.6

114

13

0.4

34.2

14

14,4

351

3

100.0

9.6

0歳

0.8

18

76

1 8.9

18

3.4

27

21_3

和

2.フ

100.0

35

1歳

8.フ

30

育
所
な
ど
が
見
つ
か
ら
な
い

子
ど
も
と
接
す
る
時
問
が
少
な
い

ぱ
な
ら
な
い
人
が
い
る

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
保

子
ど
も
の
他
に
面
倒
を
み
な
け
れ

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

自
分
や
子
ど
も
が
病
気
・
ケ
ガ
を

急
な
残
業
が
入
っ
て
し
ま
う

し
た
時
に
面
倒
を
見
る
人
が
い
な

合
計

355
一
一
一
口 4.4 44.9

27 60

フ.6 16.8

27327 5

就
労
類
型
別

73.61.373

39 2

9.16.127.3

192

65,53.46、9

308309753

46.14.514.50.フ0.4

43

40.030.010.0

"9

28.92623.フ2.626

355204

世
帯
構
成
別

5.3 36β21,11 .14,21 .1

5492837

37.0192 6.2214.80.フ20.5

144174 53857

46.25.41 .3 17'00.32.60.318.3

1601758107228

45.64.81 .1 16.50.32.80.320.5'8.0

1741026

42510.025.05.015.025

7414 2

50.0フ.128.6100.0 143

7231521812123

58.5241220.81.614.6100.0 98

76813326137 9

55.55.80.フ 9.50'フ221 9.0100.0 6.6

4 72133223128 11
2歳 56.33.110.2231.618.0100.0 8.6

454173相92 3

年
齢
別

3歳 48.94318.53.31 .120.フ100.0 3.3

273?6323510106
4歳

2.8 25.524.52β1 .933.0100.0 9.4

3772333104 7
5歳 35.66713.51.92.91.031.フ100.0 6.フ

1751592480 9
6歳 2136.318.81.311.330,0100.0 11.3

9420 5
不明・無回答 45.05.05.020.0100.0 25.0

、、、、

90



【就労類型別、世帯構成別、・学年別:仕事と子育てを両立する上で大変だと感じること】

小学生児童

ム言f

仕事と子育てを両立する上で大変だと感じる事

共働き

父親のみ就労

母親のみ就労

769

100.0

父母無職

417

100.0

不明,無回答

115

165

ば子
など

らも

なの

い他
に

が面
い倒
るを

15.0

100.0

なを

'

父母同居

68

父同居
(ひとり親家庭)

16.3

い

92

100.0

169

220

れ

母同居

(ひとり親家庭)

95

100.0

6.フ

103

24.フ

22

い

ノ

23.9

8

24

祖父同居

1.0

14.5

14

615

14.フ

100.0

単位:件数/%

7

25

祖母同居

1.フ

27.2

'

26

Π

100.0

3.4

17

祖父近居

17.9

92

17

15.0

70

100.0

4.1

祖母近居

1, 1

7

1 1 1

3

27.3

0.9

2

100.0

135

1.2

220

4

その他

袷

165

18.6

1.0

100.0

不明,無回答

2.2

2

2

03

18.2

2

21

242

1.2

1 8.9

5

100.0

5.3

合
計

急
な
残
業
が
入
っ
て
し
ま
う

自
分
や
子
ど
も
が
病
気
・
ケ
ガ

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な

し
た
時
に
面
倒
を
見
る
人
が

し 育
所
な
ど
が
見
っ
か
ら
な

、

子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
保

そ
の
他

子
ど
も
と
接
す
る
時
問
が
少
な
い

不
明
・
無
回
答

し 、

L 、

三
口 147 66 229

19ゴ 8,6 29.8

105 45 67

0.2 25.2 10.8 16.1

就
労
類
型
別

村 8 106

0.6 6.フ 4.8 64.2

18 8 15

1. 1 19.6 B.フ 16.3

13 5 41

13.フ 5.3 432

7 17 7 118 55 183

1. 1 2.8 1.1 0.2 19.2 8.9 29.8

5

9. 1 45.5

17 3 20 2 15

24.3 4.3 28.6 29 21.4

13 6世
帯
構
成
別

38 5 26

11.フ 0'9 5.4 0、9 34.2 4、5 23.4

31 17 2 10 2 46 13 U

1 8.8 10.3 1.2 6.1 1 .2 27.9 フ.9 26.フ

36 37 3 8 4 54 28 71

14'9 15.3 1.2 3.3 1.フ 0. 223 11.6 29.3

295 46 52 3 10 4 62 32 85

100.0 15.6 17.6 1.0 3,4 1. 0.3 21.0 10.8 28.8

創 4 4 2 3 4 12

100.0 129 129 3.2 6.5 3. 9.フ 129 38.フ

14 2 4 3 4

100.0 14.3 28.6 フ.1 21.4 286

126 14 28 24 9 491年
100.0 11.1 222 0.8 0.8 19.0 フ.1 38.9

127 21 26 3 2 17 12 422年
1叩.0 16.5 20.5 24 3.1 1.6 13.4 9 33.1

103 20 24 17 8 283年
100.0 19.4 23.3 1.0 3.9 1.0 16.5学

年
別

フ.8 272

115 21 30 5 22 9 284年
100.0 18.3 26.1 4.3 1 9.1 フ.8 24.3

138 15 31 3 9 28 13 385年
100.0 10.9 225 22 6.5 0.フ 20.3 9.4 27.5

127 相 24 3 2 34 13 31'6年
100.0 14.2 18'9 0.8 24 1.6 0.8 26.8 10.2 24.4

33 6 6 5 を 13不明・無回答
100.0 18.2 18.2 3.0 15.2 6,1 39.4

91



14 子育て支援サービスについて

【就学前児童】

(1)子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>について(単数回答)

子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>については、『①母親学級、パパ・マ

マ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの情報・相談サービス』『④おひさまひろば』『⑨

保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て

情報誌』ではΠよい(知っている)」が7割以上となっています。

一方、『③家庭教育に関する学級・講座』『⑦教育相談室』では「いいえ(知らない)」が7割以

上となっています。

〔認知度〕 N=790

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サ下ピス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝印

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサボートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

0% 20%

17フ

40%

82.0

42

60%

7B

173

3,0

6.1

80%

9.4

14.3

22

629

100%

3.フ

37

2.9

33

2.9

33

32

3.4

32

3.8

2.フ

27

3.8

32

2.8

7

28

52.9

39

1,8

8.9

79.5

82.4

3.フ

1.0

18

782

37

43.3

8.4

3.4

556

フ.6

14.4

9.4

匝はい

55.1

フ7B

180

國いいえ

48.9

97

1 6.6

92

口不明・無回答

19.4



【就学前児童】

(2)子育て支援サービスの利用度くサービスをこれまでに利用したことがあるか
について(単数回答)

子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>1一っいては、 『①

母親学級、パパ'ママ学級(両親学級)、育児学級』『⑱市が発行している子*て↑主報社』では「
い(利用したことがある)」の割合力檎くなっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(利用したことがない)」が5割以上と六ています。

〔利用度〕 N=790

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級χ育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座 39

④おひさまひろば

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

0%

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

122

11.1

⑦教育相談室1.4

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

20%

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)1.4

⑫病後時保育(施設型)08

フ.1

4.4

40%

303

60%

32

173

9.9

62

⑯ファミリーサポートセンター1.9

⑰家庭児童相談室 33

80%

55B

⑱市が発行している子育て情報誌

92

9.4

79.5

87

3.0

100%

6.3

フ.1

9.9

6.フ

8.5

9.4

9,9

フ.5

73

9.1

90

90

62

8.5

6.1

8、5

90

フ.5

9.4

753

1.0

13.9

8

6

フ.6

更はい

82

3.0

59.4

田いし、え

3

口不明・無回答

93

9
 
Q

6
 
7



【就学前児童・】

(3)子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>について

(単数回答)

子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>については、『②保健センター

の情報・相談サービス』'『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子

育て情報誌』では「はい(今後利用したい)」が5割以上となっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(今後利用しない)」が約4~5割となっています。

〔利用意向〕 N=790

①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサポートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

52β

53.4

0% 20%

9.9

40%

542

263

6眺

9

口いいえ

45.フ

8眺

46.5

5.6

20

42

23.3

100%

8.1

38.1

14.4

11.6

12.フ

12B

120

12.4

13.3

118

113

12,5

9.9

11.4

10.4

120

115

11.1

12.8

113

2

口不明・無回答

57.フ

29

9.4

2.0

94

622

4

亜はい

45.1

65.4

19

9
 
』

6
 
3

」
 
4

9
9
 
0

3



【小学生児童】

(4)子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>について(単数回答)

子育て支援サービスの認知度<サービスを知っているか>については、『①母親学級、パパ・マ

マ学級(両親学級)、育児学級』『②保健センターの情報・相談サービス』『④おひさまひろば』『⑨

保育所の一時保育』『⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て

情報誌』では「はい(知っている)」が7割以上となっています。

一方、『⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)』『⑫病後時保育(施設型)』では「いいえ(知らな

い)」が 6割以上となっています。

〔認知度〕 N=769

①母親学級、パパ・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろば

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサボートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

0% 20% 40%

3.9

76,1

71.5

60%

540

9B

25

722

80%

598

17β

3,8

73

100%

6、1

0B

4.フ

0.8

43.4

23

フ72

60.フ

2.6

07

フ.3

2.0

95

4,0

03

17.9

37

82B

厘はい

37

8.フ

1,5

田いし、え

0.5

51.0

113

口不明・無回答

16.0

」
 
7



【小学生児童】

(5)子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>

について(単数回答)

子育て支援サービスの利用度<サービスをこれまでに利用したことがあるか>については、『①

母親学級、パパ・ママ学級(両袈学級)、育児学級』『⑮児童館』『⑱市が発行している子育て情報

誌』では「はい(利用したことがある)」が4割以上となっています。

一方、それ以外の項目では、「いいえ(利用したことがない)」.が5割以上となっています。

〔利用度〕 N=769

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

0%

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

20%

23.5

11.フ

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)26

⑫病後時保育(施設型)0.9

23

40%

9β

9.4

60%

5.1

11.フ

17.4

4.4

5.4

75.9

62

8眺

⑯ファミリーサボートセンター2.1

⑰家庭児童相談室3.1

9.1

⑱市が発行している子育て情報誌

9.6

09

10呪

8.6

103

12.4

9β

10.フ

"2

112

108

10、4

103

1 1.8

125

9.4

113

9.4

112

113

10.1

3.フ

フ75

22

53

3'5

9,4

5.0

ノ

7

9.3

557

慶はい

50

86,フ

56

459

囲いいえ

9

口不明・無回答

96

6



【小学生児童】

、

(6)子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>にっいて
(単数回答)

子育て支援サービスの利用意向<今後サービスを利用したいか>にっいては、'『⑱市が発(し
いる子育て情報誌』では「はい(今後利用したい)」め割合力筒くなっています。
一方、それ以外の項目では、「いいえ(今後利用しない)」が4割以上となっています。

〔利用意向〕 N=7釣

①母親学級、ノしく・ママ学級(両親学級)、育児学級

②保健センターの情報・相談サービス

③家庭教育に関する学級・講座

④おひさまひろぱ

⑤保育所の子育て相談

⑥幼稚園の教育相談や講演会等

⑦教育相談室

⑧地域子育て支援センター

⑨保育所の一時保育

⑩幼稚園の預かり保育

⑪保育所の休日保育(日曜・祝日)

⑫病後時保育(施設型)

⑬保育所や幼稚園の園庭等の開放

⑭子育てサロンなど身近な地域における親子の集いの場

⑮児童館

⑯ファミリーサポートセンター

⑰家庭児童相談室

⑱市が発行している子育て情報誌

97

眺

15.1

20%

5.9

11.1

122

143

40%

6.8

6、4

60%

6.4

1B

11β

126

112

159

16.9

153

6.6

80%

1 .1

705

9.1

42

18.5

176

19.0

17.8

17,3

166

16.6

173

16.9

173

17.0

17.6

16.5

172

16.6

16.5

172

16.0

10眺

フ,0

609

713

70.1

1.8

6.6

66.6

フ.5

2、0

46

1,5

画はい

15

583

1.9

Z いし、え

9.9

口不明・無回答



15 子育て全般について

( 1 )

朝食にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「毎日食ベる」が約9割を占めています。

朝食のとり方(単数回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0% 20%

( 1 )

朝食を規則的にとらない理由にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「子どもの食欲がな

いから」「時間がないから」がそれぞれ高くなっています。

40%

国毎日食ペる

口ほとんど食ペない

朝食を規則的にとらない理由(複数回答)

89.6

60%

時間がないから

子どもの食欲がないから

家族が食ベないから

作るのがめんどうだから

その他

不明・無回答

93.6

口週に3~5回食ペる

口不明・無回答

80%

0%

100%

3.9

0,6

圃週に1~2回食ペる

20%

3.9

0,フ

2.9

0.5 2.3

235

0.0

9B

6.5

40%

6.5

0.0

60%

0.0

フ.8

49.0

8.1

画就学前児童(N=51)

31.4

80%

64.5

100%

國小学生児童(N=31)

98



【就労類型男1上朝食を規則的に食ベない理由】

赫}学月リ占E己童

口計

共働き

゛

父親のみ就労

ら時
間
が

な

い

か

母親のみ就労

朝食を規則的に食ベない理由

51

100.0

が子
など

いも

かの

ら食
欲

、父母無職

26

100.0

不明・無回答

22

12

100.0

小学生児童

い家

か族
ら力ぐ

食
ノ＼

な

23.5

100.0

2

9

34'6

100.0

25

3

13.6

49.0

13

50.0

単位:件数/%

10

5

45,5

9.8

100,0

3

2

1 1 .5

2

9,1

口き十

共働き

16

31.4

父親のみ就労

ら時
間
が

な
し、

か

8

30.8

母親のみ就労

朝食を規則的に食ベない理由

7

31.8

4

31

100.0

フ.8

が子
など

いも

かの

ら食

欲

父母無職

13

不明・無回答

100.0

3.8

100.0

3

13.6

100.0

18

5

い家

か族

ら力{

食
ノ、、

な

58.1

100.0

9

7

53.8

100.0

20

4

2

40.0

64.5

6

66.フ

8

61.5

3

4

75.0

2

単位:件数ノ96

80.0

6.5

ι

5

55.6

3

2

75.0

6.5

11,1

25'0

20.0

11.1

99

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

作
る
の
が
め
ん

と
う
だ
か
ら

合
計

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

作
る
の
が
め
バ

と
う
だ
か
ら

計

就
労
類
型
別

合
計

計

就
労
類
型
別



( 2 )

「毎日1回は、そろって食事をして家族との食事については、就学前児童、小学生児童ともに

いる」が約6割を占めています。

家族そろって食事をとる状況(単数回答)

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0%

【世帯構成別

20%

画毎日1回は、そろって食事をしている

朗週に1~2回程度ある

口不明・無回答

40%

家族そろって食事をとる状況】

0%

582

父母同居〔N=66幻

父同居(ひとり親家庭)〔N=10〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=3幻

祖父同居〔N=95〕

祖母同居〔N=14田

祖父近居〔N=312〕

祖母近居〔N=351〕

その他〔H=4の

61.9

60%

166

80%

目週に3~5回程度ある

口ほとんどない

150

1 9.0

100%

20%

18.3

32

3.0

40%

',

1 23

父母同居〔N=劇5〕

父同居(ひとり親家庭)〔N=11〕

母同居(ひとり親家庭)〔N=70〕

祖父同居〔N=11打

祖母同居〔N=165〕

祖父近居〔N=242〕

祖母近居〔N=295〕

その他〔N=31〕

轟毎日 1回は、そろって食事をしている

餌週に1~2回程度ある

口不明・無回答

2.5

60%

2.5 1,フ

17.8

0

80%

0. 1

呪

100%

0. 0

13.フ

3

れ

2. 6

10. 01: 0. 0

2. 8

10. 5 . 6 2. 6

16. 0

20%

皿週に3~5回程度ある

口ほとんどない

17. 9

5. 8

/16

19.9 3.4 2.1

2 2,1

19. 6

40%

醒毎日

盟週に

口不明

12.5

18, 5

回は、そろって食事をしている

~2回程度ある
無回答

22. 5

4. 2

60%

4 4.0

直

0. 0

15.4

80%

19.フ

100%

18. 2

100

15、3

12, 9

4 1.6

0
9. 1

Z週に3~5回程度ある

田ほとんどない

17. 6

12. 4

6 .9 1.4

18. 0 1.召 2.フ

14,2

17. 6

1. 1

5

6 2. 4

1、 4

就
学
前
児
童

小
学
生
児
童

1
 
1

0
 
0

1
 
0



【小学生児童のみ】

(3) 1日のテレビやピデオの視聴時間 (単数回答)

1日のテレビやビデオの視聴時間にっいては、

で「2~3時間」が29.4%となっています。

30分朱満,

30分~1時間未満

1~2時間未満

2~3時間未満

3時間以上

まったくみない

不明・無回答

0%

2.フ

10%

43

「1~2時閻未満」が458%と最も高く、 次い

【就労類型別、学年別

0.3

小学生児童(N=769)

30%20%

*小学生児童のみへの質問

2.9

Ξ十

147

1日のテレビやビデオの視聴時間】

"、

斗

共働き

40%

父親のみ就労

29.4

母親のみ就労

769

100.0

父母無職

[テレビ・ラジオ]視聴時間
未1 未2

満S 満S

50%

、

417

100.0

不明・無回答

1年

21

165

100'0

45.8

27

12

92

100.0

2.9

33

43

4

2年

95

100.0

2.4

19

4.6

4

3年

352

43

45.8

10

126

6.1

4年

195

100.0

1 . 1

46.8

単位:件数/g6

4

226

127

4.3

5年

みま

む武つ

いた

<

100.0

29.4

75

45.5

127

103

6年

100.0

不明・無回答

5.6

30.5

46

50.0

113

答不

1 15

2

147

47

100.0

28.5

1.6

36

37.9

9

55

138

フ.1

25

5

13.2

100.0

4.9

272

10

2

23

127

03

フ.9

3

13.9

27

100,0

2.6

28.4

67

53.2

3

10

0.2

2.9

10.9

33

100.0

22

73

57.5

2.9

4

25

0.6

3.5

26.3

34

2

27.0

1.6

46

8

U.フ

1.9

4

2.9

2

27

6.1

213

50

5

43.5

3.0

2

1 .6

34

4.0

33.0

52

3

37.フ

3.3

13

3.

10.2

32

27.8

50

6

39.4

63

13

101

0.8

12.6

51

37,0

14

42.4

22

19.1

37

29.1

3

2.4

26

1.0

18,8

11

33.3

2

16

32

25.2

L,

1.0

2

6. 1

4

3.5

5

3.6

4

3.1

3

9.1

明
・
無
回

3
時
問
以
上

3
 
B
寺
借

2
時
間

3
 
0
 
S

1
時
間
未
満

3
0
分
未
満

一
 
5

亜
.

合
計

一
 
7

就
労
類
型
別

学
年
別



( 4 )

1日のテレビゲームやコンピューターゲームの使用時間については、「1~2時聞未満」が

375%と最も高く、次いで「30分未満」が208%となっています。

1日のテレビゲームやコンピューターゲームの使用時間(単数回答)

*小学生児童のみへの質問

30分未満

30分~1時間未満

1~2時間未満

2~3時間未満

3時間以上

まったくしない

不明・無回答

0% 10%

【就労類型別、学年別:1日のテレビゲームやコンピューターゲームの使用時間】

2.5

小学生児童(Nヂフ69)

73

20%

33

17β

208

10.9

30%

・十 ム、言

就

40%

共働き

父親のみ就労

〔テレビゲームやコンピューターゲーム]使用時間

母親のみ就労

37.5

769

100.0

50%

父母無職

417

100,0

不明・無回答

160

未1

満S

165

20.8

100.0

98

23.5

92

1年

100.0

137

未2

満S

1 7.8

32

1 9,4

95

2年

100.0

70

16,8

14

288

152

3年

37.5

39

23.6

16

169

126

1 6.8

4年

100.0

40.5

単位:件数/96

13

14.1

しま

本式つ

いた

<

56

127

51

5年

フ,3

100.0

30.9

15

15.8

27

35

103

27,8

35

6年

6.5

100,0

38.0

答不

不明・無回答

19

25

2.5

11 5

9

1 9.フ

33

5.5

100.0

34,フ

21

4

1 6.フ

16

1.0

9

138

1 5,5

84

9.8

100.0

10.9

30

8

23.6

25

11

4.8

127

21.フ

11.6

41

33

100,0

262

23

9.8

2

22.3

25

28

2.2

20.3

22

45

33

3.3

100.0

13.3

35.4

20

5

1 7.4

26

5.3

8

20.5

14

46

1 .9

0.8

44.フ

15.2

23

1 6.フ

4

5

5

1 5.2

46

2.4

3.9

7

40.0

11

フ.4

8.フ

5

6

59

5.4

5.8

42.8

9

27.3

14

0.8

8

12.2

32

50

8.4

25.4

39,4

2

13

1 .9

18

9.4

102

9

14.2

27.3

2

16

1 .フ

4

1 2.6

32

8

フ.8

5

3.6

3

2.4

3.0

5

4.3

8

6.3

2

1 .9

6

4.3

3.0

3

10

2.6

フ.9

4

2.9

5

15.2

6

4.フ

3

9.1

明
・
無
回

3
時
間
以
上

3
時
間

2
時
間

3
 
0
 
S

1
時
間
未
満

3
0
分
末
満

合
計

労
類
型
別

学
年
別



( 4 )

テレビゲームやマンガ等の描写にっいて気になることにっいては、「気になることはない」が
47,4%と最も高くなっています。

テレビゲームやマンガ等の描写にっいて気になること(複数回答)
*小学生児童のみへの質問

暴力的なシーンが多い

残酷なシーンが多い

性的なシーンが多い

言葉づかいがきたない

その他

気になることはない

不明・無回答

0%

( 5 )

20%

52

小学生児童(N=660)

40%

子どもの教育にっいて親が中1小になって関わることにっいては、「しつけ、マナーを教える」が
9割以上を占めています。

152

子どもの教育について親が中心になって関わること(複数回答)
*小学生児童のみへの質問

4.4

25.3

5,5

26,1

しつけ、マナーを教える

健康な体や健全な心を育てる

悩みや相談事に対応する

人格や人生観を弗づ成する

さまざまな危険から子どもを守る

自然体験や社会体験の場を提供する

非行防止に取り組む

集団生活における社会性を育てる

社会に貢献する心を育てる

自ら考え、行動する力を育てる

子どもの模範となるように努める

子どもの育成に関する活動を行う

子どもの育成に関する活動などを支援する

子どもを豊かに育てるための環境づくりを行う

その他

不明・無回答

60%

47.4

80%

0%

小学生児童(N=769)

40%20% 60%

37.5

29.4

233

80%

63.フ

727

502

100%

27.フ

92 7

41.フ

10.4

159

05

27

39.0

29.1

722

103



不
明
・
無
回
答

4

3

2

4

2

2

4

3

4

3

3
7

5

1

2

5

1

24

24

4

10

1
 
7

2

単位:件数/%

2
2

2

1

1

1

9

1

1

3

1

2

1.2

2

0.5

4

5

0

0

そ
の
他

【就労類型別、世帯構成別、学年男1上子どもの教育にっいて親が中心になって関わること】

9

4

3

2

2

25

26.3

29.3

27

30.9

43

224

129

26.1

29.1

子
ど
も
を
豊
か
に
育
て
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
を
行
う

5

5

4

5

2

7

16.4

11.6

22

13

101

18.2

13.3

76

"

122

1 5.9

14.1

4

子
ど
も
の
育
成
に
閏
す
る
活
動
な
ど
を

1

支
援
す
る

5

8

2

2

7

10.6

65

9.5

9.1

9

1

6.フ

13

10.4

11.3

80

47

14_1

"

子
ど
も
の
育
成
に
関
す
る
活
動
を
行
う

5

聞

40.0

45

4

36.4

28

39.5

243

32

33.フ

43.5

40.0

40

162

38,8

66

300

39、0

子
ど
も
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
努
め
る

教育にっいて袈が中心になってかかわること

5

85

76.6

127

72.9

6

54.5

454

73.8

58

51

112

66

71.フ

67.9

61.1

72.2

319

76.5

555

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
力
を
育
て
る

9

"

4

72

4

27.9

29.1

4

36、4

18

25.フ

27.0

27.4

166

31

26

21.2

29.3

30.0

35

27

125

213

27.フ

牡
会
に
貢
献
す
る
心
を
育
て
る

3

41.0

40、9

47.9

99

55.0

79

26

121

5

45.5

262

426

43.2

61

38.0

37.1

54

35

45.8

327

41.フ

41

191

321

集
団
生
活
に
お
け
る
杜
会
性
を
育
て
る

4

226

7

26.4

60

24.8

78

24.8

24.3

16

22.9

27

3

27.3

143

23.3

41

32

19.4

29.3

27

23.フ

221

179

23.3

99

21

非
行
防
止
に
取
り
組
む

2

14.3

10

323

31.0

30,?

75

89

34.5

37

33.3

57

17

24.3

306

188

23

24.2

1

33.フ

9.1

34

20.6

29.4

138

226

31

33.1

自
然
体
験
や
杜
会
体
験
の
場
を
提
供
す
る

51.6

42.9

65

6

54.8

54.6

17

132

54.5

54

50.0

48.6

35

1 61

3

50.4

27.3

44.2

310

81

49.1

55.4

42

50.2

52.0

76

386

217

46.1

51

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る

50

34

26.8

4

45.2

28.6

39.フ

14

92

38,0

1 16

39.3

35.2

36.0

58

40.0

40

27.3

28

3

238

30、5

38,フ

42

29

33.9

45.フ

38.6

56

288

37.5

161

人
格
や
人
生
観
を
形
成
す
る

74

71.8

88

69.3

88

69.8

8

70.?

68.8

67.フ

170

203

57,1

62.2

102

61.8

21

4

36.4

47

69

404

65.フ

59

67.1

65.5

58

63.0

108

490

265

63.5

62.1

63.フ

悩
み
ゃ
相
談
事
に
対
応
す
る

70.4

79

722

76.フ

97

8

81

83.9

192

226

76.6

26

79.3

57.1

91

118

71.5

73

65、8

U

63.6

629

7

74.3

457

62

65,3

76.4

66

71.フ

126

305

559

727

73.1

76

健
康
な
体
や
健
全
な
心
を
育
て
る

93.5

102

129

91.3

887

94

121

123

96.9

10

71.4

1 17

92.9

30

96、8

282

95.6

95,5

102

149

90.3

91,9

10

66

94.3

231

93.5

90.9

575

94,6

82

86.3

91.5

87

94.2

713

92.フ

393

151

し
つ
け
、
マ
ナ
ー
を
教
え
る

100.0

100'0

33

100.0

100.0

138

127

100.0

115

127

100.0

103

100.0

14

100,0

126

295

100.0

100.0

242

100.0

165

100.0

100.0

100.0

100,0

70

31

100.0

615

92

100.0

95

100.0

1 1 1

100,0

11

417

100.0

165

769

100.0

合
計

(ひとり親家庭)

不明・無回答

(ひとり親家庭)

不明・無回答

不明・無回答

父親のみ就労

母親のみ就労

祖母近居

祖父近居

祖父同居

祖母同居

父母同居

父母無職

その他

母同居

父同居

共働き

6年

5年

3年

4年

2年

1年

厶計

学
年
別

世
帯
構
成
別

就
労
類
型
別

一
五



貯尤学前児童のみ】

(6)子育てサークルへの参加の有無(単数回答)

子育サークルに参加については、「現在は参加しておらず、

5割、一方、「現在参加している」「現在は参加していないが、

計は4割を超えています。

就学前児童(N=790)

0%

10.6

20%

【就労類型別、年齢卿上子育てサークルへの参加の有無】

*就学前児童のみへの質問

今後も参加するつものはなしU 力焦勺

今後機会があれば参加したい」の合

35、9

40%

共働き〔N=35刀

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=29〕

箆現在参加している

白現在は参加していないが、今後機会があれぱ参加したい

騎現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない

口不明・無回答

60%

1. 3

眺

80%

51.1

20%

0歳〔N=123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12田

3歳〔N=9幻

4歳〔N=10釘

5歳〔N=104〕

6歳〔N=8の

1. 1

100%

,ノ

40%

2.3

41. 8

フ. 9

60%

61.1

6. 9

80%

3. 6

8

26

0. 2

8. 3

100%

5

8

7

.現在参加している

透現在は参加していないが、今後機会があれぱ参加したい

閉現在は参加しておらず、今後も参加するつもりはない

口不明・無回答

3

1. 9

12. 1

2. 5

2. 3

4

5. 3

63. 2

4

6

72. 1

2

能. 8

1. 6

105

2

5.フ

1. 0



( 6 )

親子で楽しむ今後参加したい自主活動にっいては、「子どもを他の子どもと一緒に遊ばせたの、

活動」が8割以上で最も高くなっています。

今後参加したい自主活動(複数回答)

*「現在参加している、または今後参加の意向がある」と答えた方のみへの質問

子どもを他の子どもと一緒に遊ぱせたり、
親子で楽しむ活動

親同士が子育てに関する情報交換をしたり、
困っていることを話し合う活動

一時的に子どもを預かったり預けたりして親が
自分の時間を持つための活動

0%

【就労類型別、年齢男1上今後参加したい自主活動】

20%

就学前児童(N=368)

60%40%

その他

不明・無回答

計

120

08

0.5

園計

80%

共働き

子一子

で緒ど
楽にも

し遊を
むぼ他
活せの
動た子

りど
'も

親と

父親のみ就労

フ.9

母親のみ就労

今後実施したい活動はどのようなものか

100%

86.4

父母無職

合困る親

うつ情同
活て報士

動い交が
る換子

を阿、^

と して

をたに
り関舌
'すし

368

不明・無回答

100.0

133

100.0

0歳

215

100.0

た親かー
めがつ時
の自た的

活分りに
動の預子

1歳

318

100.0

8

86.4

2歳

12

96

100.0

72.2

3歳

20

94.9

4歳

213

80

100.0

7

87.5

57.9

5歳

単位:件数ノ%

76

11

80

100.0

91.フ

60.2

6歳

不明・無回答

124

68

100.0

57.フ

71

49

U

100.0

3

88.8

37.5

1 2.0

'

33

68

100.0

17

89.5

6

50.0

1 2.8

28

60

24

100.0

88.2

11.2

24

49

46

100.0

100.0

3

57.5

0.8

27

10

51

100.0

3

81.8

67.1

25、0

0.8

20

37

71.4

54.4

0.5

16

25

7

66.フ

2

51.0

8,8

0.5

16

7

70.0

7

48.5

9.2

8.3

08

21

12

75.0

1 7.6

0.5

12

5

50.0

10.2

106

5

4

50.0

1 2.1

1.3

6

21.4

2

8.3

1 .3

10.0

2

20.0

4.2

不
明
・
無
回
答

そ
の
他

ど
も
を
預

け
た
り
し
て

時
間
を
持
つ

合
計

就
労
類
型
別

年
齢
別



1

【就学前児童、小学生児童、共通】

(フ)子育てに関して不安感や負担感を感じることがあるか(単数回答)

子育てに関して不安感や負担感を感じたことがあるかについては、就学前児童、小学生児童と

もに「なんとなく感じる」が4割以上を占めています。

就学前児童(N=790)

小学生児童(N=769)

0%

14.9

20%

【就労類型男1上子育てに関する不安感や負担感】

京尤学月UL[己童

20.8

40%

43.フ

園非常に感じる

口全く感じナよい

父親のみ就労〔N=371〕

母親のみ就労〔N=33〕

父母無職〔N=2田

共働き〔N=35刀

60%

41.5

醐

80%

田なんとなく感じる

匡なんともいえない

25,6

小学生児童

2眺

5.1

100%

233

、

92 1.5

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

圏あまり感じない

口不明・無回答

3.4 82 2,9

40%

45. 4

巨非常に感じる

図全く感じない

5

眺

60%

父母無職〔N=95〕

4. 1

20%

25. 5

80%

図なんとなく感じる

鬮なんともいえない

3. 3

,.

8. 0

17. 2

40%

6

100%

6. 1 6. 1

8.1 1,フ

臣非常に感じる

屡全ぐ感じない

3

8 10. 0

13. 8

囲あまり感じない

口不明・無回答

41.8

9' 1

60%

8

6. 1

13. 8

釘

3. 4

80%

21.3

田なんとなく感じる

圏なんともいえない

5. 8

107

6. 1

6

10呪

3. 9

8 .4

囲あまり感じない

口不明・無回答

6. 3

3

.6

5

8. 4

.3



( 8 )

子育てをする上で、不安に思っていることや悩んでいることについては、就学前児童、小学生

児童ともに、「子育てで出費がかさむ」「自分の自由な時間が持てない」が高くなっています。

子育てをする上で、不安に思っていることや悩んでいること(複数回答)

子育てで出費がかさむ

自分の自由な時間が持てない

仕事が十分にできない

子育てによる身体の疲れが大きい

住居が狭い

夫婦で楽しむ時間がない

子どもが病気がちである

子育てが大変なことを身近な人が理解してくれない

その他

特にない

不明・無回答

0% 20% 40% 60%

20.1

1 9.4

26.3

32

5 1

12.

80%

50.6

66,8

20.6

0

73

83

5.1

2.9

46

4.0

63

フ.5

10.3

12

100%

3.フ

43

区就学前児童(N=79の 図小学生児童(N=769)

108



不
明
・
無
回
答

単位:件数/%

29

3.フ

2

13

3.5

3

U

3.1

10.3

25

6.1

3.フ

10.0

7

5.3

フ.4

1

8

5.5

10

3.2

4

1

8

6

2

3

2

2

2

【就労類型別、世帯構成別、年齢卿上子育てをする上で、不安に甲っていることや"んでいるこど

10.3

3

9.2

4

2

81

11.6

3

10.3

10.2

68

6.1

26

13

13.フ

17

11.6

122

1

3

4

13.フ

4

10.0

1

9

7

2

特
に
な
い

50

6.2

2

6.3

25

3

6.フ

9.1

47

フ.0

3

5

フ,9

7

5.3

4.8

16

4

17

4.8

10.0

5

5.1

8

3

6

1

そ
の
他

36

4,6

12

3.4

5.フ

2

3.0

21

6.9

1

4.6

2

31

7

9

4.8

29

4

21

10.0

子
育
て
が
大
変
な
こ
と
を
身
近

9

11

4

3.1

フ.3

6

4

2

6

5

な
人
が
理
解
し
て
く
れ
な
い

子育てする上で不安に思っていること

40

14

3.9

17

5

5.1

4.6

15.2

13.8

29

4.3

4

10.5

3

7

4.8

3.5

16

4.6

25

4

訓

3.3

1

9

4

6.6

7

7

4

5

3.1

3.

子
ど
も
が
病
気
が
ち
で
あ
る

137

17.3

63

17,6

68

183

3

3

10.3

18.4

9.1

123

10.0

26

10

10.5

1

13

1

8.9

16.3

60

6

4

15,0

51

28.6

30

17.1

33

25

19.5

120

17

24.1

16.0

8

村

3

24.

夫
婦
で
楽
し
む
時
間
が
な
い

163

20.6

64

82

17.9

9

27.3

8

27.6

22.1

135

20.2

10.0

8

20

1

30

20,5

21.1

19.6

69

8

21.1

19.フ

20.0

21.4

3

劇

23

18.フ

27

19.フ

26

20.3

24

18

17.0

26

25.0

26,1

2

住
居
が
狭
い

208

26.3

24.4

87

103

9

27,8

9

27.3

31.0

17フ

26.5

20.0

9

23.フ

19

20.0

30

20.5

79

25.3

87

7

24.8

17.5

子
育
て
に
よ
る
身
体
の
疲
れ
が

5

35.フ

33.3

35

25.5

30

41

23.4

25

27.2

34

22

21.2

17

4

21.3

32.1

20.0

大
き
い

159

90

25.2

54

14.6

4

33.3

20.1

13.8

11

2

126

18,9

20.0

14

36.8

20

29

19.9

57

183

20.2

9

21.1

225

6

71

429

19

15.4

28

20.4

15

16.3

24

21

226

28

26.9

5

19

23.8

25.0

仕
事
が
十
分
に
で
き
な
い

1 6.

400

50.6

183

51.3

189

50.9

19

57.6

9

31.0

51.0

4

40.0

16

45

341

48.6

48.4

421

173

49.3

71

16

自
分
の
自
由
な
時
間
が
持
て
な

40.0

12

151

85.フ

74

60.2

84

61.3

47.フ

4

46.フ

52

4

61

423

47,

33

9

41.3

45.0

49.1

、L

427

199

55.フ

188

50_フ

20

54.1

60.6

20

69.0

352

527

6

60.0

26

68.4

50

52.6

80

54.8

158

50.6

187

53,3

19

47.5

8

62

50.4

58

42.3

57.1

66

51.6

49

53.3

62

58.5

65

625

52

65.0

13

65.0

子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む

790

100.0

7

.0

100.0

33

100.0

29

100.0

371

668

100.0

0

100.0

38

100.0

95

100.0

146

100.0

100.0

100.0

40

100.0

14

100.0

351

123

100.0

137

100.0

128

100.0

92

100.0

106

1叫

100.0

100.0

80

100.0

1

20

100.0

3

31

合
託

京尤学月UL〔己童1

(ひとり親家庭)

(ひとり親家庭)

父親のみ就労

母親のみ就労

不明・無回答

不明・無回答

不明・無回答

父母無職

父母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

共働き

貝計

その他

0歳

1歳

2歳

3歳

口

4歳

白

5歳

6歳

ノ

計

就
労
類
型
別

世
帯
構
成
別

年
齢
別



【就労類型別、世帯構成別、学年卿上子育てをする上で、不安に思っていることや悩んでいるこど

小学生児童

単位:件数/%

子育てする上で不安に思っていること

大子

き育

し、

33985831226410893149246514769
・十 合計 4.312.フフ.54.08.3 2.914.012.119.432.066.8100.0

14573713942534668132278417
共働き 3.41373.1 8.92.210.112.フ11.016331.フ66.フ100.0

321"101017262644521 10165
父親のみ就労 1.812.フ6.フ6.16.110,315815.826.フ31.566.フ100.0

56 104171217346692
母親のみ就労 5.410.96.51 . 1 4.31 . 118.513.018.537.071.フ100.0

訓10442412920286095
父母無職 105 11.6424.22.14.212.69.521.129.563,2100.0

不明・無回答

2182471918628968109195410615
父母同居 313.3フ.63、110.1 2.914,511.11 7.フ31.フ66.フ100.0

27父同居 511 7
9.19.1(ひとり親家庭) 18.29.19.163.645.563.6100.0
3755相101628母同居 5370

4.3フ.1 10.0フ.1(ひとり親家庭) 1.418,614.322940.075.フ100.0
195314 8Ⅱ"2242781 1 1

祖父同居 1 7.1 0.94.52.フフ.212.69.99.919.837.8100.0 70.3
8268571518192658107165

祖母同居 15.8 4.84.83.04.29.110.911.515.835.264.8100.0
722 35961732304674161242

祖父近居 14.5 299.12.5 3.フフ.013.212.419.030.6100.0 66.5
123928962237365895190295

祖母近居 4.113.29.53.12.0フ.512512.219.フ32.264.4100.0
4 2322341031 18

その他 6.512.99.フ3.26.56.59.フ12.932.3100.0 58.1

2332714
不明・無回答 28.6フ.114.3フ.1フ.1フ.121.421.414.3100.0 50.0

3169331715254384126
1年 24フ.1 12.フ2.42.411.113.511.919.834.166.フ100.0

14 8132れ 61519305081127
2年 6.311.010.21.64.フ8.フ11,815.023.639.4100.0 63.8

13 298342112233277103
3年 1.912.68.フフ.83.9 2.920.1 1.フ22.331.1100.0 74.8

316105 31319162338115 75
4年 2613.98.フ2.64.311,316.513.920.033.065.2100.0

418103 7101814213992138
5年 13.0フ.25.12.27.13.010.115.228.366.フ100.0

5 162 7101512223489127
6年 3.9 12.61.6 5.5フ.911.89.417.326.870.1100.0

22355101633
不明・無回答 6.13.06.19.115.215.230.348.5100.0
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( 9 )

子育てをしてよかったことや喜びについては、就学前児童、小学生児童ともに、「子どもの成長

をみるの力管ぴである」「子どもとの交流が楽しい」「家庭の中が明るくなる」が共通して高い項

目となっています。

そのほか、小学生児童では「子どもの成長を通して人間関係が広がる」力芋尤学前児童に比ベ、高

くなっています。

子育てしていてよかったことや喜ぴ(複数回答)

子どもとの交流が楽しい

子どもの成長をみるのが喜ぴである

子どもの成長を通して人間関係が広がる

人間的に成長できる

家庭の中が明るくなる

夫婦や家族のきずなが強くなる

孤独感を感じることがない

その他

特にない

不明・無回答

0川 20% 40% 60%

692

65.4

80%

0.6

13

0.9

0.5

1 .1

2.フ

53

442

49.4

100%

66.6

315

3

887

87.1

49.4

49,0

0

71,8

68.1

亙就学前児童(N=790) 田小学生児童(N=769)
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(1の

父親の子育てを行う状況にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「よくやっている」が4

~5割を占めています。

一

父親の子育てを行う状況(単数回答)

圏あまりしない

風その他

就学前児童(N=79の

小学生児童(N=769)

0% 20%

【就労類型男1上父親の子育てを行う状況】

京尤与旦目U上モ忌申

50.5

40%

百よくやっている

四なんともいえない

402

60%

田時々やっている

口その他

父親のみ就労〔N=371〕

共働き〔N=35刀

313

母親のみ就労〔N=33〕

80%

306

、』

佛

臣あまりしない

口不明・無回答

父母無職〔N=2田

8.1 4.7引 13.9

小学生児童'

100%

20%

口ほとんどしない

15

4眺

父親のみ就労〔N土165〕

母親のみ就労〔N=9幻

共働き〔N=41刀

亙よくやっている

田ほとんどしない

ロ、日.無ロク女

6: i11

3. 6

60%

0

0%

父母無職〔N=95〕

13. 8多"'

31.4

0..

80%

20%

詔時々やっている

田なんともいえない

J'V .

4

72_フ

6

100%

之11 4・95. 4

4畷

9

51.フ

鳳よくやっている

団ほとんどしない

ロ、B .無口姓

8

語あまりしない

韻その他

15. 2

60%

3 2

18.9

33

55
,ノ

.0

80%

医時々やっている

臼なんともいえない

2. 1. 1

1 . 1

9: 1

7

53.ゴ

100%

¥翹.9
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(11)

相談相手にっいては、「配偶者、パートナー」「その他の親族佳見、兄弟姉妹など)」「隣近所の人、

地域の知人、友人」力羊尤学前児童、小学生児童ともに5割以上となっています。

相談相手(複数回答)

配偶者、パートナー

その他の親族(親、兄弟姉妹など)

隣近所の人、地域の知人、友人

職場の人

保育所、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

子育てサロンなど(親子のつどいの場)

保育士、幼稚園の先生、学校の先生

医師、保健師、看護師、栄養士など

地域子育て支援センター

母子自立支援員(母子相談員)

民生・児童委員、主任児童委員

民間の電話相談

教育相談室

児童相談所

保健所

保健センター

子育てサポーター

ベビーシッター

インターネットを通じた相談機関

相談相手がいない

その他

相談すべきことはない

不明,無回答

0W 20%

》F

40%

1.0

1.0
03

52

60%

8.0
4.9

1.6
0.5

03
0.1

0.5
0.5

00

0.1

0.0

13

0,4
07

1 .9
03

4
302

34 6

80%

63.5

73

71.5

28.4
238

8.4

8.6

100%

1.0

0.1
0.0

0.0
0.0

2.5
07

1.6
2,1

0.8
1.4

0.6
23

2.8
3.3

5.1

厘就学前児童(N=79の 口小学生児童(N=769)
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【就労類型別、世帯構成別、年齢分1上相談相手】

京尤学目'見里

単位:件数/%

子育てに関する悩み等をどこに相談してるか

塑51323413632241201423 166565621790
0計 合計 05016801.0 285,2之52153 571 .51000 7且.6 733730614178?46357 290

202共働き 20.30.68.4 0.833.9 1.フ3949.968.9811100.0
1061226鉾 763220311 278371

0父類のみ就労 0.527716,フ1 .9921759,3 2774910C O 83,8

391110233 7
3母親のみ就労 339.127,333.33630.3E6.フユ1 ユ1000

3
7615192g 13

父母無職 313B24 133469 即51.フ4.且 65.5100.0

不明・無回答
1843Π517 1937176135479 365668 555

Z7父母同居 00.10.11.6フ.6四5.5?6 32054.671.フ100.0 B3.1

29父同屠 10 4

10 020 0(ひとり翹家庭) 10,020090.0400100 0 2
e111531母同居 38 5

2.65213 マ31.ε(ひとり翹家盛) ?1.1ユ8.939.581 6100.0 13
6

2293341 28劇 7195
祖父同居 4211 .1之19.531.642M.フ2943274.フ100.0 642 73621347443659106146 99
祖母同居 0.フ

8.9 2732之7即且24.フ4072667.8100.0 83
210310611ヨ2233312 26

祖父近居 0ヨ06フ,フ333.2 1.626 958.3 19'74.フ100.0 840
322216975194?6629き351

0.6祖母折居 50,3732.且1.フ3?62155375.8100.0 83 5

412391532540
モの他 52210 0之 30フ.52ユ12575.0 37.5100.0 62

3814 13
不明・無回答 フ.11421フ.1 14.3ユ171457.1100 0 929

337556θ106 10123
Z0歳 2之13 85.フ04.14,19855.384.686.ユ100 0 78伯31ユ?75 2105115137 5.11歳 50.フ9521 g且816.118.254776.E100.0 B3.9
27

且32"151B74104 95128
2歳 3、16.325.01.E11.フ 且.614 157.874100.0 BI.3

52372952677292 之3歳 41.135273フ.6311656.572,8100.0 78,3
ユ1

643355366106 78
4歳 Z80.90.95.フ401 .937.フ3350.062.373 6100.0

74634創53682104
5歳 26.フU22929 405178 61100.0

6339283君49 498C
之256歳 31 .31 .3フ.54748 83547,561,361,31{H】.0

9101520
不明・無回答 55.0155.010 45 050.075、0 75100.0
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【就労類型別、世帯構成別、学年男1上相談相手】

小学生児童

単位:件数/%
子育てに関する悩み芋をどこに相談してるか

合
計

配
偶
者
、

そ
の
他
の
袈
族
(
毅
、
兄
弟
姑
妹
な
ど
)

隣
近
所
の
人
、
地
域
の
知
人
、
左
人

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
保
護
者
の
仲
間

職
場
の
人

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
仲
問

保
育
士
、
幼
稚
園
の
先
生
、
、
学
按
の
先
生

子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
(
類
子
の
つ
ど
い
の
場
)

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

医
師
、
保
健
師
、
零
護
妬
、
樂
養
士
な
ど

母
干
自
立
支
捜
員
(
母
子
相
談
旦

民
生
.
児
室
委
員
、
主
荘
児
堂
委
員

教
育
相
談
室

民
間
の
電
話
相
談

児
童
相
談
所

保
健
所

保
健
セ
ン
タ

ベ
ビ
ー
シ
ツ
タ

子
育
て
サ
ボ

相
談
相
手
が
い
な
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ウ
ト
を
通
じ
た
相
談
棲
関

モ
の
他

相
談
す
べ
き
こ
と
は
な
い

不
明
・
無
回
答

ノ(

ト
ナ
ー

夕

769 563 4
 
6
 
2

449計 郎
3
4
相
閲
1
6

236
6
8
1
ー
フ

183厶計 8
9

4 2 8 15 " ユ501 73 58.4 10
 
3
5
 
2

030 23 B 0.5 0.1 0 01 0.フ 03 0.フ 21 2,3 3.3417 3
4
 
風

7 5 2 97 16 3共働き 8 2 3 11 9
46 0 之3 3 3.8 0,フ 1.9 0 05 0.フ 0.フ 2.6 226 73 01就

労
類
型
別

57 2 45父のみ就労 Π
2

鯰0
2

0 766 5θ、2 43 2 .3 6.フ 06 0.6 1 .8 0.6 30 1 .29 73 6 2
5

5 20 20のみ就労 5
5 40

0
 
9
 
0

0
5

2如
 
4
 
4

366 4365 72 1 1,フ 5 1.1 1.1 1 . 1 5.4 1 .1 4,3
釘 27 20父母無職 6 3 7 5 10

600 442 82 2 22.1 63 1 .1 3 1,1 21 1.1 21 2.1 フ.4 5.ヨ 1.1 10.5
不明・無回答

615 511 398 3力 劉
鉾

203 7 156 3父母同居 3 9 6 4 8 13
83.100 33 11 0 2 5 5 05 0 0 03 1 0 0.フ 1,3 2 之1

5 2
4(ひとり穀家庭) 1 635

4

2
7
 
3

18,2 9.1 9.1 9.1 36.4 9.1
70 35 9

 
9
 
8

10 3
3

7(ひとり袈家庭) 3
36

4 405 17 4 4: 1.4 10 0 1 .4 43
83 6 53

父問居 3 7
3

100.0 748 498 34.2 8 290 97 5.3 0.9 0.9 09 0.9 0.9 0.9 2.フ 0.9
6 58 42母同居 6

6
7

75 642 55 6 .53 8 2ユ 35 0.6 1.2 3 0.6 0.E 24 2 2 4.2
ユ42 8父近居 56 9 2 ヨ ヨ 5

69 21 23 1 3
 
1

0'87
3

0 0 0 0 1 .フ 21
2g5 20 6母近居 5 6 6

0 32 4 0.フ 03 0,フ 0 1,フ 0 2.0 之0
21 23 gモの他

2
67.フ 74之 02 239 3ユ 3 3 3ユ 6 32 6.5

6 6 3不明・回答 3
429 429

フ,1 フ,1 フ.1 21
89 宮 50 351年 2 3

70 6 0 0 27.8 3 08 0 0.且 2 1.6 1 .6 之
9 85 餌 432年 6 2 2

72 504 28 33.9 08 29.9 4'フ 1 .6 1 .6 0.8 2 3.1 31
643年 6

3
25.2 5 1.0 1.9 1 .9 3.9 39 1 .9 29

8 424年 7
3 2

53,9 61 09 0.9 0.9 0.9 26 0,9 1 .フ
84 ヨ5年 8 2 3 3 2

2 23.9 58 0.フ 0.フ 0 2 22 之
83 80 47 26年 23

3 6
18.1 39 08 1.6 0 0 2 0'8 3.1 4.フ

8不明・無回答 5
42 455 30 24.2 6.1 3 6.1 15.2
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(12)

子育てに関する情報の入手先にっいてみると、就学前児童、小学生児童ともに「隣近所の人、地

域の知人、友人」が最も高く、次いで「保育所、幼稚園、学校」陳見族(棄見・兄弟など)」となって

います。

子育てに関する情報の入手先(複数回答)

隣近所の人、地域の知人、友人

親族(親、兄弟など)

保育所、幼稚園、学校

テレビ、ラジオ、新聞

子育て雑誌、育児書

市の広報やパンフレット

市の機関

地域子育て支援センター

子育てサークルの仲間

インター才、、ソト

コミューティ雑誌

民間の電話相談

教育相談室

情報の入手先がない

その他

情報の入手手段がわからない

不明,無回答

0% 20% 40% 60%

278

4.9

4.フ

5.フ

1 9.0

46.9

55 1

18

32.0

24.フ

283

40.3

80%

52.フ

5 .フ

71.1

1 .8

57

フ.9

2.フ

29

0.0

0.1

0.1

07

1'0

13

0.6

12

1 .5

1 'フ

2.4

39

100%

99

21.0

厘就学前児童(N=79ω 口小学生児童(N=769)
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昭
顎
含
チ

暗
1
y
排
髭
詞

雁
義
聾
集
弾

提

晶回掛・取士

騨
等

1

0

伽

卯

m

1 m

1
是
早

Z

9

0

6

6 g

0

Y
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(13)

子どもの育成を地域で支援するために必要だと思うこ.と1一っいては、恍{Y児一{旧一
ともに「子どもの自然体験、社会体験活動などができる地域」「地域の子どもにあい六一
かけや子どもをほめたり、しかったのできる地域」「登下校の見守りや、かけ六ど{<
確保に取の組める地域」がそれぞれ6割前後を占めてぃます。

子どもの育成を地域で支援するために必要だど輿うこと(複数回答)

自分の知識や体験を生かせる地域

子どもの自然体験、社会体験活動などができる地域

地域の伝統や文化を伝え、郷土愛を育てられる地域

地域の子どもにあいさっなどの声かけや子どもを
ほめたり、しかったりできる地域

子どもの育成に専門知識を持ち、保護者や子どもが
相談や世話を頼める地域

登下校の見守りゃ声かけなど、子どもの安全確保に
取り組める地域

0% 20%

12

13

40%

11.1

その他

不明・無回答

60%

20.0

1 .9

1 .0

80%

54

13

1.3

3.9

42

劇β

100%

直就学前児童(N=79ω訟小学生児童(N=769)
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67.フ
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(14)

か外出の際、困ること困ったことについてみると、就学前児童では「トイレがオムツ替えや親

子での利用に配慮されていないこと」「授乳する場所や必要な設備がないこと」「小さな子どもと

の食事に配慮された場所がないこと」「買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ばせる場所

がないこと」円音い通のや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあわないか1山配

であること」の項目が2割以上となっています。

また、小学生児童では「暗い通のや見通しのきかないところが多く、子どもが犯罪の被害にあ

わないか1山配であること」「特に困ること・困ったことはなしUの項目が2割以上となっています。

外出の際、困ること困ったこと(複数回答)

歩道や信号がない通りが多く、安全面で心配があること

歩道の段差などがベビーカーや自転車の
通行の妨げになっていること

交通機関や建物がベビーカーでの移動1.こ

配慮されていないこと

トイレがオムツ替えや親子での利用に

配慮されていないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、子どもを遊ぱせる
場所がないこと

近くにスーパー等の買い物施設がなく、子どもをつれて
買い物に行くのが大変なこと

緑や広い歩道が少ない等、町並みにゆとりと
うるおいがないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、子どもが
犯罪にあわないか心配であること

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っている時に
手を貸してくれる人が少ないこと

その他

特に困ること・困ったことはない

不明・無回答

眺 1眺 20%

1 .フ

11.1

12.フ

59

30%

22、9
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65

40%
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5(跳
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趣就学前児童(N=790)

200

120

囲小学生児童(N=769)







(15)

子どもの安全を守るために特に重要恋ことにっいてみると、就学前旧一小{生旧、とも1- 「通

学路や子どもの遊び場の安全対策」「地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪からやるため
組み」が4割以上で高くなってぃます。

子どもの安全を守るために特に重要なこと(複数回依)

地域の交通安全活動の充実・強化

歩行者や自転車のための交通安全施設
(ガードレール・歩道)の整備

地域ぐるみのパトロールなど子どもを犯罪から
守るための取り組み

公園の遊具や安全性の確保

不審者の進入防止など、学校の安全対策

通学路や子どもの遊び場の安全対策

犯罪にあいそうになった時の対応にっいての教育

0% 20% 40%

29.0
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60%

6

76

80%

32
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482
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不明'・無回答
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0'09

0'09

ι'99

ι'ヤ9

e'E9

9'9g

ε'9ヤ

0'Z9

IL力

叶

6ヤ

6ヤ

,

ι9

99

1ι

E9

ι9

Z1

ε

6

9

県
瑳
m
ユ
Ⅵ
C
討

剖
拝
m
細
=
1
 
C
尋
割
C
、
呈
Ⅵ
啄
割
蓄
且
r

C' Lε

1'EZ

ZOE

6'EZ

ヤ'EZ

9'ZZ

1' LZ

Z'ヤZ

16 L

1E

9Z

,Z

ZE

ZZ

0E

9Z

ヤ

9

9

6

Z

9

1

で
斗
m
呈

%/鷹材:科粛

9Z

ZZ

6'Z

τ

9'【

ヤ、 1

Ⅱ

,

9

Z

ε

Z

Z

,

Z

1

暴
回
掛
・
朗
土

EE

一
b

1'9

ι'C

6Z

ヤ

Z

ε

Z

9

Z

9

E

Z

,

Z

ι

9

9

ι

1

1

0'0 ι

ラZI

ι'91

9'ε

ε'9 1

9'6

0'叶

8'0レ

0Z

E'ι

0'09

【'99

εZ

ε'Z

6'ヤZ

0'9ヤ

9'9ε

9,

ιZ

61

E'↓

eEE

E'εE

9'9Z

ヤ'9

Ⅱ

ετ

ε'ιZ

ε' 19

0'9Z

ι'9E

66

0'0 ι

ι'Z

91

ヤ'EZ

σ09

1'Lι

ι' 1ε

91

E'9

ε1

じZ

ヅ9Z

9'力9

ZεE

σ9ヤ

εZ

ι'Zε

Zι

gヤ

ヤ9

εIZ

9【

ヤ'89

ι'99

L'Ⅱ

6宮

ε'9ヤ

9ヤ

日'Z

ι'ιZ

61

g99

9'9,

1'【E

9Z

0'舵

凶

1'g9

0L

1' 1

0'9

ヤ' L9

ιZ

0'6ε

σ09

ι'ι9

ι'ε9

9' 1

0ε



不
明
・
無
回
答

34

4、4

7

6

5.6

4.フ

1.0

6

4

52

6

29

1

4

4.フ

6

3

5

1.8

2

12.1

4.4

2.4

フ,1

3

13.0

7

3、6

40

2

5

4.9

1

1.4

4

0.8

Π

1.0

1

2

1.4

2.4

3

3.1

2

12

1.2

1

4.3

5

2.6

1

2

4.9

そ
の
他

24.4

23

22,3

30

2

23.2

35

27.6

5

26,1

152

22

45

25.9

27.6

18

15.9

24

4

29.3

17.4

33.3

8

1

5

33、3

8

20.0

195

4

25.0

4

4

把
罪
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
時
の
対
応

2

に
つ
い
て
の
教
育

58.フ

48.0

7

81

63.6

1

55,3

21

62.0

5

63

55.8

61.0

9

101

33.3

572

39.1

15

625

1 11

44.0

4

20

6

48.8

25,0

4

Ⅱ

通
学
路
や
子
ど
も
の
遊
び
堪
の
安
全
対

5
4

15

45.5

34

40.0

86

52.8

46

40.フ

32

39.0

7

30.4

3

100.0

41.8

6

25.0

9

81

36.0

14

6

37.5

34.1

不
妄
者
の
進
入
防
止
な
ど
、
学
校
の
安

全
対
策

7

4

24.5

26

23.0

14

130

3

13,4

4

17.1

333

26

1

5

16.フ

20.0

3

2

フ.3

12.5

公
園
の
遊
具
や
安
全
性
の
確
保

125

6

4

"

47.6

8

2

34.8

66.フ

99

51.0

10

41.フ

13

52.0

17

41.5

6

8

50.0

4

旧
 
4
 
9

1

4
4
1
4

31,4

9

37.5

1

44.0

61

19

3

Ⅱ

46.3

9

2

18.8

2

9

2

2

5
6
9
0
3

4

5

5
'
9
3
5
4

6

3
0
3
t
3

9

7

4

9

36.0

8

1

43、9

5
3

0

3

3

1

2
 
2
 
2

地
域
の
交
通
安
全
活
動
の
充
実
・
強
化

3

.
役
 
1
O
Q
 
他
 
1
O
Q
 
伯
 
O
Q
 
Ⅱ
Ⅸ
1
 
伯
8
 
ρ
 
1
2
7
 
C

3
0
5
0
3

3
0
2
0
3
0
3

0
1
0
6
0

3
N
8
 
0
Q

6

O
Q
U
N
1
⑳

"
卯
.
 
8
 
伽
.
 
2
 
⑳

口
計

1

1

1

辱

学
年
別

三
口

地
区
別

【学年別、地区男1上子どもの安全を守るために特に重要なこと】

小学生児童

口計

設行

ド転
レ隼.
1の
ルた

歩の

1年

2年

子供の安全を守る為に重要と思われること
、"

を

る
み

ら

守バ

Jレ

な

3年

31.3

5年

6年

不明・無回答

一扣

整全

263

机映

26.0

342

南陵

成和

371

38.6

482

六人部

30

68

54.0

川口

40

56

135

4.1

17.6

北陵

単位:件数/%

48

27

21,4

日新

34.6

24

37.4

324

18'9

42.1

26.4

14

76

42'4

24

55.1

夜久野

23.3

47

373

65

17

51.2

100.0

432

14,8

大江

42.5

50

232

不明・無回答

56ユ

15

30.フ

194

15

45.5

10.9

52

50.5

71

30.4

45

563

39.8

21

51.8

24

1卯、0

51

16.5

44.3

83

186

65.4

75

32.9

242

46.0

25

21.2

56

62

40.6

53

12

30

51.5

56

522

23.8

49.6

Ⅱ

49

12.9

38.6

62

45.8

31

53.9

39

33.3



(16)

市が実施している『ふくふく医療費支給制度』についての認知度についてみると、就学前児童、

小学生児童ともに「知っている」が7割以上となっています。

市が実施している『ふくふく医療費支給制度』についての認知度(単数回答)

就学前児童(N=79ω

小学生児童(N=769)

0% 20%

【就労類型別、年齢別:『δ、くふく医療費支給制度』についての認知度】

40%

京尤与皇目ⅡL〔己里、

冨知っている

88.0

父親のみ就労〔N=371〕

共働き〔N=35刀

60%

733

母親のみ就労〔N=33〕

酬

80%

口知らない

父母無職〔N=29〕

20%

100%

86 1 3.4

ノノ

0歳〔N= 123〕

1歳〔N=13刀

2歳〔N=12幻

3歳〔N=92〕

4歳〔H=10田

5歳〔N=104〕

6歳〔M=8の

22.9

口不明・無回答

40%

3.8

60% 80% 100%

6. 42. 2

3. 3

/3

画知っている

10. 3

6. 1

10. 3

14. 6

',

10. 9

田知らない

4

15. 6

5. 1

2, 2念. 3

126

3. 8・'1. 9

口不明・無回答

3. 8づ1. 9

0 5. 0



【就労類型別、学年別:『ふく'、く医療費支給制度』にっいての認知声】

小学生児童

共働き〔N=41刀

父親のみ就労〔N=165〕

母親のみ就労〔N=92〕

父母無職〔N=95〕

0% 20%

1年〔N= 12釘

2年〔N=12刀

40%

3年〔N= 103〕

4年〔N= 115〕

5年〔N=13幻

釦%

6年〔N=12刀

80%

18

100%

5. 9

0

行

4

1 . 8

冒知っている

5. 4

11.6

フグ. 4

口知らない

9/2, 4

、、

0

万.9

8. 0

11.3 6

口不明・無回答

2

フ. 1

127



(17)

現在、小学校3年生まで利用されている『ふくふく医療費支給制度』を何年生まで利用したいか

にっいては、就学前児童、小学生児童ともに「中学生の期間中も利用したい」が5割を超えていま

す。

『ふくふく医療費支給制度』を何年生まで利用したいか(単数回答)

就学前児童(N=79ω

小学生児童(N=769)

0%

0.6

0.0

0,1

20%

【就労類型別:『ふくふく医療費支給制度』を何年生まで利用したいか】

38.9

0.0

40%

31.5

盟小学4年生

田小学6年生

口不明'無回答

就学前児童

60%

父親のみ就労〔N=371〕

共働き〔N=35刀

80%

57.6

母親のみ就労〔N=33〕

侃

口小学5年生

日中学生の期間中も利用したい

0. 0

父母無職〔N=29〕

100%

0. 0

20%

2,9

0

..

0. 0

..

小学生児童

8.フ

6.5

0,フ

フ. 3

40%

父親のみ就労〔N=165〕'

共働き〔N=41刀

匝小学4年生
囲小学6年生

口不H ,無回依

31

母親のみ就労〔N=92〕

60%

0%

0. 0

,.

父母無職〔N=95〕

58, 5

0. 0

80%

,・・・66 7 ・・・・・・・・・

20%

33. 3

55. 5

0

..

0. 0

'.

32. 1

62. 1:

國小学5年生
図中学生の期間中も利用したい

10眺

2. 8

40%

泛. 2

厘小学4年生

囲小学6年生
匝1倣:ロ、日

30. 5

3. 0

60%

6. 1

61.9

6. 9

63. 1

80%

64. 2

・・・・ 5・

128

13.0

田小学5年生
臼中学生の期間中も利用したい

18.9

100%

3

3. 0

.
ー
.

.
1



(18)

福知山市における分野別の各種サービスの満足度についてみると、就学前児童、小学生児童と

もに、『①保育サービスの利用しやすさ』『②妊娠・出産の経過や子どもの健診など』『③地域にお

ける小児医療サービスの利便性』で「満足・まあ満足(満足)」の割合が高くなっています。一方、

『④公園など、身近な子どもの遊び場』『⑤企業・事務所などの子育て支援施策』では「不満.や
や不満(不満)」の割合力塙くなっています。

市における分野別満足度につぃて(単数回答)

【京尤学前児童】
〔住民実感〕 N=790

①保育サーピスの利用しやすさ

②妊娠・出産の経過や子どもの健診など

③地域における小児医療サーピスの利便性

④公園など、身近な子どもの遊び場

0%

⑤企業・事業所などの子育て支援施策

⑥子どもが犯罪などに遭い仁くぃ環境づくり

⑦福知山市における全体的な子育てのしやすさ

9.0

20%

13.4

6.6 132

40%

9,4

【小学生児童】
〔住民実感〕 N=769

20.1

44,6

1 9.フ

6眺

41.5

16.フ

8.6

80%

32.3

①保育サービスの利用しやすさ

②妊娠・出産の経過や子どもの健診など

39.フ

19.9

10.1

③地域における小児医療サービスの利便性

25,6

23、9

21.1

100%

8.1

盟不満である

圏まあ満足している

21,1

5.1

105

29.フ

19.9

④公園など、身近な子どもの遊ぴ場

眺

4'3

⑤企業・事業所などの子育て支援施策

44.4

⑥子どもが犯罪などに遭いにくい環境づくり

⑦福知山市における全体的な子育てのしやすさ

6,1

56.フ

フ.3

10.6 3.3

冒やや不満である

鵠満足している

48

20%

10.9

503

5.1

4、9

4.3

103

08

40%

9.4

76

フ.5 0.5

口普通

口不明・無回答

11.8 1.9

213

5.6

57.フ

21.1

60%

51.8

14.4

48

86

8眺

31.6

44.フ

8.3

26.フ

138

100%

21.1

27,0

園不満である

塑まあ満足している

4.4

238

5.9

5.9

31.3

16.6

6.0

48.9

129

2.9

52.0

囲やや不満である

E満足している

5.1

8B 2.0

51.0

52

0.4 5.フ3.9

6.5 0.9 49

口普通

口不明・無回答

113 0.9 4.フ



(19)

少子化対策についてみると、「子育てや教育に係る経済的負担の軽減のための取の組みを充実す

べきである」力芋尤学前児童で692%、小学生児童で628%とともに最も高くなっています。

少子化対策について(複数回答)

結婚や出産そのものを奨励すべきである

男女が協力して家庭を築くことの大切さやすぱらしさを

十分に伝えていくべきである

子育てに対する不安や悩みを気軽に相談できる支援体

制の整備を進めるべきである

保育所など地域における子育て支援サービスを充実す

べきである

男性がもっと育児に参加できるよう長時間労働等の働

き方の見直しを進めるべきである

職場における仕事と子育ての両立のための取り組みを

充実すべきである

安定した家庭を築くことができるよう就労の支援を進め

るべきである

子育てや教育に係る経済的負担の軽減のための取り

組みを充実すべきである

0% 20%

8.2 1

27.5

22.8

40%

15.1

1 3.2

20.9

60% 80%

130

25.9

19.6

100%

40.5

34.1

その他

不明・無回答

26.3

25.2

43.4

42.5

3.9

2.5

2.0

5.3

鳳就学前児童(N=790)口小学生児童(N=769)

692

62.8



【就労類型別、世帯構成別、年齢別・少子化対策にっいて】

就学目心見童1

単位:件数/%

少子化対策について

き結 伝の男 を軽子 直よ男る支保 き立職 すの子
で婚 え大女 進に育 しう性 での場 ペ軽育

て切が め相て を長が あたに き減て
いさ協 る談に 進時も るめお でのや
くや力 べで対 め閻つ のけ あた教
べすし ききす る労と 取る の庭 るめ育
きばて でるる ベ働育を域 り仕
でら家 あ支不 き等児充に 組事

し庭 る援安 実お でのに みと

さをる 体や あ働参すけ を子
を築 制悩 るき加ベる 充育
十< 方でき子 実てのみ る力ぐ、 を的
分こ 整を のきで育 すの 充負ベで
にと 備気 あて 見る ベ両 きき 実担

790 217 65 104冬十 320 205 343 208 547合計 31 16

100.0 27.5 82 13.2 40.5 25.9 43.4 26.3 69.2 3.9 20

357 90 24 52 151 92 181 80 240共働き 6

100.0 25'2 6.フ 14.6 423 25.8 50.フ 22.4 672 3.9 1.フ

371 1 10 36 42 149 101 133 104 265父親のみ就労 16 8

100.0 29.6 9.フ 11.3 40.2 27,2 35,8 28.0 71.4 43 22

33 5 2 3 Ⅱ 4 19 10 27母親のみ就労 2

100.0 15.2 6.1 9.1 33.3 12'1 57.6 30.3 81.8 3.0 6.1

29 12 3 7 9 8 10 14 15父母無職
100.0 41 10,3 24.1 31.0 27.6 34.5 48.3 51.フ

不明・無回答

668 183 56 86 271 183 296 164 463 26父母同居
100.0 27.4 8.4 12.9 40.6 27.4 44.3 24.6 69.3 3.9 21

父同居 10 4 4 2 5 6
(ひとり親家庭) 100.0 10.0 40.0 40.0 20.0 50.0 60.0 10.0 10.0

母同居 38 10 5 146 5 21 14 23
(ひとり親家庭) 100.0 26.3 13_2 15.8 36.8 1 3.2 55.3 36.8 60,5 2.6

95 28 9 14 38 19 56 24祖父同居 66 6 2

100.0 29.5 9,5 14.フ 40.0 20.0 58.9 25.3 69.5 6,3 21
146 45 15 23 50 31 77 39祖母同居 100 8 3

100.0 30.8 10.3 15.8 34.2 21.2 527 26.フ 68.5 5.5 21
312 82 21 31 124 創 135 85 221祖父近居 9 10

100.0 26.3 6.フ 9.9 39.フ 26.0 43.3 27.2 70.8 2.9 3.2

351 96 25 37 140 89 160 95祖母近居 2 11
100.0 27.4 フ.1 10.5 39.9 25.4 456 27、1 69.5 3.1

40 10 3 6 13 10 19 13 26その他 3

100'0 25.0 フ.5 15.0 32.5 25.0 47,5 32.5 65.0 フ.5

14 4 2 6 4 7 4 12不明・無回答
100.0 28.6 143 42.9 28.6 50.0 28,6 857
123 47 12 24 59 27 48 29 840歳

100.0 38.2 9.8 1 9.5 48.0 220 39.0 23.6 68.3
137 42 12 17 55 41 58 351歳

100.0 30.フ 8,8 12.4 40.1 29.9 42.3 25.5

128 31 12 20 53 39 60 362歳
100.0 24.2 9.4 15,6 41.4 30.5 46.9 28.1

92 28 8 8 39 Z 373歳
100.0 30.4 8.フ 87 42.4 23.9 40.2

106 22 6 井 33 28 464歳
100.0 20.8 5.フ 10 31.1 26.4 43.4

104 25 7 14 44 285歳
100,0 24.0 6、フ 13、5 423 26.9

B0 18 7 9 286歳
100.0 22.5 8.8 113 35.0

20 4 9
不明・無回答

100.0 20.0 5.0 5.0 45,0



E

貯尤労類型別、世帯構成別、学年別:'少子化対策について】

小学生児童

単位:件数/%

少子化対策について

き結 伝の男 を軽子 き立職 すの子
で婚 進に育え大女 での場 ペ軽育

め相て めたに き減て
る談に るめお でのや

べで対 のけ あた教
ききす るめ育の庭取る

でるる り仕
あ支不 き等児 組事に

る援安 実お みとでのに

すけ あ働参体や を子
制悩 るき加ベる 充育

き子 実て方で るが を的のみ

整を で育 すののき 充負ベで

あて備気 ききベ両屍る 実担

769 175 1 16 1劇 262 151 327 19 483 19 41
合計

100.0 22.8 34.1 19.6 42515.1 20.9 252 62.8 25 5.3

417 15083 59 82 91 187 94 269 10 18
共働き

100.0 19.9 1 4.1 19.フ 36.0 21.8 U.8 22,5 64.5 24 4.3

165 4533 24 60 35 64 42 105 6 3
父親のみ就労

100、0 20.0 14.5 273 36.4 21.2 38.8 25.5 63,6 3,6 1.8

92 29 15 12 32 11 39 29 62 9
母親のみ就労

100.0 31.5 13.0 34.8 120 421 6.3 31.5 67.4 1. 1 9.8

95 30 18 22 20 14 37 29 47 2 "
父母無職

100.0 31.6 1 8.9 23.2 21.1 14.フ 38.9 30.5 49'5 21 11.6

不明・無回答

615 138 93 127 222 122 257 147 397 15 26
父母同居

100.0 224 15.1 20.フ 36.1 1 9.8 41.8 23.9 64.6 24 4.2

父同居 11 3 2 3 2 3 3 5 6

(ひとり親家庭) 100.0 27.3 18,2 27.3 18.2 27.3 27.3 45.5 54.5 9.1

母同居 70 20 11 U 20 Π 34 21 38 2 6

(ひとり親家庭) 100.0 15.フ 15.フ 15.フ 48.628、6 28.6 30,0 54.3 29 8.6

1 1 1 30 15 23 39 18 55 712 2 7
祖父同居

100.0 27.0 13.5 35.1 1 6.220.フ 49.5 21.6 64.0 1.8 6.3

165 38 25 29 60 37 75 35 105 3 9
祖母同居

100.0 23.0 15.2 17,6 36.4 224 45.5 21.2 63.6 1.8 5.5

242 55 24 38 77 45 103 65 1 61 8 12祖父近居
100.0 227 9.9 15.フ 31.8 18.6 426 26.9 66.5 3.3 5.0

295 70 56 97 50 12836 83 193 10 12祖母近居
100.0 43.423.フ 122 19.0 329 1 6.9 28.1 65.4 3.4 4.1

31 9 5 Ⅱ 12 6 訂 " 18 2
その他

100.0 29.0 1 6.1 35.5 38.フ 1 9、 35.5 35.5 58.1 6.5 3.2

14 3 3 2 5 4 7 3
不明・無回答

100.0 21.4 21.4 14.3 35.フ 28.6 50.0 21.4

126 30 16 18 48 2 62 31 83
1年

100,0 127 143 38.1 19.0 49.223.8 24.6 65.9 3.2

127 5036 η 29 52 25 35 創 3
2年

100.0 28,3 13.4 228 40.9 19.フ 39,4 27.6 63.8

103 25 20 19 2g 27 36 23 63
3年

100.0 24.3 19.4 袷.4 26.2 35.028.2 22.3 61.2

11 5 18 1826 34 27 52 28
4年

100.0 2Z6 15.フ 15.フ 23.5 45229.6 24、3

138 25 25 37 37 25 52 33
5年

100.0 18.1 18.1 26.8 26.8 18.1 37,フ 23.9

127 24 17 31 51 19 58
6年

100.0 18.9 13.4 24.4 40.2 15.0 45.フ

33 179 3 9 11
不明・無回答

100.0 27,3 9.1 27.3 33.3 121 51.5



(20)市に対して、どのような子育て支援の充実を期待するか(複数回答)

【就学前児童】

市に対して、子育て支援の充実を図って欲しいと期待していることにつぃてみると、「子連れで

も出かけやすく楽しめる場所を増やして欲しい」「保育園や幼稚園にかかる費用負担を軽減して欲
ししU 力檎い項目となっています。

親子が安心して集まれる身近な場、

イベントの機会が欲しい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やして欲しい

子育てに困ったときに相談したり情報が得られる場を
作って欲しい

保育所や幼稚園の園庭開放などを充実して欲しい

保育園や幼稚園にかかる費用負担を軽減して欲しい

専業主婦など誰でも気軽に利用できるNP0等

による保育サービスが欲しい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を
整備して欲しい

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当て、住宅費
の軽減など、住宅面の配慮が欲しい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対して
職場環境の改善を働きかけて欲しい

子育てについて学ベる機会を作って欲しい

その他

不明・無回答

0%

就学前児童(N=790)

20% 40%

29.1

1 4.フ

60%

1 5.2

80%

67.6

100%

1 8,フ

20.5

45.9

72.

1 0.4

9

1 '9

30.9

2.5

133



【就労類型別、世帯構成別、年齢男1上市に対して期待する子育て支援】

京尤学目'見里

単位:件数/%

市に対して期待する子育て支援

制安 て企残ン親 増子 て保 し保 N専得子
欲業業P業 を心や連 ら育 欲育 て育卜子
しに時整しのが しれ れて 欲園 0主

い対間機安 備てにてで

厶心 欲も 費の場困 し子 しの

の優 て短がし し出 をつ てど

欲も 職縮軽先欲て 作た
減入 場やつと

環休な居てき
境暇どやに

'広 のの

改取住い

宅部 善得

を促面屋

徴進のの

配割
慮り

が当

15148 162 244 82 20790 230 534 116 120 576 363
計

^=

20.5 30.9 10.4 1.9 2.5Im.0 14.フ 15.2 72'9 18.フ 45.929.1 67.6

187 66 120 38 6 9357 76 47 273 33229 48
共働き

10.6 1.フ9.? 52.4 18.5 33.6 2.5100.0 21.3 64.1 13.4 132 76.5

4011 1 147 75 102 8 8371 135 261 57 65 266
父親のみ就労

10'8 2.217.5 71.フ 29.9 39.6 20.2 27.5 22100.0 36.4 70.4 15.4

12 Π 2伯 21 16 15 333 3 6
母親のみ就労

6.1 3.045.5 36 33.3 9.11卯.0 30.3 9.1 182 48.5 363.6

" 214 929 9 23 2 21 38
父母無職

31 37.9 6.9100.0 31.0 72.4 10.3 48.379.3 27.6 6.9

不明・無回答

氾123 297 132 212 72 17668 194 462 97 105 492
父母同居

10.818.4 44.5 19.8 31.フ 1、9 2.5100.0 29.0 15.フ 73.フ692 14.5

父同居 5 510 3 4 73

(ひとり親家庭) 10 50.0 10.0 10.070.0 10 50.0100.0 30.0 40.0 30.0

母同居 1617 12 2相 25 5 19 538 6

(ひとり親家庭) 31,6 42.1 5.3 2.6100,0 15.8 132 50.0 13.2 44.フ34.2 65.8

717 52 19 35 295 20 68 17 14 62
祖父同居

フ.414.フ 17.9 54.フ 20 36.且100.0 21.1 71.6 17.9 653

1184 2 49146 33 99 24 19 103 19
祖母同居

33.6 フ.51伽.0 13.0 70.5 13 57.5 19.222.6 67.8 16.4

153 63 86312 210 43 585 35 239
祖父近居

16.0 49 20.2 27.6100.0 27.2 67.3 112 13.8 76.6

73 102351 273 58 16993 237 41 48
祖母近居

48.1 20.8 29.1100.0 26.5 67.5 11.フ 13.フ フフ.8 16.5

740 10 26 8 2326 3 6
モの他

20 57.5 17.5100.0 25.0 65.0 フ.5 15.0 65.0

14 12 6 77 9 22
不明・無回答

85.フ 50100.0 50.0 64.3 143 14.3 42.9

123 25 3 5247 92 31 98
0歳

42,3100.0 38.2 74.8 20.3 79.フ 27.625,2

137 97 19 25 98 2642
1歳

1伽.0 1930.フ 70.8 13.9 18.2 71.5

128 3042 98 17 26 93
2歳

100.0 23.432.8 76.6 13.3 20.3 72.フ

92 27 10 7059 12
3歳

100.0 29.3 64,1 13.0 10.9 76.1

106 26 59 14 7 70
4歳

100.0 24.5 55.フ 132 6.6

104 25 72 1212
5歳

100.0 24.0 11.5 11.569.2

80 16 46 8
6歳

1伽.0 20.0 57.5 10.0

20 5 " 3
不明・無回答

100.0 25.0 55.0 15.0



【小学生児童】

市に対して、子育て支援の充実を図って欲しいと期待しているーと1一つぃてみると、「
一緒でも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほししU「安1山して子どもが医療機関1一か、
制を整備してほししU 「保育所や幼稚園、教育費、にかかる費用負担を聲減してほしい「1 -、,
を増額してほししU 力信い項目となっています。

子どもと一緒でも出かけやすく楽しめる場所を
増やしてほしい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を
整備してほしい

保育所や幼稚園、教育費にかかる費用負担を
軽減してほしい

児童手当を増額してほしい

親子が安心して集まれる身近な場、
イベントの機会がほしい

子育てに困ったときに相談したり情報が
得られる場を作ってほしい

残業の短縮や休暇の促進など企業に対して改善を
働きかけてほしい

専業主婦などだれでも気軽に利用できる保育サーピス
がほしい

子育てについて学ベる機会を作ってほしい

多子世帯の優先入居や住宅費の軽減など、住宅面の
配慮がほしい

0% 20%

小学生児童(N=769)

40% 60%

50.3!

80%

54.5

1 7.8

1 6.1

100%

62.2

58.3

19.2

6.4

その他

不明・無回答

25.2

1 2.

2.フ

2

5.2

135



不
明
・
無
回
答

4

5

9

6

6

5

5

3

2

5

6

8

4

2.4

27

4.4

9

16

38

9.8

11.6

4

5.2

"

単位:件数/%

2

4

5

3

3

4

3

8

4

3

3

1

4.3

2

1

16

2.6

3

27

15

3.6

0.6

3.3

2.1

1

21

2

モ
の
他

4

2

11.4

17

12

10.8

13

70

24.3

94

12.2

13

79

15

16.3

打

17、9

49

11.8

1

9.1

多
子
世
帯
の
優
先
入
居
や
住
宅
費
の
軽
滅
な

ど
、
住
宅
面
の
配
慮
が
ほ
し
い

7

6

8

8

9

2

5

4

1

16

97

12

5.0

8.4

40

2.9

9.9

2

8

1

フ.0

10

2,2

6.5

49

6.4

29

訓

1

9.1

6.1

1

子
育
て
に
つ
い
て
学
ベ
る
機
会
を
作
っ
て
ほ
し

、し

9

2

3

57

?3.6

69

23.4

8

3

172

28.0

18.2

20.フ

39

23.6

8

69

19.6

16

16.8

1

194

25.2

21.8

41.8

91

2

1

9

11

専
業
主
婦
な
ど
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

【就労類型別、世帯構成別、学年男1上市に対して期待する子育て支援】

保
育
サ
ー
ピ
ス
が
ほ
し
い

19.4

18,6

9.フ

4

3

19.0

14

24

21.6

32

45

59

18.2

15

16.3

19

1 17

36.4

1

1

148

19.2

84

フ.1

20.1

市に対して期待する子育て支援

3

3

3

20

20

20

残
業
の
短
縮
や
休
暇
の
促
進
な
ど
企
業
に
対
し

て
改
善
を
徴
き
か
け
て
ほ
し
い

4

9

2

32

13.?

22

17.3

6

19

29

17.6

43

14.6

1 9.4

14.3

3

64

17

17.9

16.3

27.3

153

33

10.9

フ.1

17.1

16.1

2

12

扣

1

10

20

子
育
て
に
困
っ
た
と
き
に
相
談
し
た
り
情
報
が

褐
ら
れ
る
場
を
作
っ
て
ほ
し
い

4

24

17.4

27

21.4

18.9

18

17.5

19

1 6.5

5
4

7

2

20.0

42

18.3

22.6

14.3

5

16

113

18.4

15.フ

25

22.5

33

4

137

17.8

66

15.8

24.2

17,4

15.8

9,1

11

1

親
子
が
安
心
し
て
集
ま
れ
る
身
近
な
場
、

イ
ペ

ン
ト
の
機
会
が
ほ
し
い

84

50,0

78

61.4

62

602

68

60,9

58

7

劇.4

56.4

632

180

61.0

14

45.2

83

65.9

6

58.フ

54.5

43

64

57.フ

93

153

57,8

94

57.0

54

587

59

59.1

"8

583

62.1

361

241

児
童
手
当
を
増
額
し
て
ぼ
し
い

61,4

62

60.2

64

55.フ

58.フ

85

669

19

57.6

8

102

152

62.8

185

62.フ

16

51.6

89

70,6

78

6

62.2

96

58.2

62

67.4

50

52.6

395

64.2

54.5

58.6

73

65.8

61,8

1

478

270

64.フ

57.1

41

8

保
育
所
や
幼
稚
園
、
教
育
費
に
か
か
る
費
用
負

担
を
軽
滅
し
て
ほ
し
い

70

60

548

54.3

75

16

48.5

4

57.4

60

97

135

162

54.9

18

28.6

60

47,6

58.3

63

75

5

6

419

232

55.6

96

58'2

40

43.5

53.フ

353

45.5

58.8

55.8

54.5

54.1

58.1

55.1

59.1

51

37,1

2

安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
体

制
を
整
備
し
て
ほ
し
い

39.4

2

5

70

52.8

515

51,3

69

50.0

19

57.6

恥

5

200

90

49.5

315

512

18.2

36

51.4

55

49.5

79

47.9

125

51.フ

154

522

19

61.3

35,フ

55.6

67

53

59

387

50.3

48.0

54.5

54.3

47

子
ど
も
と
一
緒
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る

場
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

1(刃.0

70

100.0

100.0

1(抑.0

242

100.0

100.0

100.0

14

100.0

126

100.0

127

100.0

100.0

1 15

1(刃.0

138

1伽.0

127

100.0

33

100.0

769

100.0

417

1卯.0

165

100.0

92

100.0

95

100.0

615

100.0

165

295

103

11

1 1 1

31

合
計

小学生児童

(ひとり親家塵)

(ひとり親家庭)

母穎のみ就労

不明・無回答

不明,無回答

不明・無回答

父親のみ就労

父母無職

父母同居

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

父同居

母同居

モの他

共働き

厶計

1年

2年

3年

4年

5年

6年

計

就
労
類
型
別

世
帯
構
成
別

学
年
別



福知山市次世代育成支援に関する二ーズ調査
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